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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　扉を開けると──そこに半はん裸らで立ち尽くす美少女がいた。

　下着以外何も身に付けていない彼女は茶色がかった瞳ひとみを、まあびっくりって感じで見開いていて、小麦色の肌はだは数メートルの距離があるここからでも滑なめらかでとても綺き麗れいだと分かるし、触ふれたら折れてしまうんじゃないかと思うくらいに手足は細くて──つまり、美少女。一言で言うと美少女、言葉を増やせば可か憐れんで神秘的な美少女だ。

　彼女の足下でふわりと空気を孕はらみながら潰つぶれた濃こ紫むらさき色いろの布は、驚いて落としてしまったものかもしれなかった。

　そして部屋に飛び込んで美少女とご対面した秋あき晴はるはというと──やっぱり驚いて、硬直していた。

　だって、ただの空き教室だったはずの部屋を開けたら、見たことの無い綺麗な女の子が下着だけしか身に着けていない姿でいるって──おかしい。絶対おかしい。

　驚きとうっかり見み惚とれてしまったせいで、反射的に逃げ出すタイミングはもうさようならした後だ。

　しかもバッチリ目があっていて、下へ手たなジョークをかまして煙けむに巻くのも無理っぽい。

　良からぬ事なんて、これっぽっちも考えていなかったってのに。むしろ学院の平和を思っての行動だったはずなのに、どうしてこんなことになっているのか。

　思えば────二日前。

　あの日の朝に学んだはずの教訓を活いかせなかったのが原因なのかもしれない。

　そんなことを思いながら、秋晴は異国の雰ふん囲い気きを纏まとう美少女と、緊迫感の中でのにらめっこ状態から抜け出せずにいた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　日ひ野の秋晴が私立白はく麗れい陵りよう学院高等部の一年従育科に編入してからだいぶ経たち、そろそろ寝起きに筋肉痛で悩まされることも無くなってきた。

　どこに何の建物があるかも大体は分かるようになったし、クラスメイトの名前もそれなりに覚えた。廊ろう下かでバッタリ見知らぬ女生徒と出会でくわして、目が合うだけで問答無用に気絶されるということも…………まあ、うん、減った。

　だから油断していた──というのが、原因なんだろう。

　起き床しようは早く、朝の六時前。寮の食堂が開くのは七時で、大体は七時半頃から朝食を摂とることにしているからまだまだ時間はある。

　眠ねむい目を擦こすって声を出さずに欠伸あくびをして、軽く伸びをしながら秋晴はのっそりとベッドから降りた。トイレ……には行くけど、本命はそれじゃない。

　洗顔と用足しを済ませて、寝間着姿から上下黒のウェアへと着替えて靴くつ下したを穿はき、タオルを首からかけて……よし、完成。

　一応、姿見の前でおかしなところはないかチェックもしておく。ちょっと寝ね癖ぐせで髪かみが跳はねているけど、まあ問題なし。

　秋あき晴はるはこれから、日課のランニングへと赴おもむくつもりだった。体力には自信があるつもりだったけど、ここに来てその自己評価は間違いなのかもしれないと思うくらい自信喪そう失しつしていた。なにせ先日、男女交えての『サバイバル式基礎運動能力測定マラソン』などというとち狂った題目の山を走破する授業があったものの、見事にブービー賞だったからだ。あれは正直ヘコんだ。ビリは四し季き鏡かがみだったけど、それは体力面に問題があったからじゃなくて、山で迷子まいごになったからだ。日が暮れて救助ヘリに発見された四季鏡はボロボロで泣きまくってはいたけど元気そうだったので、たぶんまともに完走していたら結果は変わっていたはず。

　ということで、今週は体力強化週間に決定。女子にも負ける貧弱ボディをどうにかすべく、眠ねむ気けを堪こらえて頑がん張ばるのだ。

「…………ん、なんだ……？」

　襟えり元もとを気にしつつ出かけようとしたところで、秋晴はいつもと何かが違うことに気が付いた。大したことは無いような、それでも確実にあると言い切れる違和感。

　秋晴は眉まゆを顰ひそめて違和感の原因を探り……すぐに分かった。

　いつもなら起きた時、既すでに隣となりのベッドは空になっている。

　なのに今日は、ベッドを囲うカーテンがひかれたままだった。

　珍しいこともあるもんだな、と思った。早起きの大だい地ちがまだ寝ているとは。まあ、自分がいつもより早く起きたっていうのも原因なんだろうけど、それにしても珍しい。うっかり五時頃に目が覚めた時ですらベッドの中はもぬけのから、ということがあったくらいなのに。

　だから秋晴はつい、好奇心がそうさせたというか魔まが差したというか、とにかく何も考えずにカーテンを引いて──

「……お」

「……ぁ？」

　半目になって上半身を起こそうとしている大地と、目があった。
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　いつものビシッと決まった大地とは違って隙すきだらけで、ちょっと寝癖はついているし目はとろんとしているし、中性的な顔がどことなくぬいぐるみっぽい愛あい嬌きようのある風ふう貌ぼうになっていた。寝起きの大地ってこんな感じなのか。新発見だ。……というか、一ヶ月以上同室で暮らしてるのに、寝間着姿を見るの初めてだよ。あれはなんだ、作さ務む衣えか？

　まあ、とりあえず寝ね惚ぼけた様子の大地へと片手を上げて、

「おう、おはよ。起こしちまって悪い…………っぅお?!」

　軽く謝罪の言葉を口にしていた、その時。

　急速に双そう眸ぼうを険しいものへと変えた大地が、枕まくら元もとにあった本を投げつけてきた。

　ただの雑誌が恐るべき速度で顔面にぶち当たり、秋あき晴はるは思わず仰のけ反ぞって尻しり餅もちをついた。痛む鼻を押さえて目を瞬しばたたかせていると、揺れながら閉じたカーテンの向こうから、

「ひ、人の許可を取らずに勝手に開けるな！　プライバシーというものを知らないのか!?」

「え、お、あ？　わ、悪い……けど、男同士なんだから、そこまで──」

「問答無用だ！」

　怒ど鳴なり声が飛んできて、秋晴はそれ以上言葉を返すこともその場に留とどまることも出来ず、慌あわてて部屋から飛び出した。




「……というわけだ」

　話し終えると、向かいの席に座っていた三さん家け満みつるは「なるほどね〜」と頷うなずいた。

「だから大だい地ち君、機き嫌げん悪いんだ？」

「だと思う。他ほかに原因は無さそうだし」

　言いながら秋晴は、整然と料理を運び恭うやうやしくそれを女生徒の前に置く大地の姿を横目で確認。一見、普段と何ら変わらないようにも思う。しかしだ、たまに感じる視線に振り向くと親の仇かたきかプロフェッショナルな下着ドロでも見るような目をした大地がいるんだから、やっぱり朝の件はかなり尾を引いているらしい。

　一仕事終えた今も、大地は次の作業に取り掛かる前にこちらを見て──思わず三家が身を固くするくらい鋭い視線を投げつけてきた。でもそれは一いつ瞬しゆんで、すぐに作業へと戻っていく。

　どうしたもんかと思いながら、秋あき晴はるは緊張を解くように息を漏もらした三さん家けに訊たずねてみた。

「……にしても、無断で仕切りのカーテンを開けたくらいであそこまで頑かたくなな態度を取られるとは思いもしなかった。いや悪いのは俺おれだけど、過敏すぎないか？」

「うーん……それくらいだったら、まあ。でもルームメイトだからってプライバシーを無視していいってわけじゃないよ。慎しん吾ご君なんか、酷ひどいんだから」

「へえ？」

　女顔に似合って気の優しい三家がそういう言い方をするなんて、ちょっと珍しい。いつもはやんわりと轟とどろきを擁よう護ごするっていうのに。

　興味を惹ひかれて目で続きを訴えると、三家はやや唇くちびるを尖とがらせて、

「急に歌い出したり独ひとり言に自分で突っ込み入れたり、それくらいならまだいいんだけどね？　この間なんて、僕が部屋に戻ったら鏡の前で裸はだかでポージングしてたんだよ？　おまけに『明日あしたの朝まで裸で過ごすんや！』とか言い出して、裸で勉強始めたり逆立ちしたり踊おどり始めたりして…………もうね、人と人は永遠に理解しあえないんじゃないかって……」

　最後の方は沈んだ笑みを浮かべて、三家は微かすかに肩かたを震わせた。自分が知らないうちに、この人の好よい同級生は何やら深い傷を負っていたようだった。

　秋晴が心底から同情していると、話題の主である轟が食後のコーヒーとウーロン茶を運んで来た。今週このエリアはこいつの担当区域だから来るのは当然として、なんだこの狙ねらいすましたようでコテコテのタイミングは。少年がディスプレイされているトランペットを眺ながめていたら気前のいい老紳しん士しが現れるくらいありえないぞ。

「なんやなんや？　飯の後やっちゅうのに、二人共暗い顔してんなや。男の接客せなあかんオレの方が泣きたいところやで？」

「お前の泣き所なんか知るか」

　慣れた手つきで飲み物を置く轟に、秋あき晴はるは冷たく言ってやる。ギャップがいいから、なんてふざけた理由で関西弁を使っている伊だ達て眼鏡めがねのセクハラ野や郎ろうなんかに、繊せん細さいな男の気持ちが分かるとも思えないし。

　案の定というか、轟は突き放された事実を無視したかのようににまっと笑い、

「それより凄すごいで。オレ、さっき『カーテンウォール』の生徒さんを見たんや！」

「えぇっ!?　それ本当?!」

「……カーテンウォール？」

　興奮する轟に驚きよう愕がくする三家、そして秋晴はまるでピンと来なかった。

　カーテンの…………壁？　なんだそれ？

　馬鹿の轟はともかく、三家まであの反応ってことは……有名人か何かか？　しかも知っていて当然、知らないと笑われるようなレベルだったりするのだろーか？

　轟とどろきに笑われる自分──うん、想像するだけで目の前の似え非せ関西弁にチョークスリーパーを決めたくなるくらい嫌いやな画えだ。

　どうにかして知っているフリをしないと、男の沽こ券けんに関わるかもしれない。秋あき晴はるは俄にわかに焦あせり、思考を回す。

　小さな先せん輩ぱいの例もあるし、やたらと美人の多い白はく麗れい陵りようだ、芸能人の一人や二人いてもおかしくないのかもしれない。なんかセレブブームがきていた気もするし、その線は強いな。

　芸能人だとすると……カーテンウォール。なんかミュージシャンっぽい。そんなグループがあるような気がしてきた。しかもジャンルはロックかデスメタル限定で。

　どちらもお嬢じよう様さまとは合わないけど特にデスメタルは無いと踏んで、秋晴は意を決し、

「あ、あー。あれな、エッジの効いたサウンドがいいよな？」

「なに言うとんねん、あっきー？　どの角度からボケとんのかさっぱり分からへん上に直感でそのボケは会場が白けるには十分過ぎる寒さやとぶふぅっ!?」

「……俺おれが悪かった、黙れ」

「いや黙れて!?　殴なぐって謝って黙れてっ!?」

　恥ずかしさと苛いら々いらを誤ご魔ま化かそうとつい人じん中ちゆう（急所）狙ねらいでぶん殴なぐった秋晴は、べたっと後ろ向きに倒れた直後に起き上がって抗議する轟を華か麗れいに無視。

「『カーテンウォール』っていうのは……ほら、あれだよ」

　何事もなかったかのように言う三さん家けが指差した方向には、いくつかのテーブルがあった。

　その向こうに──薄うす絹ぎぬのような幕で覆おおわれた一角がある。

「ミケまでスルーかい……まあええけど」

　あ、いいんだ……と軽く驚きながらも、秋晴は轟が続けた言葉に耳を傾けた。

「あれはな、あっきー。日本全国だけやのうて世界各国から留学してくる令れい嬢じようの事情も考慮して作られたんや。宗教上の理由で食事しとるところを他人に見られたらあかん……っちゅう、けったいな戒かい律りつの為にあるんや」

「といっても、使っているのは一人だけらしいよ。あ、でも、正確には二人なのかなぁ」

「…………話が見えん」

　秋晴が率直に応こたえると、三家は朗らかに微笑ほほえんだ。どうやら本当にさっきのショックはどこぞへと飛んだらしい。意外に切り替えが早いというか、逞たくましいというか。

「二年生にね、アーフラム教っていうイスラム系の宗教を信仰している留学生のお嬢様がいるんだけどね。詳くわしいことはよく分からないけど、アーフラム教ってかなり制約が多くて、だから生まれた時からお付きの侍じ女じよさんがいるらしいよ」

「……なんだそりゃ？　制約があって、侍女……？」

「しかも一切の雑事は侍女さんに任せなあかんらしいわ。せやからな、よっぽどの富ふ裕ゆう層でしか帰き依え出来へんっちゅうことや。自分でやるのはＮＧなんやと」

「…………凄すごいな、そりゃ。滅め茶ちや苦く茶ちや不便だ」

　なんだか途と方ほうもない二人の話に、秋あき晴はるは深々と息を吐はいた。内訳は感嘆半分呆あきれ半分……いや呆れの割合がちょっと多いかもしれないな。

「普段もなるべく人目は避けるようにしとるらしいで。教室では簡易組み立て式の薄うすい幕で机ごと囲むし、体育の授業はほぼ見学っちゅう話や。同じ校舎で過ごしとっても滅多に遭そう遇ぐう出来ない、会えただけでその日はハッピーが舞い降りるっちゅう噂うわさがあるくらいやで。一緒にランチタイムを、なんてことになった日には学院中が引っ繰り返る程の大騒ぎになること間違いないやろな」

「あはは、ちょっと大おお袈げ裟さだけどね。でもね、実際僕もまだ一回しか見たことないんだ。遠目で、しかも顔はスカーフで隠かくしているし体はチャドルで覆おおっているから、どんな人かは良く分からなかったけど」

「いやそれだけ分かれば十分だろ」

　秋晴は反射的に突っ込んで、

「……それにしても、流石さすがは名門って感じだな。留学生くらいならそこまで珍めずらしくないだろうけど、そんな大層な奴やつまでいるのか」

　改めて感想を口にする。白はく麗れい陵りようにも従育科にもそこそこ慣れたけど、知れば知るほど奥が深いというか、知らないことがまだまだあると知らされるというか。

　その想いはしっかり届いたようで、苦笑するような笑みを浮かべた三さん家けは頷うなずいて、

「宗教のことを除のぞいてもお祖じ父いさんは石油王で国の重じゆう鎮ちんらしいしね。他ほかにもね、白麗陵には凄すごい身分の人が多いよ。三十代以上続く名家のお嬢じよう様さまとか、小国のお姫ひめ様とか──」

「まあ日本でテロは難しい上に、白麗陵に手を出したらえらい数の敵てきを作ることになるっちゅうのは有名やしな。防犯体制もしっかりしとるし、大事な娘むすめを預けるには最適なわけや！」

　三家の話を遮さえぎるようにして偉えらそうに説明する轟とどろきはいつもながらうざいが、確かにそれは一理あるかもと秋晴は思った。

　今更ながらであれだけど────やっぱこの学校、とてつもなく変だなぁ。

　そこに染まりつつある自分は果たして大丈夫なんだろーか……とほんのり心配になりながら、秋晴はウーロン茶のグラスに口を付けた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──大だい地ちと一ひと悶もん着ちやく起こしたり男友達と昼飯を食いながら取り留めのない話をしたりした、その二日後の昼前。体操着姿の秋晴は一人、シンと静かな第二校舎の廊ろう下かを歩いていた。ちなみに白麗陵にはジャージが無くて、その代わりにオーダーメイドのウェアが支給されている。球技やら競技やらをやる時はいちいち専用の服を発注しているというアホらしさだ。

　ついさっき授業が終わったばかりだからか、まだ教師の姿も生徒の姿も見当たらない。秋あき晴はるだって、四時間目の体育で怪け我がをしなかったら、今頃はグラウンドから更衣室へ向かう途と中ちゆうだったはずだ。

　体育の授業は学年全体で行われる形で、総勢五人という少なすぎる男子は別グループで走ったり跳とんだりしていることが多かった。まあ、五人で出来る球技なんて少ないから仕方ないけど。バスケなら一チーム出来るけど、対戦相手がいないし。お嬢じよう様さま相手じゃまともな試合にならないからどうしようもない。キャーキャー言って逃げ回られるのがオチだ。

　今日は珍めずらしく球技だったから張り切ってみたものの、如何いかんせんテニスなんてやったことがないから、それはもうボロボロな結果に終わった。三さん家けは経験者でそこそこ上手じようずだったし、大地は経験無いのにあっさりコツを掴つかんだし。秋晴は轟とどろきと二人、いいようにやられる側だった。

　しかも上育科のナルシスト馬鹿がやたら上う手まくて、ただ上手いだけならいいけど打つ度に一々「フッ……」とか「ハハハ、これでフィニッシュといこう──！」とか言ってうざすぎで、ついムキになって……

　結果、頑がん張ばりすぎて転んで、膝ひざと肘ひじを擦すり剥むいたので保健室に行く羽は目めになってしまった。

「くっそ、大だい吉きちのヤツ……いつかあの鼻っ柱を叩たたき折ってやる……」

　なんだかいつまでもヤツの高笑いが頭の中に響くような感じがするので、追い払うように呟つぶやいて、辿たどり着いた男子更衣室のドアを──

「…………ん？」

　ドアノブを握る直前、秋晴は手を止めて辺りを見回した。

　──何か、物音がしたような……？

　更衣室の中からじゃなくて、隣となりの女子更衣室でもない。そのさらに向こう──廊ろう下かの角を曲がった先から、微かすかな音が聞こえてきた……と、思う。しかも足音まで聞こえた気がするから、単なる気のせいってことじゃないはずだ。

　尤もつとも、ここは学校なんだから物音もすれば人も歩いているのが当たり前だけど……静かだった廊下に数秒と満たない僅わずかな間だけ響くなんて、ちょっと気になる。

　何だろうかと小首を傾げ、秋晴は音のした方へと向かってみた。女子更衣室の前を通り過ぎて角を曲がってみると、

「……誰もいない、か」

　普通自動車だって悠ゆう々ゆう走れる幅の廊下には、花か瓶びんが置いてあったり絵が飾ってあったりはするものの、誰もいない。当然、出しゃばらない程度のサイズのシャンデリアに誰かがぶら下がっていることも無し。

　そう遠くない所から音がしたはずだから、何かあるとすれば、角を曲がってすぐにある部屋なんだろう。けど、近付いてみても物音はしない。ドアの上にあるプレートに名称は書かれてないし、何の部屋かも分からない。

　秋あき晴はるは眉まゆを顰ひそめ、少し考えてみて……とりあえず、ドアノブへと手を伸ばした。

　使われていない部屋なら鍵が掛かっているはずだし、その時は空そら耳みみだったってことで済ませればいいだけだ。

　そう思ってドアノブを捻ひねると…………大した抵抗もなく、ノブは回った。しかもそれに反応したかのように、中から物音が聞こえてきた。

　もしかして──という想像に、秋晴はノブを握ったまま固まる。一昨日おととい、轟とどろきと三さん家けは言っていた。白はく麗れい陵りようには自分が思っていた以上に住む世界が違う生徒がいる。理由は『ここなら大丈夫』という安心感らしいが……

　──本当にそうか？　安全なのか？

　現に盗とう撮さつ騒さわぎなんてのもあった。あれは例外ということで、以降警備態勢や出入りの調査は厳しくなったらしいが……一度あったことは二度あるっていうし、万が一っていうのは起こりうる。

　もし、不ふ審しん者しやが侵入していたとしたら……

　──硬直していたのは、たぶん数秒。

　それが解けると共に秋晴は不安と疑惑に引き金を引かれ、弾はじかれたようにドアを開けて中へと突入し──




　待ち受けていたのは半はん裸らの美少女というとんでもない光景に、見事に凍こおり付いた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　……そんなわけで、自分に非はないはず。控えめに見ても無いはずだ。

　けど、同じくらいこの手の事故で男側の言い分なんて信じてもらえないってことも理解していて、だからこそ混乱していた。

　とりあえずこういう時はなんて言えばいいんだっけ？　『初めまして』か？　『ここで何してるんだ』、か？　それとも偶ぐう然ぜんとはいえ見てしまったことを謝るべきなのか？

　もう思考がこんがらがって、彫像のようにピクリとも動かない飴あめ色いろの肌はだの美少女ってもしかして幻覚なんじゃないかなー、なんて現実逃とう避ひ気味な考えも出て来たりして…………駄だ目めだ、現実を直視しろ──って、直視した先にいるのが半裸の美少女だから困ってるんだっての！　いや嬉うれしい気持ちもあるけどな!?

　ああもうどうにもならないと、逃げるか叫ぶか気絶したいと訴える自分の弱い部分の総意を無視して、秋晴はカラカラになった口の中で言い訳の言葉を用意して、

「────お嬢じよう様さまっ?!」

「うおぁっ……!?」

　悲鳴かと思うくらい甲かん高だかい声とほぼ同時、秋あき晴はるは横手に突き飛ばされた。

　何だ、と思う暇ひまもない。数歩たたらを踏んでバランスを取るのがやっとで、もう少しで無ぶ様ざまにすっ転ぶところだった。一ヶ月じゃ大した効果はないかもしれないけど、それでも鍛きたえているっていうのに。どれだけ強い力で弾はじかれたんだ。

　けど、おかげで硬直状態が解けた。堰せき止どめ終了、ようやく思考がまともに動く。

　何が起きたのかさっぱり分からないし、まずは状況確認と秋晴は改めて部屋の中央へと目を向けた。

　そこではさっきまでいなかった黒こく衣いの女性が、足下にあった濃こ紫むらさき色いろの布を半はん裸ら少女の頭から覆おおい被かぶせるようにして抱だき締めていた。

「あああお嬢じよう様さまお嬢様っ、申し訳ありませんアイシェお嬢様っ！　ほんの四十二秒、替えの衣装を用意する為に往復で四十二秒必要という計算に安心して鍵を掛けずお嬢様をお一人にした挙げ句、このような不ふ祥しよう事じを引き起こしてしまうだなんて──本当に申し訳ありません!!」

　……よく分からないけど、猛もう烈れつな勢いで謝っている。

　迂う闊かつに質問も発言も出来ない雰ふん囲い気きなので半ば呆ぼう然ぜんと見ていると、騒さわいでいる彼女も肌はだが茶ちや褐かつ色しよくで、やっぱりアラブ系の人なんだろうなー、と推測。しかも梅つ雨ゆに入って夏目前なのに黒一色の簡素な長袖そでのワンピースを着て、おまけに黒い手袋を嵌はめてストッキングだかタイツだかも黒、靴くつも光こう沢たくを放つ黒。靴底は大して厚くなさそうだから、そこそこ長身の部類に入るのかもしれない。

　肩かたには届いていないくらいウェーブのかかった髪かみ型がたの二十歳はたちくらいの彼女は、慌あわてた横顔しか見れないけど、目鼻立ちがスッキリとした美人っぽい。……けど、それだけしか分からない。いったい何なんだ、この二人は。どうして脱ぬいでたんだ、あの女は。

　訊ききたい。色々と問い詰めたい。あと弁解もさせて欲しい。

　秋晴はそう思って、口を開くチャンスを窺うかがっていた。

　そして不意に、黒衣の彼女がこちらへと振り向いた。

「──安心して下さいませ、アイシェお嬢様。へディエは責任を持って対処致します」

　……どういうことか、細い目にギラついた光を湛たたえて。

　見るというか睨にらむというか、とりあえず決意の固さだけは十二分に伝わってくる勢いで、秋晴は思わず身構える。

　黒衣の女性は抱だき寄せていた少女をそっと突き放し、一度彼女へと微笑ほほえみを向けた。それから改めて、体ごとこちらを向く。

「不ふ始し末まつです、間違いなくこのへディエの不始末です。貴方あなたがどのような理由でこのドアを開きお嬢様の肌はだを見るに至ったかは存じませんがそうなってしまったのはこの私の不始末。それは認めます、認めざるを得ませんもの──しかしだからといって認めることが出来ないものは世の中に存在していて、あろうことか今正まさに断固として許容出来ない事態が起こりました。この私の不ふ始し末まつのせいです」

「へ……？　いや、よく分からないけど目が怖──」

「本来ならばこのへディエ、銀の杯さかずきに毒を満たしそれを一いつ滴てき残さず飲み干すことによって責任を取るべきです、そうしたいという想いは十分にあるのです。しかし私がそれをしてしまってはお嬢じよう様さまが独ひとりになってしまいます、そんなことは絶対になりません、それこそ私の命程度では補えない償つぐないようのない事態です……！」

「……あ、と…………意味が──」

「ですが！　ですがですが、今ならまだ間に合います挽ばん回かい出来ます！　儀ぎを成す前、そのような関係と周囲に知れ渡る前である今ならば、お嬢様の身も魂たましいも体てい裁さいも綺き麗れいなままで済ますことが可能です。ああっ、何と素す晴ばらしい、これこそ偉大なるアッラーのご加護です！」

「…………」

　……こっちの話聞く気ゼロかよ。なんか陶とう酔すいするように目の辺りが和やわらいでるし。

　けどもすぐに恐ろしく頑かたくなな目に戻ったので、秋あき晴はるは意味が分からないまま確信する。

　このままだと猛もう烈れつにヤバイ。本能と、白はく麗れい陵りように編入して以来磨みがかれまくっているトラブル対応アンテナが、もうビシバシと危険だって訴えている。

　けど、何が──などと考えている暇ひまは無かった。

　上から下まで黒尽くめの彼女は、何な故ぜだか深々と一礼して、

「そういう訳ですので、本当に申し訳ないのですが──死んで下さいませ」

「…………はぁ？　あんた、何を──ぉぉおっ!?」

　どうしようもなく意味不明なので問い質ただそうとした秋晴は、無ぶ様ざまに悲鳴をあげて後ろ向きに転がり込んだ。

　受け身なんて取れなくて、床ゆかに頭をぶつけながらも一回転して座り込む。

「な、な、なっ……」

　突然の動作とストレスに跳はねまくる心臓をわし掴づかむように胸に手をやり、さっきまで自分がいた辺りを凝ぎよう視しする。

　そこには、困ったように頬ほおに手をやる黒こく衣いの彼女がいて、やっぱり困ったような目でこちらを見下ろしているけど──注目すべきは左手。

　いつの間にか、刀身がギラリと輝く抜き身の刃やいばが握られていた。

「避けないで下さいませ。あまり時間が過ぎてしまうと誰かに見つかる可能性が……」

「見つかるとか見つからないとかじゃねぇっ！　なんだその匕あい首くちは！　どこから出しやがったんだよおいっ?!」

「どこからだなんてそんな、恥ずかしいことを訊きかないで下さいませ」

「恥ずかしい所からっ!?　って、違う、恥ずかしがる場面じゃねぇ！　いつの間にんなもん握ってんだよおい!?」

「それは勿もち論ろん、スパッといく為です。スパスパリンと」

「いやだからなんで斬きりかかってくるんだよっ!?　本気で死ぬぞ、それ！」

「ですから死んで下さいませ、と」

「本気で話通じねぇ────?!」

　秋あき晴はるは思わず叫ぶ。そりゃあ絶叫したくもなる。

　とんでもなく物ぶつ騒そうなことを言いやがるのに、口調は落ち着いているしどこにも殺気なんてない。なのに目はちっとも笑って無くて、何な故ぜだかちょっと焦あせっているようにも見える。

　けど、焦っているのはこっちだって一緒だ。

「つーか何だよさっきの動きは!?　あんたどこの暗殺者だ?!」

「暗殺はこそこそ行うものだと存じておりますからちゃんと宣告致しました、誤解というより侮ぶ辱じよくと受け取りますよ」

「いや侮辱の前に命の大切さについて考えような！　特に俺おれの、主に俺のっ！」

　必死にアピールするけど、考こう慮りよしようって目はしてくれない。ヤバイ、ピンチ続行だ。

　嫌いやな予感があって形なり振ふり構わず回かい避ひに動いたからなんとか避さけられたけど、それでも首の皮一枚だ。二度目も運良く行くとは思えない。

　とにかく、何か、何か助かる方法を模も索さくしないと、実力行使じゃ絶対に勝ち目は無いし、大声で叫んでも助けが来る前に殺やられそうだし──

　切せつ羽ぱ詰つまった秋晴は両手を前に突きだして、

「だからっ、動機！　動機を言え、んなことする理由を！　なんで俺おれが急きゆう遽きよ滅めつ殺さつされなきゃならないんだよっ!?」

「残念ながら時間がありませんので割かつ愛あいという方向でお願いします、本当に重ね重ね申し訳ありませんが──でもお嬢様の柔やわ肌はだを見るというおよそ考えられる至高の幸運に恵まれたのです、思い残すことなんてどこにもございませんでしょう？」

「滅め茶ちや苦く茶ちやあるっつーの！」

　叫ぶように言って──秋晴は悟さとった。

　駄だ目めだ、会話して分かってしまった。この女、ちっともこっちの意見を聞こうとしない。物もの腰ごしは柔やわらかなのに、かなり頑がん固こだよこの人。

「では、改めまして……よい旅路を」

『旅路って黄よ泉みの国へのですか？』、とは訊きけない。頷うなずかれそうで怖いから。

　さっきとは違って、瞬しゆん間かん移動のような速度ではなくじりじりと間合いを詰めてくる黒こく衣いの彼女から逃げようと、秋晴は必死になってここを突破する方法を考えようと瞬しゆん時じに辺りを見回すが、良案はちっとも出て来ない。

　いつの間にか壁際に追い込まれているし、さして狭せまくない部屋なのにどこを通ろうとしても途と中ちゆうでスパッとやられる展開しか想像出来ないし、刃は物もの持ってるのににこにこ笑ってて、なのに目はちっとも笑ってないし、これはもう死ぬんだなぁって諦あきらめに似た気持ちが浮かんで来て、悔くいの残る人生だったと投げやりに笑って──

「……………………え？」

「……………………あ？」

　不意に、マーダー女の動きが止まった。

　彼女の驚いたような表情に、秋あき晴はるも走そう馬ま燈とうを見るのを止やめて何が起こったのかを確認する。

　黒こく衣いの女性の匕あい首くちを持つその腕うでを、濃のう紫しの布をローブのように纏まとった少女が止めていた。華きや奢しやな手で服の裾すそを掴つかんでいるのを見ると、簡単に振り払われそうな気がする……けど、黒衣の彼女はそんな素振りもなく、何な故ぜだか目をパチパチと大きく瞬しばたたかせて、

「お、お嬢じよう様さま？　……いえ、お優しいアイシェお嬢様がこのような行為を嫌われているのはこのへディエ十分に存じておりますが……ここで彼を仕留め証しよう拠こ隠いん滅めつを図らなければっ、でなければお嬢様が……！」

「…………」

「ああっ、私の心配をして下っているのですね!?　有り難くも勿もつ体たいない……今、ヘディエの胸の中では感激の大だい洪こう水ずいが──え？　気がかりはそれだけではないのですか？」

「…………」

　一方的に捲まくし立てる黒服に、ローブの下は半はん裸らという際どい服装の『アイシェお嬢様』と呼ばれる少女は小さく首を横に振るだけだ。なのに会話が成立しているかのように、ポンポン話が進んでいく。

　そんな光景を、秋晴はぺたりと座り込んだまま見上げていた。超危険人物の注意が逸それている今こそ逃亡するチャンス……なのは分かっているけど、どうにも体が動かない。腰こしが抜けたっていうのはこういうことなのかって具合で、足腰に力が入らない。

　ということで、今自分に出来ることは、たった一つ。

　──よく分からないけど説得頑がん張ばって下さいお願いします……！

　祈いのるように応援することだけしか出来ないってのは『決勝で会おうぜ』とかぬかしておいて予選でボロ負け、後は応援席で適当な解説するしか役回りがないヘタレキャラ並みに恥ずかしいけど、実際、何もやれない。下へ手たに口出しするとその瞬しゆん間かんに殺されそうな気もするし。

　秋晴がドキドキしながら様子を窺うかがっていると、二人は黙って見つめ合う形のまま、しばし膠こう着ちやく状態でいて……

　やがて、

「……分かりました、お嬢様」

　見つめ合う中で何かが通じたのか、黒衣の女性は意を決したように頷うなずいた。

　カラン、と床ゆかに匕あい首くちを落とし、空いた手で無言を貫く少女の頬ほおを軽く撫なでると、彼女はうるうると瞳ひとみを潤うるませて、

「寛かん容ようと慈じ愛あいの精神を以もつて、あのようなどこの雑草かも知れない御ご仁じんを受け入れるだなんて……とてもご立派ですお嬢じよう様さま！　苦く汁じゆうの決断、このヘディエ感服致しました……！」

「…………」

「そんなに謙けん遜そんなさらないで下さいませ、ええもうとても素す晴ばらしいご成長振りです！　本国の旦だん那な様も大旦那様も、きっと泣いてお喜びになられるはずです！」

「…………」

「ええ、ええ、いいのですよ。最も早はや反対は致しません。このヘディエ、お嬢様の崇すう高こうなご意思を尊重致します。全面的に協力するのは当然のことでございます」

　片方は黙りで片方が一方的に喋しやべってなのにコミュニケーションは成立しているらしいという例のやり取りに、秋あき晴はるは小さく息を吐はいた。

　……どうやら、死ななくても済んだっぽい。何がどうなってかはまるで不明、どうしてこうなったのかも意味不明だけど。

　それは凄すごく気になる──が、

「そ……それじゃ、俺おれはこの辺で……」

　ずるずると壁により掛かるようにして立ち上がって、秋晴はこそこそっと部屋から出ようと移動する。好こう奇き心しんに殺されたくないので、脱出優先、いのち大事にだ。

　抜き足差し足忍び足……の要領で、なるべく気配を感じさせないように、そぅっと──

「どちらに行かれるつもりです？」

　……踏み出した一歩目で、見事に呼び止められた。

　秋晴が固い動きで振り向けば、黒こく衣いに身を包んだヘディエは物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きを纏まとったまま、主人のアイシェを隠かくすように彼女の前に立っていた。

　……うん、相変わらず危険な状況のままなのか。とても目が怖いです。

　逆らう気が一切なくなるような眼光を浴びせたまま、ヘディエは薄うすい唇くちびるを開く。

「確認ですが、貴方あなたは五月末に編入して来られた従育科生で間違いありませんね？　確か日ひ野の秋晴という名の」

「……あぁ、そうだよ。間違いない」

「それでは────秋晴様。これから少し、私としては不本意極まりなくて思わず愚ぐ痴ちを溢こぼしてしまいそうなくらいに勿もつ体たいの無い話をさせて頂きます」

「……………………はぃ？」

　大層な敬称で呼ばれたり訳の分からないことを一方的に言われたりして疑問と緊張で頭がぐちゃぐちゃになりながら、秋晴はヘディエの次の言葉に身を構えて──




「やむを得ないので、貴方にはアイシェお嬢様と結けつ婚こんして頂きます！」




　──超ちよう弩ど級きゆうの爆弾発言に、完かん璧ぺきに凍こおり付いた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──あれはどういうことですの？」

「そうですね、わたしもちょっと気になります。教えて貰もらえますか？」

「さあ、ちゃちゃっと吐はいてもらうで？」

「……うー、その、なんていうか…………聞きたい、かも……」
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　──午後の授業も終わった放課後。いつも通り燃料切れをおこす寸前まで深み閑かんに絞しぼられた後、秋あき晴はるは群がってくる聞きたがりに引きずられるようにしてカフェテラスへ同行させられ、見事なフォーメーションで囲まれていた。

　彩さい京きよう朋とも美みにセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートの上育科犬けん猿えんコンビ、その二人に挟はさまれるようにして上級生ながら外見年ねん齢れい最年少の桜おう沢さわみみな、そして轟とどろき慎しん吾ごという従育科好感度ワースト一位の恥知らず……と。恐ろしく纏まとまりの無い面子メンツだ。ちなみにみみなは遠目から窺うかがっていたのを朋美に引きずり込まれた感じなので、ある意味この先せん輩ぱいも被害者かもしれない。

　それに他ほかのテーブルに着いている生徒も、ちらちらとこっちを窺っている。いつもは上品ながら淀よどみなく会話を続けているのに、今日は言葉少なく、声も抑おさえられていて……もう完かん璧ぺきに聞き耳を立てているな、これは。ゴシップ好きの主婦かこいつら。

　……まあ、仕方ないとは思うけど。昼休みの食堂という人が多い中を、濃こ紫むらさきのチャドルと黒こく衣いのコンビという一際目立つ二人に連行される形で何重にも薄うす布ぬのを重ねた不可侵エリアに入って行くのを見られたし、屋外グラウンドを文字通り這はいずり回っている自分達の姿を、やや離れた位置から見守るアイシェ＝ハディムとヘディエの二人は明らかに浮いていた。

　結果として、あっという間に噂うわさは広まったらしい……というか、この現状からして間違いなく広まりまくっているな。

　けど……そりゃあ興味を惹ひくよなぁ。文字通りベールに包まれていた深しん窓そうの令れい嬢じようだ、ちょっとしたことでもスキャンダルになるのに十分なんだろう。そこに関わっているのが知り合いなら尚なお更さら気になるだろうし。たぶん三さん家けと大だい地ちの二人だって、事前に申しん請せいしていた食堂の手伝いさえ無ければ取り囲む輪に加わっていたはずだ。

　無理矢理吐はかされる立場というのはかなり嫌いやだが、こっちとしても理り不ふ尽じん塗まみれの出来事についてぶちまけたい。なので秋晴はため息の後で自分を囲む面々を見回して、

「ちゃんと話す……その代わり、協力してくれ」

「協力って何ですか？」

　澄まし顔で小首を傾げる演技しまくりの朋とも美みの言葉に、秋あき晴はるは頭を強めに掻かきながら、

「相談というかアイデア出しというか……まあ、それは後だな。とりあえず何があったのかを言うから、そんなに睨にらむなそこのドリル」

「誰がっ…………フン、まあいいですわ。このままでは日が暮れてしまいます、さっさと話すがいいですわ」

　どこまでも居い丈たけ高だかな態度のセルニアだけど、やっぱり好奇心は抑おさえきれないらしい。いつもならとっくに怒ど鳴なり散らして暴れているところなのに。

　しかし言うことは尤もつともなので、秋晴はひとまず端たん的てきに話してみた。

「なんっつーか……色々と不幸な事故が重なりアイシェ先せん輩ぱいの裸はだかを見ちまって、そうしたら戒かい律りつがどうこうって婚こん約やくを迫られてるんだよ」

　うん、ざっくり大おお味あじにまとめて言えた。

　──なのに取り囲んでいた面子メンツが、一様に刺すような冷たい眼まな差ざしを向けてくれやがるのは、何でだろうな？

　秋晴以外の四人は密談でもするように顔を寄せ合って、

「いつか、何か突とつ拍ぴよ子うしもないことをするかもしれないとは思っていましたけど……」

「……婦女暴行未遂で訴えられても仕方ありませんわ、この女の敵てき」

「正しく謎なぞのベールに包まれとったのを無理矢理剥はぎとるなんて……やるなあっきー、羨うらやましいであっきー！」

「で、でも、事故だって言ってるよ……？」

「秋あき晴はるくんは、ちょっと事故が多すぎですね」

「全くですわ。一体何人のか弱い女生徒の心に消えない傷きず跡あとを残すつもりなんですの？」

「あああ、羨うらやましいやっちゃで！　柔やわ肌はだを、乙女おとめの柔肌を見た挙げ句に婚こん約やくて！　そらもう何はさておき婚こん前ぜん交渉に勤いそししむっちゅうわけやな!?」

「うー……秋晴君の、すけべ」

「ケダモノですわね」

「……お前等いい加減黙れ。それと轟とどろきは後でタップのし過ぎで手の皮が剥むけるまで関節地じ獄ごくを味あわせてやるから覚かく悟ごしとけもしくは死ね」

　口々に、それはもう言いたい放題の四人に、秋晴は睨にらみを効かせる。特にはしゃぎまくりの轟は有言実行、後でボコる。相談が終わって不必要になり次第ボコってやる。

　唯一の味方っぽかった小さな先せん輩ぱいも途と中ちゆうで敵てきに回ったみたいだし……ああもう、なんなんだか。ちゃんと一から説明しなかったのがいけなかったのか？

　秋晴が頭を抱かかえたくなっていると、ほのぼの笑顔で楽しみまくりの目をした朋とも美みが追い打ちを掛けてきた。

「それにしても婚こん約やくなんて、驚きですね」

「……まだ決定したわけじゃねぇよ」

　心なしか弱めの声での返しになったけど、それは嘘うそじゃない。

　昼休み──何が何やら分からないままに『結けつ婚こん』なんて予想外かつとんでもない単語を出された後。『また後ほど』と追い出されるようにして部屋を出た後、秋晴はとりあえず更こう衣い室しつで服を着替えた。ジャージから生地が薄うすくなっただけの夏用制服にチェンジして煮え切らない気分のまま廊ろう下かへと出てみれば、宣言通りに黒こく衣いのヘディエと、夏だっていうのに素す肌はだの露ろ出しゆつが殆ほとんど無いよう濃こ紫むらさき色いろのチャドルで全身を覆おおい尽くして両手首に金色の腕うで輪わを嵌はめたアイシェがいた。

『一緒に来て頂けますか？』という言葉に拒否は出来ない雰ふん囲い気きを感じ、食堂に連れて行かれて、そこでアイシェの帰き依えしているアーフラム教について等々、色々と聞かされた。

「……アーフラム教ってのはやたらと戒かい律りつが厳しいんだとよ。基本的に人と話すのは駄だ目め、素顔を見せるのも駄目、食事をしているのを見られるのも当然駄目で、それどころか自分で食べるのも駄目なんだと。だから従者が必ずいて、代わりに言葉を伝えたり食べさせたりするんだってよ」

「話には聞いていますわ。改めて聞くと、本当に不便極まりないですわね」

　セルニアの言葉に、秋晴も「全くだ」と頷うなずいた。

「連行された時だって、男の前を歩いちゃいけないとか言って前を歩かされたしな。んでもって、宣せん誓せいを行った特定認可を受けている医師以外の男で素す肌はだを見ていいのは……」

　言い辛づらくて、秋晴はそこで一度言葉を切った。

　口にするだけでこっ恥ずかしくて暴れたくなる。……けど、この問題を解決するには避けては通れない単語なので、苦い薬を無理矢理飲み込むようなつもりで言う。

「あれだ、その──生しよう涯がいの伴はん侶りよだけなんだとよ」

「まあ……ベタベタな展開ですね」

「ベタ言うなっつの」

　自分でもそう思うけど、巻き込まれた身としてはそんな安い一言で済まされちゃたまらない。

　秋あき晴はるがやれやれとため息を吐つくと、にまにまと今にも殴なぐりたくなるような笑みを浮かべた轟とどろきが肩かたを叩たたいてきて、

「そんなベタならいくらでもオッケーやないかい。羨うらやましくて敵かなわんわ、ホンマ」

「俺おれは猛もう烈れつにお前と立場を交換したくてたまらないんだけどな」

「それこそ望むところや！　……にしても、男と話したらあかんのやったら、どうやってそこまで聞き出したんや？　侍じ女じよさん頼りでやったん？」

「あー、喋しやべったのはヘディエって侍女の方だけどな。なんでも布地で隠かくれて見えないけど口元にはマイクが付いていて、それを極小のイヤホンを付けた侍女が伝える方式だった」

「……意外に近代化の波に上う手まく乗っているものですわね。昔は筆談か侍女の耳元で囁ささやいていましたのに」

　多少は宗教事情を知っていたらしいセルニアは、少し興きよう醒ざめしたような顔をしていた。

　朋とも美みはどんな反応をしているんだろうと見てみれば……相変わらずの微笑で、明らかにこの状況を楽しんでいやがる。こいつは戦力にならないに違いない。

　そしてもう一人、アイシェと同学年のお嬢じよう様さまはと視線を移せば、肩かた身みが狭せまそうにおずおずと小さく手を上げて、

「で、でも…………その……」

「何か気付いたことでもあったか、先せん輩ぱい？」

「う……見たのは、その、駄だ目めなんだけど…………でも事故なんだから、ちゃんと話せば大丈夫なんじゃ……？　…………事故、なら……」

　他ほかの三人とは違って多少なりともこっちの心情を考えてくれていると分かる、かなり真まっ当とうな意見がきた。正直、この普通さが身に染みる。……でも絶対半分以上わざとだと思っているから素直には喜べないけど。

　ただまあ、如何いかんせん普通すぎだ。それくらいなら秋晴だって思い付くし、実際に口に出した。事故なんだからノーカンにしようとか、自発的な記き憶おく喪そう失しつを起こすから何も無かったことにしようとか、何とか穏おん便びんに済ませようとした。

　その結果──

「…………『行方ゆくえ不明になるのと、不幸な事故で天国行きになるのとどっちがいいですか？』──って、訊きかれたんだよ……」

「え？　え、ぇ？」

「なんやそれ？　どうすりゃそんな選択肢しが出てくるんよ？」

　頭の上にはてなマークを浮かべるみみなと轟とどろきだけど、セルニアは何かに気付いたようで頬ほおを引きつらせ、朋とも美みは……口元を手で隠かくしながらクスクス笑っていやがる。流石さすがは腹黒、人の不幸がそんなにも楽しいか。

　他ほかのことに気を取られている三人がそれに気付かない内に朋美は表情を戻し、それからわざとらしく頬に手を当て、

「……つまり、『無かったこと』にしたいというなら、秋あき晴はるくんが『死んでしまったこと』になるんですね？　死人とは結けつ婚こん出来ませんから」

「あー、そうだよお前の言う通りだよ。あんのマーダー侍じ女じよめ、すっげぇ嬉うれしそうに殺人計画話しやがって……」

　脳裏に浮かぶヘディエの笑顔に思わず震えがきて、秋晴は自分の体を抱だき締める。嫌いやだ……北京ペキンダックみたいに吊つるされたまま熱した油をかけられた挙げ句に海に叩たたき込まれるのも、喉のどを潰つぶされた状態でサバンナのど真ん中に放り出されるのも、どっちも嫌だ……！

　他の奴やつが言ったなら冗じよう談だんだろって鼻で笑えたけど、実際に殺されそうになった経験があるからちっとも笑えない。むしろ『この女ならやる、間違いなく殺やる……！』と確信してしまって、しかもあの黒こく衣いや手袋がどことなく殺し屋っぽくも感じられて、本気で怖かった。

　あれが既すでに侍女として活かつ躍やくしている、いわば業界の先せん輩ぱいなんだと思うと……執事への道も再検討したくなる。

「とりあえず、時間は稼かせいだんだ。けど、そう長くもない。一刻も早く解決しないといけないから、誰かいいアイデアを出してくれないか？」

「ほぉー、よう時間稼ぎなんて出来たもんやな？　秘ひ訣けつはなんや？」

「…………企業秘密」

　轟とどろきの顔を見ればそれが単なる好奇心を刺激しての質問だって分かるけど、だからといって答えられる内容じゃない。

　事故だったことをアピールして、アーフラム教とやらの戒かい律りつに巻き込まれる身であることを訴えた上、『頼むから考える時間をくれ』と土ど下げ座ざせんばかりの勢いで懇こん願がんしただなんて、言えるかっての。

　もう立派すぎるくらい負け犬の仕種しぐさで、あれをビデオに納められていたら本気で首吊りを考慮するくらいの情けないシーンだ。想像されるだけでも嫌すぎる。

　思い出すと死にたくなるような真ま似ねをして何とか稼いだのは、たったの三日間。

　それまでに打開策を出さないと婚こん姻いん〜結けつ婚こんの強制コンボが発動するか、もしくは三途さんずの川を渡る羽は目めになる。二択にしては酷ひどすぎだ。

　事態の深刻さに、秋晴は軽く頬ほおを叩たたいて気合いを入れ直した。まだ死にたくも結婚したくもない、マジでやらないと。

「とにかく、どうにかしてこの話を無かったことにしたいんだよ。何かいい案はないか？」

「勿もつ体たいないことを言うやっちゃで。そないに言うならオレと代わってくれや。特に婚こん前ぜん交渉の部分をぶふぅっ!?」

　死んでも治なおりそうもない馬鹿を抱かかえた轟とどろきを強めに殴なぐり倒し、秋あき晴はるは座り直す。地面に這はい蹲つくばるゴッキーみたいな轟に集まるのが同情じゃなくて侮ぶ蔑べつの視線っていう辺り、自分の行為がいかに正しいかを証明しているはず。

「俺おれも一応考えたんだけど、結けつ婚こんの約束をした彼女がいるっていうのはどうだ？　不義理になるからって、なんとか丸め込めないか？」

「え、でも、それ……誰に頼むの？」

　目をパチクリさせてのみみなの質問に、秋晴は腕うでを組む。四し季き鏡かがみあたりならあっさり承しよう諾だくしてくれて……いやその後に何が起こるか分からないから、謹つつしんでお断りしたほうがいいかもしれないか。それにあのお嬢じよう様さま第一主義の侍じ女じよを黙らせるには、それなりに家いえ柄がらが良くないとキツそうだ。

　まあ、どうにしろ従育科は駄だ目め、と。

　それでもって、上育科の生徒となると──

　秋晴はちらりと、笑みを絶やさない朋とも美みと偉えらそうに腕を組んでいるセルニアを交互に見た。

　視線の意味に気付いたようで、セルニアは俄にわかにむっとした顔になって、

「私はしませんわよ、そんなくだらない真ま似ね」

「あー、そうだろうな。言うと思った……んで、朋美はどうだ？」

　サラ金業者並みに頼りになる幼おさな馴な染じみに振ってみると、朋美は澄すまし顔のまま伸ばした指を顎あごに当て、考える素振りをした。流石さすがに人目があるから猫ねこ被かぶりモードで、これはこれで似合っているのがなんかムカッとくる。

　板に付いたお嬢様ぶりを見せる朋美は、ややあってからにこりと微笑ほほえんで、

「仕方ないですね。フレイムハートさんは逃げ腰ごしですし、いざとなった時は幼馴染みのよしみということで──」

「ちょっと、誰が逃げ腰ですのよっ!?」

「あら、違うんですか？　てっきり、彼女役を演じきる自信が無いのかと思いました」

「この私がその程度の事で臆おくするとでも思いましてっ!?」

「ああ、それじゃあハディムさんと張る自信が無いんですね？　あの方の素顔はわたしも見たことがないですけど、相当の美人でしょうし……」

「な、な、なっ……！」

　朋美の安い挑ちよう発はつに、これでもかというくらい簡単に乗る。金きん髪ぱつドリルらしい猪ちよ突とつっぷりだけど、今ばかりは控えてくれないもんだろーか。

　こいつらを同席させたのは失敗だったかもと後悔の念に襲われながら、秋あき晴はるはどうどうと両手で二人を制して、

「頼むからケンカは後にしてくれ。セルニアはあれだろ、俺おれなんかの相手役はやりたくないってだけだろ。朋とも美みだってそれくらい分かっているんだろ？　んな風に突っ掛かって事を荒げないでくれ」

「あら、随分とフレイムハートさんに優しいんですね？」

「……事は人命に関わるんだ。俺の。他ひ人と事ごとじゃなく、俺の」

　だからセルニアが何か言いたそうな顔をしているのも無視して、秋晴は真ま面じ目めな顔をして朋美に訊たずねる。なんだかんだで、この手の謀ぼう略りやくで一番頼りになるのはこいつだ。その腹黒さを存分に活いかした妙みよう案あんを期待して、じっと幼おさな馴な染じみの顔を見る。

　少しは効力があったのか、朋美はやや目を細めて「そうですねぇ」と呟つぶやき、

「彼女、というのは効果無しだと思いますよ。一夫多妻制が認められているお国柄ですし」

「む……そうか」

「今回のケースは、イスラム教圏内でならば問答無用で二択を強いられる羽は目めになったのでしょうけど、ここは白はく麗れい陵りようですから。アーフラム教の戒かい律りつを守らねばならないのはハディムさんで、秋晴くんに罰ばつを与えることまでは出来ないと思いますよ？　それを盾たてに、いざとなったら裁判に持ち込めば勝てるでしょうし」

「おお……！」

　思わず歓喜の声を上げて、秋晴はようやくで見えた光こう明みように目を輝かせる。

　流石さすがだ、ミス腹黒。いきなり裁判なんて法的な話を出してくるなんて、普通のお嬢じよう様さまには真ま似ねできない芸当だよ。

　この調子で意見してくれるなら、かなり期待が──

「ああでも、結局はヘディエさんの信仰心と力ちから業わざの前ではねじ曲げられてしまいそうですね？　ほら、『時に絶対の権力ですら子供じみた暴力に屈する』って言いますし」

　笑顔のまま、ミス腹黒はそんなことを言い出した。

　…………うん、素す晴ばらしい。希望で心が満ち溢あふれた瞬しゆん間かんに卓袱台ちやぶだい返しを決めるだなんて普通出来ないよこの悪魔。

　絶ぜつ妙みようすぎるタイミングで肩かた透すかしを食らわされて、秋晴はがっくりと肩を落とした。やっぱり朋美は諸もろ刃はの剣だ。助けてくれる時は助けてくれるけど、気が向かないといたぶられて終了という最悪の結果になるだけだし。

　ぐったりと項垂うなだれたままで、秋晴は期待の主をチェンジして、

「……先せん輩ぱい、なんかアイデアないか？　婚こん約やくと死を逃れられるなら贅ぜい沢たくは言わないから」

「…………それより、どーして彼女役にみみなの名前が挙がらなかったのか、凄すごく気になるんだけど……」

　じとー、と粘ねん着ちやく質しつな目で見上げられて、秋あき晴はるは初めてそのことに気付く。

　もう丸っきり、端はなから頭あたま数かずに入ってなかった。

「あー……だって俺おれ、別にロリコンじゃな──」

「みっ、みみなは年上っ！　もう立派な大人おとなの女性なの！　お酒もタバコも大丈夫だし、夜遅くにお店に入っても追い出されないし警察の人に怒られることも無いんだから！」

「いや酒もタバコも二は十た歳ち以上じゃないと駄だ目めだから。あと、身分証無しだと間違いなく追い返されるし補導もされるぞ」

「ううー……」

　悔くやしそうに顔を赤くして唸うなるみみなは、もう完かん璧ぺきに小学生にしか見えない。確かに年ねん齢れいと知名度、さらに容姿も悪くないどころかかなりいいと思うけど、外見年齢が幼おさなすぎだ。この推定ロリータを彼女と言いふらすのは、人としてどうなんだろうな？　ちなみに自己判断ではかなりアウトだ。

　みみなの威圧感ゼロの睨にらみを甘あまんじて受けながら、あまりの成果の無さに秋晴はやや途と方ほうに暮れてしまう。

　こうなると、頼りになりそうなのは──やっぱり、違う側面からの情報か。

「……なぁセルニア、いい案ないか？　身分違いの結婚なんて〜、みたいな納め方もあるかと思うんだが」

　秋晴がそう訊たずねると、セルニアは小さな声で、

「……そういうことですの」

　呟つぶやいて、軽く腕うで組ぐみをして視線をテーブルに落とす。

　状況説明を求めて来たセルニアにも会議に参加して貰もらったのは、みみなや朋美とは違い生きつ粋すいのお嬢じよう様さまだから、この手の話の実例を知っていそうだと思ったからだ。

　どうやらその考えに間違いは無かったようで、秋晴はひとまずホッと安あん堵どの息を吐ついた。黙って様子を見守っていると、珍しく朋美も静かにセルニアを注視して、みみなは緊張気味に居い住ずまいを正す。地面で呻うめいている轟とどろきはさっさと帰って欲しい。むしろ土に還かえって欲しい。

　十数秒の沈黙の後、セルニアは蒼あおい目を秋晴へと向けた。

「確かに、メイドやフットマンとの間に不義を働いた貴族の話はいつの時代にも存在しますし、あろうことか婚こん姻いん関係にまで発展するケースもありますわ。大抵は暗黙の了解で外に囲うパターンになるものですが、稀まれに後ご妻さいに納まることもあるようですわね。その場合、社交界では格好の笑いの種たねや蔑さげすみの対象になりますので、好ましくないスキャンダルと言えますわね」

「おお……！」

　よし、と秋晴は小さくガッツポーズを取って、セルニアに詳くわしい内容を訊きこうとして、

「──ですけど、宗教国家と言われる程に宗教が浸透している地域の場合、家の名めい誉よを守る為に戒かい律りつを破るような真ま似ねをすれば、それこそ家名は地に墜おちますわ。中東ならば、どれだけ苦にがい思いを胸に秘めようとも、反対する親族など一人として出ませんわよ」

「……………………おおぅ」

　訊きく前に、向こうから潰つぶしがかかった。朋とも美みみたいにわざとじゃないんだろうけど、ダメージは変わらない。……いやむしろ不意打ちだったからより深い傷になったかも。

　それでも、

「何か、何かないのか？　一発逆転なんかじゃなくていいから、次に繋つなげられそうな一打でいいから……！」

　精神的には三ラウンドで五回ダウンしたボクサーくらいボロボロになって、それでも秋あき晴はるは諦あきらめずにそう言った。

　そうだ、諦めてたまるか。諦めたらそこでデッドオアエンゲージ確定だ。どっちもまだまだ早すぎる。

「くっ……第二の人生をスタートするつもりで白はく麗れい陵りように来たっていうのに……！」

「おおっ、そしたらホンマに第二の人生っちゅーか人生の転換期になったっちゅうわけか！　あはははは、やるなぁあっきー！　半はん端ぱなくおもろいでぼぐぇっ?!」

　倒れていたのにわざわざ復活してつまらないことをほざいてくれた轟とどろきを瞬しゆん時じに肘ひじと膝ひざを活用して黙らせると、どこかのほほんとした朋美の声が聞こえてきた。

「そんなに慌あわてなくても、落ち着いて構えていれば大丈夫ですよ」

「……………………根こん拠きよは？」

「特にありませんよ？」

　自信たっぷりに突き放されて、どこか遠くに行きたいなぁ……と現実逃とう避ひ気味に秋晴は大きくため息を吐ついて、

　──不意に、何な故ぜだか周囲にいた生徒達の雰ふん囲い気きが一変したような気がした。

　秋晴は眉まゆを顰ひそめ、なんだろうと訝いぶかしく思って辺りを見回そうとして、

「こちらに居ましたか、旦だん那な様」

　……聞きたくない声が、言われたくない名称でもって背後から投げかけられた。

　瞬時に振り向けば、そこにはやっぱり黒こく衣いの侍じ女じよと、彼女を従えるように前に立っている全身をチャドルで隠かくした上級生。

　道理で静まり返る訳だ。ただでさえ人目に触ふれることを控える彼女達が、今一番の話題の中心なんだから。

　秋晴は二人の醸かもし出す独特な雰囲気に呑のまれないよう気を引き締めて、とりあえず一発返す。

「誰が旦那様なんだよ。あの話は絶賛保留中だろうが」

「お嬢様の意向なのです、仕方ありません諦あきらめて下さいませ。私も浜辺に打ち上げられた藻も屑くず以下のゴミ野や郎ろうとしか思えない相手を旦那様と呼ぶのは不本意極まりないというのにお嬢様の為と涙なみだを呑んでいるのですから、聞き分け下さい」

　……あれ？　ちょっと抗議しただけなのに、どうしてここまで暴言吐はかれないといけないんだろうな？　地味に心が痛いんですけど？　しかもそんな相手と大事なお嬢じよう様さまを結けつ婚こんさせようって、正気かこいつ？　いや藻も屑くず以下でもゴミ野や郎ろうでも無いけどな！

「まあそんなことはどうでもいいのです、肝かん心じんなのはお嬢様の尊い意思です」

「……どうでもよくないけど、何なんだよ？」

「アイシェお嬢様は放課後の一ひと時ときを大鋸屑おがくず野や郎ろう──ではありませんでした、旦だん那な様と共に過ごしたいと仰おつしやっております、ですからご同行下さいませ。ここは人が多すぎますし、あちらに場所を用意致しました」

「……………………、分かった」

　色々と言いたい言葉を呑のみ込んで、秋あき晴はるは立ち上がった。ごねてやりたいという反骨精神もちょっとはあるけど、何を言ってもカウンターを食らうのが目に見えているし、実際にやられたばかりだし。下へ手たに騒さわいでさらに傷を深くするのは自じ虐ぎやく的てきすぎるし、大人おとなの態度でいった方が得策だ、うん。

　……なんか自分を騙だますことさえ出来ないヘタレた言い訳が物もの凄すごく心に染みるけど、今は捨て置こう。婚こん約やくに比べればいくらでも後回しに出来る問題だ。

　出来れば負け犬根性は染みついて欲しくないなぁ……と思いつつ、秋晴は今まで居たテーブルを振り返り、

「それじゃ、ちょっと行ってくる。まだ作戦会議し足りないから、出来れば残っていてくれ」

　ちょっと一方的だけどそう告げて、ヘディエの視線に促うながされるようにして二人の方へと向かう。周囲の視線を背中に受けてとんでもなく居心地の悪い思いをしながら、秋晴はカフェテラスを後にした。




　ヘディエの言う『用意した場所』というのは、元々あった東あずま屋やを白っぽい布で囲って綺き麗れいにセットしたものだった。

　中の簡素な木のテーブルを挟はさむ形で秋晴は奥の椅い子すに座り、アイシェは向かいに。ヘディエはというと、一度は中に入ったものの、アイシェに何やら説得されたらしく今は幕の外にいる。影すら見えないのに『お嬢様に何か失礼なことがあれば首切りますよ』と言わんばかりの強烈なプレッシャーがあって……物もの凄すごく落ち着かない。

　ただし、落ち着かないのはマーダー侍じ女じよの殺気のせいだけじゃない。

　向かいに座るアイシェが、静かにじっとこっちを見つめているのも原因の一つだ。露ろ出しゆつしているのは目の周りだけだし口を利くことも憚はばかられる厳しい戒かい律りつがあるんだから、見るだけしか出来ないんだろうけど……それでも凄い緊張するよ。

　ただ見られるだけっていうのは、ちょっと困る。何が言いたいのかなんて分かんないし、宝石だってそこまでは綺麗じゃないだろうってくらい澄んだ茶ちや褐かつ色しよくの瞳ひとみを向けられるとそれだけで気が騒さわいで落ち着かない。

　どうしたもんかと秋あき晴はるが悩んでいると、アイシェはおもむろにローブ状になっているチャドルの下に手を突っ込んだ。布の胸の辺りがもぞもぞと動いて…………これは意外に駄だ目めな光景だ。なんか教育上良くない想像をしてしまう。見えないっていうのは、こんなにも青少年の敏感な心を刺激するものだったのか。新発見だ。

　そんな馬鹿なことを考えている間にチャドルから手は引き抜かれて、見れば手の中にはメモ帳とペンが握られていた。

　なるほどと秋晴は納得し──かけたところで肝かん心じんなことに気が付いた。

「日本語、書けるのか？」

　訊たずねてみると、アイシェは無言のままメモ帳を開いてテーブルに置き、そこにさらさらとペンを走らせてこっちから見えるように手をどける。

　そこに綺き麗れいな字で『大丈夫です』と書かれていたので、秋晴は思わず感心してしまった。

「……凄すごいな、ひらがなも漢字も外国の人には覚えるのが大変だって話なのに」

『──日本に来てもう四年経たちます。それに、頑がん張ばりました』

　目め尻じりを柔やわらかく下げるアイシェは少し照れているみたいだけど、ここまで見事に日本語を使いこなすには相当な努力が必要なのは簡単に推測出来る。きっと喋しやべることが出来ない分、読み書きの習得に多くの時間を割さいたんだろうけど……それにしても驚いた。

　でもそのおかげでコミュニケーションは取れるわけだ。結けつ婚こん話を無かったことにする為にも、意思の疎そ通つうが出来るっていうのはかなり助かる。

　これはチャンスだ。あの侍じ女じよに邪じや魔まされずに説得が出来る、恐らくは数少ない大チャンス。

　よし──と気合いを入れ直して、秋晴は真まっ直すぐに自分を見つめるアイシェへと語りかけた。

「なあ、アイシェさん」

『──どうぞ、アイシェとお呼び下さい』

「じゃ、じゃあ……アイシェ、俺おれは昼にも言った通りまだ結婚はしたくないんだ。これが戒かい律りつの問題っていうのは分かったけど、アイシェだって好きでも無い男と結婚したくないだろ？」

『──いいえ、私は秋晴様との結婚に異論などありません』

　あっさりと、目もく論ろ見みから思いっきり外れてしまう返答がきた。

　……あっれー、おかしいな？　想像だと、ここで『仕方ないですから……』みたいな返事が来るから、上う手まいこと丸め込むつもりだったのに…………お、おかしいな……？

　いきなりノープランになってしまい、秋晴は焦あせりながら、

「え、な、何でだ？　何で嫌いやじゃない？」

『──神様の思おぼし召めしです。喜びこそすれ、嫌がる理由などありません』

「……………………ぉぅ」

　真っ正面から宗教的な答えを聞かされ、秋晴は二にの句くが継つげなくなる。んなこと言われて、どう反論すりゃあいいんだよ。こっちは宗教知識なんて無いし、そもそも信仰心ゼロな人間だから相手の気持ちも理解出来ないし。

　……これは、参った。ヘディエが居なければ楽かと思ったら、この人凄すごい頑かたくなで対処がとても難しいよ。

　秋あき晴はるがどうすりゃいいんだと頭を抱かかえたくなっていると、さらさらとメモ帳にペン先が走るのが見えた。

　なんだろうと書かれた文字を追って…………秋晴は、いよいよ混乱する。

『──個人的にも、私は秋晴様の事を好ましく思っています』

「…………………………………………ど、どうして？」

　今日の昼まで接点なんて一つも無かった。しかも白はく麗れい陵りようで流れている自分の噂うわさにいいものなんて一つもない。むしろメタクソに言われているはずだ。

　なのに好意的だなんて……おかしい。どう考えても納得出来ない。もう少し面つらがマシなら甘あまんじて受け入れるけど、爽さわやかさ零ゼロパーセントで目つきもヤバい自分がこの短期間で好かれる理由なんてどこにも無いはずだ…………って、言ってて自分で凄いダメージ受けるな、これ。

　ともあれ、疑問が晴れないので解答を見ようと、秋晴はややテーブルに身を乗り出して…………固まった。

『──瞳ひとみに前進を恐れない、強い意志の光が見えます。とても綺き麗れいです』

「……………………………………」

『──凛り々りしいです。素す晴ばらしいと思います』

「………………アノ、モウイイデス……」

『──とても勇ゆう敢かんだと、』

「いやもうその辺で勘かん弁べんしてくれませんかお願いだからっ！」

　恥ずかしさが爆ばく発はつして思いっきり叫んで──秋晴は、テーブルに突っ伏した。

　モウ駄だ目めダ、強すぎる。純真かつ天然な宗教娘むすめがここまで手て強ごわいだなんて、思ってもみなかった。悪意なんて一ひと欠片かけらもなくて、言葉も丁てい寧ねいでこっちへの敬意さえ感じられるのに……それがとんでもなく心を抉えぐるよ。

　唸うなりたい衝しよう動どうを堪こらえて、秋晴はどう説得すりゃあいいんだと頭を悩ませて──

「…………あ？」

　テーブルの上に投げ出していた手を、そっと柔やわらかな感かん触しよくが包み込んだ。

　予期せぬ温かさに秋晴は思わず顔を上げ……見なきゃ良かったと、大後悔。

　自分の右手を、大事な物でも隠かくすようにアイシェが両手で覆おおっている。オーケー、それは何となく感触で分かっていた。

　問題は、僅わずかに覗のぞいているアイシェの目──あれ、ほんのちょっとだけど潤うるんでいるように見えるのは、気のせいじゃないよな？　なんだよあの思し慕ぼか敬愛だか分からない好意の目は？　そんな、そんな好感度上げるようなことは何もして無いのに、どーしてあんな目をなされているのでしょうね？

　そんな目でじっと見つめられると……そりゃあやっぱり生なま身みの青少年なんだから、当然湧わき上がってくる衝しよう動どうが、

「──失礼しますお嬢じよう様さま、お飲み物をお持ち致しました…………って、どうしてすっ転んでいるのですか旦だん那な様或いは汚お豚ぶた様？」

「な、なんでもない…………」

　慌あわてて手を振り払って無ぶ様ざまにこけたままでそう応こたえる。

　何も悪いことをしていないし、むしろ被害者というか別に動揺することなかった身のはずなのに、ほんのちょっとでも心に芽生えた感情のせいでダイビングだ。

　…………あぶな……あのままだとうっかりときめいて不利なことになりかねなかった……

　チャンスのはずが攻こう略りやく難度の高さを改めて知る羽は目めになった秋あき晴はるは、よろよろと情けない動作で椅い子すに座り直して──深く、ため息を吐ついた。

　敵てきは、本気で手て強ごわかった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「ただいまー……っと、大だい地ちはまだか」

　寮の自室に戻ってみると、部屋の電気が点ついてないのでルームメイトの不在が知れた。そういやまだ冷戦状態だったっけかと思い出して、秋晴はやれやれと頭を振る。問題がそれだけだったらここまで気が重くならずに済むっていうのに。

　結局、アイシェと意思の疎そ通つうが出来ずに心を折られるという駄だ目め展開のまま、どーにもこーにも上う手まくいかず済なし崩くずしに会話は終了となってしまった。

　自分の不ふ甲が斐いなさに軽く絶望しつつカフェテラスに戻ると、律りち儀ぎなことに皆待っていてくれたので会議を再開してみたが、やっぱり良案は出なかった。光こう明みようが見えたと思った次の瞬しゆん間かんに叩たたき潰つぶされて、轟とどろきが馬鹿なことを言うので地べたに這はい蹲つくばらせて、終しまいにはセルニアが朋とも美みに突っ掛かっていって、それをビビッたみみなが泣きそうになって……途と中ちゆうから相談なんてどこかへ消えていたような気もする。

　ただし、それでもヒントは見つかった。

　やっぱりアーフラム教に関して知らないことが多すぎる。まずはそこを調べて、あと三日以内に何とか打開策になり得そうな材料を見つけ出す──それが先決だ。

　早速図書館に調べに行きたいところだけど、会議が長引いたのでもう七時になる。図書館は閉まるし、夕食の時間も近い。それに今日は色々と疲れたから、ゆっくり風ふ呂ろに浸つかって体を解ほぐしたい。

　部屋にあるユニットバスじゃなくて大浴場の方へ行こうと思いながら、秋あき晴はるは部屋の明かりを点つけようとスイッチに手を掛け──

「…………ん？　おお？」

　パチパチと動かしても明かりが点かない。

　停電……っていう線は、廊ろう下かは明かりが点いていたから無いはずだ。となると、ブレーカーが落ちたか寿じゆ命みようがきたか。

「こういう時は誰に相談すればいいんだっけかな……？」

　寮りよう監かんの先生は誰だったかと思い出そうとしながら、とりあえず着替えだけはしてしまおうと、秋晴はモーニングコートを脱ぬぎに掛かる。

　暗くても一ヶ月近く暮らした部屋なので大体の位置は掴つかんでいる。脱いだ上着を皺しわにならないよう気を付けながら椅い子すに掛けて、アスコットタイを外して机に置き、ボタンを緩ゆるめて──やっと、一息つけた。

「はー…………しんどいなぁ」

　今日は色々ありすぎた。殺されかけるわ婚こん姻いん話を持ち出されるわ、許容範囲をさくっと越えている。

　そこにこの暗くら闇やみ状態は、張り詰めていた緊張の糸をぷっつり切るだけの安心感があって、秋晴は肺に溜たまっていた息を吐はき出した。

　これから食事と入浴があって、その前に明かりも何とかしなくちゃならない。なのに体内のエネルギーは空っぽになっているみたいで、何もする気が起こらない。

　仕方ないのでちょっと休もうと、秋晴はベッドに腰こし掛かけ、両腕うでを広げながら後ろ向きに倒れて──

「…………ん？」

　左腕に、何かくにゅっとした感覚が。

　勘かん違ちがいとは思えないので、秋晴は横目でそちらを見て、暗がりのベッドを凝ぎよう視しする。

　少しずつ闇やみに慣れた目を凝こらしていると、シーツがやや膨ふくらんでいるのが見えた。それが見間違いでない証しよう拠こに、膨らんでいる部分がのそりと蠢うごめいて──

　左手を、そっと包み込むように握られた。

「な、え？　だ、大だい地ちか？　もしかして、もう帰って……？」

　間違えて大地のベッドを使ってしまったのかと慌あわてながら、秋晴はそこから退のこうとして、

「っうわ──!?」

　不自然な体勢になったところに胸にしがみつかれて、ベッドに倒れ込んでしまった。

　何がどうしてと混乱しかけたところに、視界がさらに暗くなる。

　誰かが覆おおい被かぶさるようにして乗ったのはすぐに分かった。けど重さは頼りなくて、服とシーツを介かいして伝わってくる感かん触しよくは柔やわらかくて、いくら大地が小柄とはいえ、流石さすがに男って線は有り得ない。

　じゃあ何なんだと、至し近きん距離で暗くら闇やみに包まれた顔を凝ぎよう視しして──秋あき晴はるの思考はストップした。

　よく見えなくても、光量が足りなくて肌はだ色いろが分からなくても、下へ手たな宝石よりずっと綺き麗れいな印象的な瞳ひとみだけですぐに分かる。

　──一いつ糸し纏まとわぬ生まれたままの姿のアイシェ＝ハディムが、そこにいた。
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「お、ま…………何で……!?」

　胸の上に手を着く形で体を支え自分を見下ろすアイシェに、秋晴はそんなことしか言えない。

　昼間以上に状況が呑のみ込めないというか、何でここに彼女がいるんだ？　鍵はちゃんと掛けて出たはずなのにどうやって開けて、しかもベッドに潜もぐり込んで、おまけに裸はだか──裸はまずいだろう裸はっ！

　自分が如い何かにヤバイ状況にいるかをようやく悟さとった秋晴は、なるべく顔から下は見ないようにしてアイシェと顔を合わせる。

　所いわ謂ゆる夜よ這ばいを仕掛けて来た癖くせに、幼おさな子ごのような無む垢くな表情で、これっぽっちも淫いん猥わいさを感じさせない……けど、体にまとわりつく細くてしなやかな感かん触しよくと青少年の妄もう想そう力が加算されると、話は別。のっぴきならない状態になってしまう。

　ヤバイ駄だ目めだと理性を掻かき集めて、どうしても視線が首筋から鎖さ骨こつのラインをなぞるように下がってしまうのを必死に押さえ込んで、

「どうしてこんなことしてんだあんたっ!?　あれはっ、あの侍じ女じよさんは！　どこ行ったんだよおい止めろよこれっ！」

　叫びながら周囲を凝ぎよう視しするけど、他ほかに人影は見つからない。殺されるのは嫌いやだけど、どうしてここぞという時に邪じや魔ましに来ないんだあの侍女は。あんなに難色を示していたっていうのに、肝かん心じんな時に──

　焦あせりと苛いら立だちに強く奥歯を噛かんでいると、

「…………っ?!」

　そっと頬ほおを撫なでられて、秋あき晴はるは危うく声を漏もらすところだった。絹きぬのように滑なめらかで優しい感かん触しよくだけでも背筋が強こわ張ばるくらい何とも言えない気持ち良さなのに、暗くてよく見えないから全すべてが不意打ちになって、自分でも驚く程に過敏な反応になっている。

　ヤバイ、このままだとなし崩くずしで過ちを犯して婚こん約やくから逃れられなくなる。今も耳の辺りを触さわられて、それだけで声を出してしまいそうになって、金かな縛しばりにあったように体が硬直してしまう。

　微かすかに鼻の頭にかかる吐と息いきとか服越しにでも徐じよ々じよに伝わってくる体温とか鼓こ動どうとか、視界が利かないだけに破壊力が数割増しになっていて、身み悶もだえそうなくらい肌はだがざわつく。

　過去に密着する羽は目めになったセルニアや四し季き鏡かがみと比べれば肉感的に劣るはずなんだけど、そんなことは些さ事じに過ぎないっていうくらい、肌の質感が凶きよう悪あくだ。それに普段は全身を隠かくしている敬けい虔けんな信徒だという先入観が余計な刺激になっていて──まずいまずい、このままだと本気でまずい。

「くっ、の…………離れろって……！」

　上に乗っているアイシェの顔がさらに近付いてくるのを秋晴は何とか肩かたを両手で掴つかんで突き放そうとするが、予想よりもずっと細い骨格に力の入れ具合を量はかりきれず、密着したままそれ以上の接近を阻はばむのが精一杯だった。

　ちょっと位置がずれて、あとほんの少し近付けば唇くちびるが触ふれ合いそうな至し近きん距離で、香料でも使っているのかと思うくらい頭をふわつかせる甘あまい匂においが漂ただよってきて……ああもう何の拷ごう問もんなんだろうこれ。

　抵抗するのが億おつ劫くうになるくらいの執しつ拗ような攻こう撃げきに秋晴は残っている理性を総動員して、

「ここまでする必要、ないだろっ!?　明日あした以降にじっくり話し合うとして、とりあえず離れて服を着ろって！　それにっ、戒かい律りつ的てきに結婚する前にこーいうことするのはまずくないのか?!」

　行動に似合わず澄んだ目をしたアイシェを睨にらみ、何とか説得を試みる。

　すると、アイシェは暗くら闇やみでも分かるくらい優美な微笑を浮かべ……

　──再度顔を近付けようとしてきましたよ。

　ああくそ、やっぱり効果無かった。そうじゃないかとは思ったけど案の定だよ。

　力尽くで跳はね除のけようとすれば出来る──はずなのに、体は見事に硬直したまま動かない。心臓は馬鹿みたいに跳はねていてエンジンは問題ないはずだから、欠けつ陥かんがあるとしたら脳の方だ。催さい眠みん術じゆつにかかったらこうなるんじゃないかっていうくらい、見事に司令部と末まつ端たんのリンクが切れているらしい。

　いよいよ逃げ場が無くなって、秋あき晴はるはもう駄だ目めだとギュッと目を瞑つむり──




　何の前触ぶれもなく、ガラスがぶち割れたような破は砕さい音おんが響き渡った。




「なっ──何だっ?!」

　唐とう突とつで予測外の騒そう音おんに、秋晴は慌あわてて身を起こした。咄嗟とつさのことで、勝手に体が動いた。おかげでアイシェに組み敷かれるという絶ぜつ妙みようのポジションから抜け出せて、結果的にあの音に救われたことになる。

　けど、今の音は尋じん常じようじゃない。

　アイシェのことはひとまず意識の外に置いておく。

　見れば確かに窓ガラスが割れていて、無む惨ざんにひしゃげた窓まど枠わくがぶらぶらと揺れていた。

　そして窓の下、蹲うずくまるようにしていた人影が、ゆっくりと立ち上がって──

「あ……だ、大だい地ち？」

　制服姿のルームメイトが侵入者という意味不明な事態に、秋晴は錯さく乱らんしそうになる頭を左手で押さえ、

「何やってんだよお前?!　窓を破って入って来るなんて、正気かっ？」

「……正気かどうか訊ききたいのは僕の方だ。ドアに細さい工くをして開けられないようにするなんて、随分と凝こった嫌いやがらせをする。理由はキッチリ…………」

　衝しよう撃げきの事実を語る大地の口が、妙みようなところで止まった。

　どうしてだろうと、秋晴は暗くてやや見えにくい大地の様子を窺うかがい……その視線が、自分ではなく違う人物を捉とらえていることに気付いた。

「……まさか…………二年の、アイシェ＝ハディム……?!」

　愕がく然ぜんとした呟つぶやきの通り、視線の先にいるのは裸はだかのまま呆ぼう然ぜんと座るアイシェで、




　──事態が重大かつねじくり曲がった展開になったことに、秋晴はそこで気付けた。




　どうして自分が結けつ婚こんだの殺されるだのという話になった？

　原因はただ一つ、彼女の肌はだを見てしまったからだよな？

　なら──この場合、どうなるんだ？

　これは、この展開は──

「──申し訳ありませんお嬢じよう様さま！　正面は完全に封ふう鎖さしていたのですがまさか窓を破って侵入するとは微み塵じんにも思ってもいませんでした、このヘディエの不始末です！」

　叫ぶようにして慌あわただしく入って来たのは当然ヘディエで、暗がりでも難無く状況を見て取れたらしく、「ああっ……！」と天を仰あおぐような仕種しぐさをした。姿が見えないと思っていたら、やっぱりこいつが色々と動いていたのか。

　段々と事態が呑のみ込めてきて、秋あき晴はるはやれやれとベッドから立ち上がる。ついでにシーツを引っ張り、それを身に纏まとう物のないアイシェにかけてやろうとして、

「…………ん？」

　彼女の姿がベッドの上にいないことに気が付いた。

　さして広くない部屋だから隠かくれられるような場所も少ない。暗くて視界は利きにくいけど、それでも動くものがあればすぐに分かる。

　だから視界の中で黒い影が立ち上がるのを見た秋晴は、その人物にシーツを渡そうとして──固まった。

　アイシェの手には大きなガラス片があって、尖とがった先せん端たんを逆さに持った彼女はそれを自分の喉のど元もとへ──って、

「…………おおおおおぉぉぉっ!?」

　迷い無く自身の喉を突き破ろうとするその手を、秋晴はすんでのところで掴つかまえた。

　ガラス片の先せん端たんは、アイシェの細く柔やわらかな喉に触ふれるか触れないかの所で停止。

　──ギリ。超ギリギリだ。

　本気で危なかった。もう少しで血の川が流れてスプラッタなことになるところだった。

「な、なっ……何をしてんだあんたはっ?!」

　膝ひざが震えそうなくらいのストレスに秋晴が怒ど鳴なると、アイシェはふるふると首を横に振る。哀かなしそうな目をしていて、まるでこっちが悪いみたいだよこん畜ちく生しよう。

　こっちに訊きいても無む駄だだと瞬しゆん時じに判断し、秋晴はターゲットをヘディエに変更、

「おい侍じ女じよっ、説明しながらこの人止めろ！　主人が勝手にピンチだぞおい！」

「ああ──お労いたわしいですがご立派ですお嬢じよう様さま！　覚かく悟ごの程はお見受け致しました、最さい期ごまで側そばに仕つかえ見届けた後には、このヘディエも後を追いますので寂しくはありませんよ！」

「いや止めろよっ?!　何なんだこれは、説明、説明しろって！」

　感かん涙るいの涙を流しだした侍女に激しく要求すると、ヘディエはそっとハンカチを取り出して目元に当てて、

「……アーフラム教の戒かい律りつでは婚こん前ぜん交渉を許しておりますが、添そい遂げるお相手以外の男性に素す肌はだを晒さらすことは不ふ貞ていとみなされ重罪に当たります。一言で言えば、死罪です」

「お、ま、マジか?!」

　思わず聞き直すが、確認なんて取るまでもないのは理解している。いまいち考えていることが分からないお嬢様だけど、一切の躊ちゆう躇ちよ無く自決しようとしたのは今見た通りだ。

　もう何なんだ、こいつらは。殺されそうになったり結けつ婚こんさせられそうになったり、かと思えば夜よ這ばいしかけられて、挙げ句には目の前で自殺て。一日でどれだけ盛り沢だく山さんなデンジャラスハプニングを提供してくれるつもりなんだ。

　こうなったらこの主従コンビは当てにしない。

　頼りになりそうなのは、後は、

「──大だい地ちっ、何とかしろ！　いやお願いだから何とかしてくれ！」

　いつも万ばん能のうっぷりを披ひ露ろうしてくれるルームメイトに振ると、大地は見るから狼ろう狽ばいして、

「ぼ、僕がか？　何で僕に……」

「お前しか頼れるのがいないからだよ！　つーかマジで早くっ──うわあんた手に力入れんなガラスで切れるぞ?!」

　ちょっと目を離すと自決続行しようとするアイシェを傷つけないようにするだけで秋あき晴はるは手一杯で、他ほかのことに気を回していられない。

　だから大地に頼むしかないのに、この事態のヤバさはあいつも分かっているはずなのに、何な故ぜか躊ちゆう躇ちよするような、迷うような素振りをして……

　そうこうしていると、アイシェは閉じていた口を開いた。

　何か喋しやべるのか思ったのも束つかの間、遠えん慮りよがちに舌したを出して、そのまま──

「うおぁっ、ちょっと待ったそれは待てっ──」

　何をする気なのか悟さとった瞬しゆん間かん、秋晴は空いていた左手をアイシェの口の中に突っ込んだ。人差し指と中指に激痛が走って、その痛みで危険度が分かる。今のも、邪じや魔ましていなければ舌したを噛かみ切れていたはずだ。

　うかうか気を休めることも出来ず、しかも見上げてくるアイシェの目は無む垢くにこっちの行動を非難していて、まるで自分が悪いことをしたみたいな錯さつ覚かくがある。

　その目に見られるのに耐えきれなくなり、秋晴は再度大地へと視線を走らせ、

「──大地っ！」

「……………………くっ」

　ありったけの願いをこめて名を呼ぶと、まだ躊躇ためらうようにその場から動かずにいた大地が呻うめき…………

　そして、それまでの躊躇が嘘うそのような迅じん速そくな歩みでアイシェへと近づき、その手を掴つかんだ。

「──ちょっと来て下さい」

「…………」

　有う無むを言わさない固い声に、アイシェはまじまじと大地の顔を見る。

　やや強こわ張ばった表情の大地は、苦く渋じゆうの決断を下したように歯を食い縛しばっていて……その深刻さに呑のまれ、秋晴は一歩退のいてアイシェから離れた。

　どうするつもりなのかとハラハラしながら見守っていると、じっと大地を見ていたアイシェが小さく頷うなずいた。それを受けた大地は彼女の手を引いたまま、部屋の出口側へと移動する。

　ただ、そっちにはヘディエがいる。成り行きを見守っていた彼女だけど、この不ふ穏おんな空気に黙っていると秋あき晴はるには思えない。

　案の定、ヘディエは刺すような目つきで口を開き──

「……あなたも一緒に来てくれ」

　何かを言う前に、大だい地ちがそう先制した。

　一いつ瞬しゆん、怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめたヘディエだが、特に口を挟はさむことなく頷うなずいた。

　そして大地は主従二人を連れて洗面所へと入って行く。

　何をするつもりなのかさっぱり見当の付かない秋晴は、取り残されていることを急に不安に感じて、

「なあ、俺おれはどうすんだ？」

　見えなくなりそうな背中に訊たずねると、大地はひょこっと顔を出して、

「そこにいろ。……いいか、絶対に入って来るな。覗のぞいたりしたら──命の保障はしない」

「………………了解」

　虎とらでも怯ひるみそうな苛か烈れつな視線に、秋晴は無む駄だ口ぐちを挟まず頷いた。

　数秒の間、大地は視線で射殺すつもりなのかってくらい睨み続け……それからようやく顔を引っ込め、洗面所のドアを閉めた。

　一人、ぽつんと部屋に残された秋晴は、大きく息を吐はいてベッドに座り込む。

　事態は自分の手を離れたけど、たぶんすぐに舞い戻ってくる。その時に今より好転しているかどうかは大地次第だ。あいつだけが頼りで、自分が今出来るのは祈いのるだけ。とてもとても情けないけど、お願いだからなんとかして欲しい。結婚も嫌いやだけど、スプラッタはもっと嫌だ。

　それにしても……と、顔だけ動かして洗面所の方を見る。

　閉じられたあの中で、大地はどんな説得をしているのか。言って聞くような相手じゃないけど、どうするつもりなんだ？　力尽くで……っていうのも、ヘディエがいる以上厳しいはずだ。大地も凄すごいけど、あの侍じ女じよも負けてない。

　一体どうなるんだろうと考えながら、気まずい時間が過ぎていき……

　もう五分は経たったんじゃないかと思った時、カチャリと洗面所のドアが開いた。

　そこからまず大地が出て来て、次いでヘディエが、最後にアイシェが顔を出す。ちなみにアイシェは洗面所にあったバスタオルをマントのように羽は織おって体を隠かくしていて……これはこれで色っぽい。こんな時に抱いだく感想としては間違っているのかもしれないけど、ちょっとくらい明るくなれる材料を脳が求めているらしい。……たぶん。

　それはともかくとして、どうなったのか結果を聞こうと秋晴は立ち上がる。

　何な故ぜだか気まずそうに視線を逸そらしていた大地はそれを気配で察したらしく、こっちが口を開く前に、ぽつりと言った。

「……問題は解決した。ハディム先せん輩ぱいは自決を取り止やめてくれるそうだ」

「おおっ、マジか!?」

　ちょっと信じられないニュースに、アイシェ達に確認しようとそちらを見れば、二人してこくりと頷うなずいた。

　どうやら本当に説得に応じてくれたらしい。これは凄すごい、何を言っても無む駄だって感じの頑かたくなな態度だったのに、何をどうすればこうもあっさりまとまったのか。

「なあ、どんな手を使ったんだ？　コツとかあるなら教えろよ」

「……うるさい、黙ってろ。問題解決したんだから、それでいいだろう」

「いやでも、」

「黙れ──と言っているんだ」

　食い下がったところに、至し近きん距離で例の猛もう獣じゆうもごめんな睨にらみを効かせられて、秋あき晴はるは黙らざるを得なくなった。

　物凄すごく気になるけど、仕方ない。確かに大地の言う通り問題は解決したんだから、それで良しとするしか──

「……いや待て、肝かん心じんな問題が残ったままだ」

　うっかり忘れるところだったのを、秋晴はギリギリで思い出した。

　まだ、結けつ婚こんだの婚こん約やくだのという問題が、ちっとも解決されていない状態で残っている。そうだ、忘れていた。……というか、無む茶ちやで派手なことになりすぎで、脳が一杯一杯になっていたから、放置していた。

　明日あした以降に持ち越そうと思っていたけど、ここに有能な人材がいる。実績も十分だ。

　秋晴はすぐ傍かたわらに立つ大だい地ちの肩かたを……叩たたこうとして、止めた。この一ヶ月で、大地が他人に触ふれられるのを極きよく端たんに嫌きらう性た質ちなのを何となく理解している。

　ただ、その挙動で向こうの目がこちらへと向いたので、結果的に目的は達せられた。

　秋晴は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる大地に小さな声で、

「事のついでだ、協力してくれ。根本的なところから解決しないと安心して眠ねむることが出来ないと今分かった」

「……何のことだ？」

「今のお前みたいに偶ぐう然ぜんの事故が原因で、婚約or死刑の二に択たくを迫られているんだよっ。後ご生しようだから何とかしてくれ！」

　拝おがみ倒す勢いで言うと、大地はあからさまに不ふ審しんな顔になり、

「噂うわさを少し聞きかじったが、本当に事故だったのか？」

「……事故以外だったら相手が無神論者でも覗のぞきの罪で捕つかまるっての」

「そうだとして、今何をしていた？　日ひ野のは服を着ているから、その……さ、最後までしてないのは分かっているが、接せつ吻ぷんくらいしてしまったんじゃないか？」

「してない、断じてしてない！」

　暗いので何となくでしかないけど赤くなっている風な大だい地ちに、秋あき晴はるは全力で否定する。

　目から疑惑の色は消えきらなかったものの、大地は「それなら」と前置いて、




「偶ぐう発はつ的てきな事故の場合ならば、一年以内に契ちぎりを交わさなければ無効になるはずだ」




　──走者一いつ掃そうの逆転打に値する情報を、さらっと口にした。

　あんまり簡単に言うので、秋晴はすぐにその意味を理解出来ずにぽかんと口を開けてしまった。事故なら、無効になる？　何が？　何もかもが、か？

　──待て、待てよ。会議の時、朋とも美みはなんて言っていた？　確か『落ち着いて構えていれば大丈夫』とか言ってなかったか？　あれはつまり、その特例処置を知っていての発言だったんじゃないか？

　ギギギ、と鈍い動きで首を回して主従コンビを見れば、

「まあ、バレてしまいましたよお嬢じよう様さま。元々短期決戦の予定でしたが、これにてひとまず終了ということですね」

「…………」

　ヘディエが全く悪びれのない爽さわやかな表情で言う言葉に、アイシェは残念そうに頷うなずいた。

　この反応に、秋晴は愕がく然ぜんとする。つまり大地の言う通りということらしい。

　それなら、つまり、今までのは、

「──殺される必要も婚こん約やくの必要も無かったってことじゃねぇか！」

「……当たり前だろう。一生を決める問題だぞ」

　呆あきれた声の大地の言うことは尤もつともだ。秋晴もそれが常識だと思って、そう主張した。

　けど、それを価値観と宗教観の差で覆くつがえされた挙げ句にこうしているんだから、悪いのは自分じゃなくて、嵌はめてくれやがったヤツで……

　キッ、と秋晴は強くヘディエを睨にらみ付け、

「あんたなっ、最初からそう言ってくれれば──」

「事故であったものの、アイシェお嬢様が婚こん姻いんを望まれた以上、侍じ女じよである私が取る対応は決まっております。確かに尊いご意志を受けて計画を立てたのは私ですから、責められるのも仕方ありません。ただし、反省も後悔も塵ちり程ほどもする気はありませんけれど」

　しれっとそんなことを言ってくれやがる侍女に、秋晴は怒りと呆あきれが合ない混まぜになって、何も言えなくなる。えー、あー、これはどこにどうぶつければいいんだ？　一刻も早くサンドバッグか轟とどろきの馬鹿を用意して欲しい。バテるまで全力で殴なぐり続ければきっと少しはマシになるだろうから。

　秋晴が頭を掻かきむしりたい衝しよう動どうに駆かられていると、アイシェがそっと傍かたわらの侍女に耳打ちをした。

　すぐに主人の言葉を受けたヘディエがこちらを向き直り、

「──『騙だますような真ま似ねをしてごめんなさい』、とお嬢じよう様さまが仰おつしやっています。だからといっていい気になるのは止よして下さいね？」

「…………いや侍じ女じよのあんたの一言で色々とぶち壊こわしなんだが」

「侍女にだって感情はありますもの。……え、なんですかお嬢様？」

　再び主あるじに耳打ちされて聞きに入るヘディエに対し、秋あき晴はるは怒ればいいのか嘆なげけばいいのか分からなくなる。本当に、どこまでマイペースなんだよこの主従は。

　複雑すぎるこっちの心情なんてまるで気にしていないようにアイシェは耳打ちを終えて、ヘディエはこちらを向き、

「お嬢様からお言葉ですが──『秋晴様は事故と仰おつしやいましたが、私はこれを運命と思いました。秋晴様と結ばれたい、とも』」

「いや……その気持ちは少し嬉うれしいけど、だからってな……」

「──『秋晴様の意思を無視する形で強引に事を進めようとしたことは謝罪します。ですがこれからも、少なくとも猶ゆう予よ期間である一年間は諦あきらめません。……ただ、次からはもう少し慎つつしみを持って、好かれる努力に気を回そうと思います』」

「…………やっぱ恥ずかしかったのか」

　確認も込めて秋晴がそう言うと、何な故ぜか鷹おう揚ようにヘディエが頷うなずいた。

「アイシェお嬢様は貴人であり淑しゆく女じよであられますから、当然です」

「……なのにあんた、こんなことさせたのか？」

「個人的にはさせたくありませんでしたよ、それはもう当然ですよ。ですがお嬢様の意志を汲くむのが侍女の務め、我わが儘ままで手段を選ぶような真ま似ねは致しません」

「いや選べよ手段！　アーフラム教は知らないけど、イスラム教徒の女性ってもっと慎つつしみ深いというか奥手というか、少なくとも寝技でどうこうさせるもんじゃないだろ?!」

「そうですけど、『肌はだを覆おおい隠かくし殿との方がたの影も踏まない従じゆう順じゆんで敬けい虔けんな女性が閨ねやでは積極的』というのが燃えるのではありませんか？　参考にした少女漫画雑誌の特集ではそのように書いてありましたが」

「……………………」

　いやなんだそのいかがわしい特集は。それは本当に少女漫画に書かれているのか？　そしてアンケート対象はどこの誰だ。

「──それではお嬢様、今宵こよいはこれで引き下がることに致しましょうね。隣りん室しつに着替えを用意しておりますので、参りましょう」

　秋晴が深刻なダメージを受けていると、ヘディエはさっさと退しりぞく準備を始めどこからか出したスカーフで主人の顔を隠かくした。

「おい、ここの電気は？」

「撤てつ退たい完了次第復旧致します。窓の修理手配と床ゆかの掃除もこちらで手配しておきますので、ご安心を」

　大だい地ちとヘディエの事務的な会話も終わるが、秋あき晴はるはまだ立ち直れない。……というか、大地の奴やつはダメージないのか。あいつは理り不ふ尽じんな負い目を感じなかったということなんだろうか。だとしたら……本気で自分がえろえろしい人みたいで、余計落ち込めた。

　ため息を吐ついて、秋晴は部屋から出て行こうとする二人の背を見送る。たった半日で滅め茶ちや苦く茶ちや疲れる羽は目めになった原因がいなくなるのをちゃんと見届けようと思っての行為だが……不意に、アイシェが足を止めて振り返った。

「……お嬢じよう様さま？」

　すぐにそれに気が付いたヘディエの言葉にも反応せず、何な故ぜか秋晴の方へと近付いて来る。

　意図が読めないその行動に、秋晴は訝いぶかしく思いながらも自分に接近する上級生の姿をただ見つめていた。今更第二ラウンドをおっ始めようって気はないだろうし、かといって忘れ物があるはずもないし、何が目的なのかさっぱり分からないから反応にも困る。

　なので黙って突っ立っていると、アイシェは薄うす暗ぐらい中でもハッキリと繊せん細さいな顔立ちが分かるくらい間近な所でようやく足を止めた。

　そしてそのまま、こちらへと両腕うでを伸ばして……

　ゆっくりと、自然すぎて反応が出来ない動作で抱だき付き、首に腕を絡からませてきた。

　滑なめらかで吸い込まれるように柔やわらかい肌の感かん触しよくと軽すぎる体重が預けられたことで、ようやく自分が何をされているかに気付いて、秋晴は慌あわてて抗議の声を、




「──貴方あなた様の寵ちよう愛あいを受けられる日が来ることを、祈いのっています」




　耳元で囁ささやかれた言葉に、出るはずだった声は見事に消え失うせてしまった。

　……今の、声は……アイシェ、だよな？　か細くて消え入りそうな、それなのに脳のう髄ずいまで染み渡るような心地良さがあって、驚いているはずなのに何な故ぜか安あん堵どしているような感じもあって、まともな思考も出来なくなって……

　──秋晴が我に返った時、既すでにアイシェの体は自分から離れていて、侍じ女じよのいる廊ろう下かの向こうへと向かっていた。突とつ拍ぴよう子しのない行動をやるだけやって満足したらしい。

　呆ぼう然ぜんと見送る視線に気が付いたのか、途と中ちゆうで振り向いたアイシェはたおやかな微笑を浮かべて一礼し、何も言わずに去って行く。

　程なくして、ドアが閉まるガチャッという音がして……秋晴は肺はい腑ふを絞しぼるように大きく息を吐はいた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　二人が出て行ったのを確認するように秋あき晴はるは十数秒間廊ろう下かの方を見続けていたものの、暗がりから誰かが出てくることはなく、隠かくれているような気配もなかった。いやあの侍じ女じよなら気配を殺して背後まで近付くくらい容易に出来そうだけど、主人が半はん裸ら状態なのでまずはそっちをどうにかしないといけないだろうから、その可能性もたぶん無い。

　部屋に残っているのが自分と大だい地ちだけだとようやく確信が持てて……秋晴は、座り込んでしまいたい勢いで脱力した。

「………………すっげー疲れた」

「……同感だ」

　途と中ちゆう参戦した大地も精神的に参ったようで、いつものように硬いクールな声とは違って、少しだけ弱々しくそう言った。

　こいつにも悪いことをしたなー、と秋晴は軽く後頭部を掻かいて、

「助かったよ大地。お前がいなかったら本気でヤバかった」

「……そうかもしれないな」

「ああ。おかげで、身に染みた。プライバシーって大事だな」

　昨日きのうの朝は、たかがカーテンを開けて寝顔を見たくらいで──と思ったけど、大間違いだった。何が切っ掛けでどうなるかは分からない。個人の領域は尊重して、そこに立ち入る時は許可を得ないととんでもないことになるかもしれない。

　秋晴が少しだけ大人おとなになったような感かん慨がいに耽ふけっていると、大地はぷいっと顔を背け、

「……分かればいい。今後、気を付けてくれれば」

「ああ、任せろ。カーテンを開ける時にはちゃんと声を掛ける」

「返事が無い場合は開けるなよ」

「おお、勿もち論ろんだ。遵じゆん守しゆしよう」

　どことなく、空気が軽くなった気がした。失敗と混乱を経て親交が深まったと思えば、今回の件もそう悪いものじゃなかったかもしれない。……まあ、今後も大変そうだけど。

「……さてと、それじゃ俺おれは夕飯前に風ふ呂ろに行って来る。お前はどうするよ？」

「僕は部屋の風呂でいい」

「そっか」

　先の経験を生かして、無理には誘わない。大浴場は運悪く轟とどろきと遭そう遇ぐうするとちょっとした戦争になることもあるし、わざわざ風かざ祭まつりの大だい吉きち野や郎ろうが入りに来ることもある。……裸はだかを見せつける為に。

　だから決して落ち着く空間というわけじゃないし、大地には向いてないだろう。

　一つ頷うなずいて、秋あき晴はるは下着と部屋着の用意にかかった。暗くて見み難にくいけど、夜目は利くほうだしこの暗さにも慣れたので、大した苦労なく探し出せた。

「んじゃ、また後でな」

「ああ」

　洗面所へと入って行く大だい地ちに声を掛けて、秋晴は部屋から出た。

　正常に明かりがついている廊ろう下かは眩まぶしいけど、文化に触ふれたせいか少し落ち着く。

　目の方もすぐに明かりに慣れて、秋晴はペタペタと廊下を歩きながら、考える。

　──結局、あれはなんだったんだ？　夜よ這ばいかけられたり自殺未遂起こされたり、やっぱりただの事故で済んでいたはずなのにロックオンされたままで、終しまいには喋しやべられて。

　……いや、ちゃんと考えれば何となく想像はつくんだけど。真ま面じ目めに信仰に取り組んでいるからこそこんなことをしたんだろうし、その彼女が自分にしか聞こえないように声を発したというのは、つまり……本気で結けつ婚こんを諦あきらめていないってことなんだろう。

　あれだけの美人に、宗教絡がらみとはいえあんなにも真しん摯しに想われると……流石さすがにちょっとグラグラくるけど、同じくらい巻き込まれたくないって本音もある。付き合うとかいう話ならまだしも、結婚て。何段階すっ飛ばしてのゴールインだよ。

　これから一年間──もしくは、アイシェが諦めてくれるまでずっと今日みたいな慌あわただしい展開になったら、高確率で体か心のどっちかを病みそうだ。いやもしかしたら病む前にヘディエに殺されるかも。

　どうしてこの歳としで結婚と殺人の恐怖に怯おびえなきゃならないのかと、秋晴は心底うんざりして俯うつむき、

「…………あー、しくった」

　腕うでに抱かかえた荷物に視線を落とした際に、タオルを忘れたことに気が付いた。

　やっぱり疲れてるんだなー、と実感して、くるりと振り返り来た道を戻る。

　部屋のドアを開けると、もう明かりが灯ともっていた。つまりあの二人は無事にここから抜け出たということか。

　慣れた部屋の見慣れた光景に安心して、何となく鼻歌混じりに、秋晴は洗面所のドアを開けて──




　シャツを脱ぬぎかけた状態の大地と、バッチリ目が合った。




　硬直したように動かないルームメイトに、秋晴は空いた左手を軽く上げて、

「悪い、そこのタオル取ってくれるか？」

「……………………」

　頼んでみるけど、反応無し。

　若じやつ干かん、唇くちびるが震えているようにも見えるけど、どうしたんだろうか。季節的に寒いってことはなさそうだけど。

　そんな感想を抱いだいて首を傾げ……不意に、秋あき晴はるは大だい地ちが妙みような物を着ていることに気が付いた。

　制服の立て襟えりシャツのボタンが外されていて前が開いている状態だけど、裸はだかではなくて、アンダーシャツとも違う白い生地が覗のぞいていた。

　一いつ瞬しゆん、包ほう帯たいか何かと思ったけど、すぐに違うと気付く。胸から肋ろつ骨こつの下辺りまで、ぐるぐると巻いているあれは、たぶんサラシだ。ヤクザ映画で見たことがある。

　へー、と感嘆の声を漏もらした後、秋晴は笑みを浮かべた。

「随分と変わったことしてんだな。あれか、緊急時に止血出来るようにか？　でも──」

『でもそれだとまず服を脱ぬがなきゃいけないから対処が遅れそうだよな』、と続けようとした瞬しゆん間かん、大地がぶるぶると肩かたを震わせながらシャツを寄せて前を隠かくし、

「────お前はプライバシーって言葉の意味を百回調べて来い！」

　鼓こ膜まくが破れそうな大音量で、怒られた。

　その声に押されて、取る物も取れず慌あわてて洗面所から出た秋晴は、頭の中で辞書を広げる。

　プライバシーの欄らんには──『私生活、個人の秘密。土足厳禁、無断侵入不許可』。

「いやでも、男同士なんだからそこまで怒らんでも……」

　ぼそっと反論した直後、何か投げつけたのか洗面所のドアが大きな音を立てたので、秋晴はダッシュでその場から逃げ出した。




　まあ──当然というか、なんというか。

　それから一週間、大だい地ちの機き嫌げんは最悪の最低で、秋晴は二人の時間をとても気まずい思いをしながら過ごすことになった。







[image: ]










　世界でもトップクラスの知名度と格式を誇る名門私立白はく麗れい陵りよう学院でも、時期が来れば期末テストが行われる。

　ただし、名門は名門でも家いえ柄がらと財産が入学査定に大きく関わってくる白麗陵。学力はそれ程重要視されていないようで、テストは特に難しくない、奇き抜ばつな問題も意地悪な引っかけもない、授業をちゃんと聞いていてテスト前にノートを読み返せば高得点間違いなし──という難易度の、ごく簡単なものだった。

　………………………………だと、いうのに。

「最悪…………最悪だ……」

　１−Ｂの教室にある自分の机にぐったりと突っ伏して、日ひ野の秋あき晴はるは繰り返し呟つぶやいた。

「最悪だ……どうして、こんな…………こんな、最悪な……」

「もう、何を今更ぶつくさ言ってるのよ。いつまでもそんな風にだらだらしていると、肝かん心じんの試験に遅刻しちゃうわよ？」

　上から被かぶせるようにそう言ったのが誰なのかは見なくても分かる。ただでさえ生徒の殆ほとんどに避けられまくりだっていうのに、落ち込み真まっ最さい中ちゆうと一目で分かるところに話し掛けて来るなんて、底意地の悪い腹黒幼おさな馴な染じみか高たか飛ぴ車しや金キラのドリルお嬢じようくらいのはず。そして声を聞けば前者だというのはすぐに分かった。

　なので秋晴は顔を上げず、机に向けて呟く。

「……お前みたいな計算尽くで何でも完かん璧ぺきにこなせる上に底意地の悪い善人キラーに、今の俺おれの気持ちが分かってたまるか……」

「まー、随ずい分ぶんな褒ほめ言葉があったものね」

　わざとらしく驚いたような声に、秋晴はもぞもぞと顔を上げた。ちっとも褒めてないというか、むしろやさぐれ過ぎていて思わず口に出てしまった本音内容がヤバかったんじゃないかと、内心ちょっとだけビクつきながら様子を窺うかがってみる。

　見上げてみると、にこやかな笑顔を浮かべた彩さい京きよう朋とも美みは実に楽しそうに、

「秋晴だけよ、そんな顔してるの。先週で期末テストも終わって、今日なんてＬＨＲの一時間だけで授業も無くて、イイコト尽くめなのに」

「……お前等はな。確かに何もないだろうよ」

「うん、そうね。わたしたちはこれからカフェテラスで夏休みの計画を語り合うくらいしかやることはないかなぁ──あなたと違って」

　朋美の言葉は一々傷心に突き刺さって、なんかもう死にたくなる。あんな笑顔の癖くせに、やっぱりさっき言ったことを根ねに持っていやがるか。

　秋晴は宿しゆく敵てきともいえる幼馴染みを半はん眼がんで睨にらみ上げ、今まで溜ために溜めた文句を全部吐はき出してやるつもりで口を開け──

　声を発する、その前に。

「おおうっ、おったおった！」

　騒さわがしく教室に入り込んできた轟とどろきがタイミングを外してくれて、おまけに──

「聞いたであっきー！　赤点やってな追試やってな?!」

　……今、一番言われたくないことを、大声で叫ばれた。

　もう満面の笑みというかむしろはみ出しているくらいの笑顔で近付いて来る轟の後ろからは、慌あわてた風に三さん家けがついて来るのが見えた。目が合うと、とても申し訳なさそうに頭を下げられてしまい、秋あき晴はるは轟を殴なぐりつける予定を取り消す。三家の顔に免めんじて流血沙ざ汰たは避けておこう。

　だが、このままで済ませておくわけにはいかない。秋晴にだって反論の一つや二つある。言えば言う程情けない気分になりそうだと分かってはいても、言わなくちゃやってられない事が。

「……不幸な事故だったんだ。結果として追試にはなったが、実力がそのまま反映された結果ってわけじゃないんだよ」

「試験終了間際にマークシートの記入ミスに気付いて、慌あわてて直そうと解答を消したところで時間切れになったんだろう？　何度も聞いたぞ」

　そう言ったのは、いつの間にか背後に立っていた大だい地ちだった。ルームメイトのこいつには愚ぐ痴ちりまくったから、流石さすがに少し嫌いやそうな顔をしている。

　大地の言葉通り、赤点の原因はマークシートの記入ミスだった。始めの方の設問で答えが被かぶっていたから、解答がズレているのに気が付かないまま進めてしまい、おまけに見直しをするまで問題用紙の一番最後にもう一つ問題があることにも気付かなかったのが痛すぎた。

　三問目以降が全部ズレていることが発覚して、急ぐあまり解答の殆ほとんどを一気に消して、それからズレていた答えを書き直そうとして──そこでチャイムが鳴って、タイムアップ。

　だから今日、一時間目のＬＨＲで返って来たテストを見る前から赤点と追試は確定していた。……でも、実際に一ひと桁けたの点数を見ると、本気でヘコむ。くそう、無む駄だにマークシートなんかじゃなければ、こんなことにはならなかったのに……理事長が『なんだか最さい先せん端たんな雰囲気バリバリでしたので！』とか言って無む駄だに機材を購入しなければ、こんなことにはならなかったっていうのに……！

　素直に落ち込ませてもくれない従育科男子組＆朋美に囲まれる形で、秋晴は改めて全員を睨にらんでから、

「…………いいか、今回俺おれの身に起きたことは、いつかお前等の身に降りかかるかもしれないことなんだ。赤点逃れたからっていい気になるなよ──特に轟」

「ちょい待ち。なんで名指しやねんな？」

「ぶっちゃけ、この中で一番勉強が出来なさそうなのがお前だから。あと一番うざいのも」

「くぅっ、確かにオレは勉強の方は…………って、え？　あ、あっきー？　なんかさらっと酷ひどいこと言わへんかった？」

「別に、特別変なことは言ってない。なあ、三家？」

「そ、そうだねー……慎しん吾ご君の場合、自じ業ごう自じ得とくかな」

「……轟とどろきは普段の態度を改めるべきだ」

「そういえば、近付くとセクハラされるって評判ですよ？」

　全員から突き放された轟は愕がく然ぜんとした表情でふらふらと後ろ向きに倒れ、机と共に様子を窺うかがっていた女生徒を巻き込んで悲鳴を上げられる。……というか、わざとだろ今の倒れ方は。なんで都合良くスカートの中を覗のぞける位置に倒れるんだよ。

　報復にお嬢じよう様さま方から靴くつだの鞄かばんだのを投げられてるけど……まあ、これこそ自業自得だから放っておこう。

「見てろ、追試は完かん璧ぺきにこなしてやるからな。偉そうにしていられるのは今の内だけだぞ」

「まあ、凄すごい自信。どれだけ追試で頑がん張ばっても最上級評価は得られませんけど、頑張って下さいね？」

「お前は本当に俺おれをどん底に案内するのが得意だよなっ！」

　キレ気味にそう言って、秋あき晴はるは鞄を掴つかんでその場を離れる。これ以上この場に留とどまっていたら最悪の精神状態で追試に臨むことになりそうだ。

　一刻も早く教室を出ようと勢いのままに机と机の間を縫ぬうように歩くと、どうやらこっちの様子を窺うかがっていたらしい女生徒達が悲鳴混じりで散っていく。

「名前を書き忘れないように注意して下さいねー？」

「今度は自滅するなよ」

「あっきー、目指すは連続赤点や！　それが一番おもろい展開やで？」

「お、落ち着いて頑張れば大丈夫だからねー」

　背中に掛けられる声にも振り返らない。

　ただ胸中で『三さん家け以外に軽い不幸が訪れますように』とダークな願いを抱いだいて、秋晴は教室を出た。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　落ち込んでいたのと朋とも美み達に捕つかまっていた時間もあって、秋晴が追試の行われる教室に着いたのは試験開始直前だった。

　それにしても答案を返されて即日に追試って、普通じゃありえない。その理由が『面倒なことは早く終わらせて、試験休みにバカンスを！』という一部先生方の意向だというのもありえない。この学校、生徒だけじゃなくて先生もかなり常識外れだ。

　ともあれ、普段は入らない教室が追試会場となっているので、ちょっと緊張する。けど、ドアにはご丁てい寧ねいに『追試試験場』と書かれた張り紙があるし、テスト自体は別に難しくもないんだから、そこまでビビる必要はないはずだ。そう自分に言い聞かせ、秋晴はドアを滑すべらせて教室へと入る。

　中は普段使っている教室と似たような広さで、教きよう壇だん以外にぽつんと二組の机が置かれていた。

　その内の一つ、奥の机に見知らぬ女生徒が着席しているのを見て……秋あき晴はるは、その場で立ち尽くした。

　ありえないだろそれ──と思うくらいとんでもない美人が、そこにいた。

　小さな細ほそ面おもてとやや眦まなじりの下がった大きな瞳ひとみの組み合わせだけでも見み惚とれるくらい綺き麗れいなのに、ツンと高い鼻や紅べにを塗ったように赤い唇くちびるも、スッと細く整った眉まゆや髪かみで半分隠かくれている耳まで全すべてが相乗効果を上げていて、危うく呼吸を忘れそうになった。

　真まっ直すぐに伸びた黒髪かみは腰こしより長そうで、しかも絹きぬ糸いとだってここまで綺麗なのはそうそうないんじゃないかってくらい艶つややかで見み栄ばえがいい。それに座っているのにプロのモデルだって羨うらやむくらいスタイルがいいって分かるのは、相当に凄すごいことのはずだ。

　ここに来て以来『良い物食って上品に育てられると容姿まで良くなんのかなー』と思ってしまうくらい、白はく麗れい陵りように通う生徒には美人が多いけど……その中でも彼女は、頭一つか二つ飛び抜けている。正直なところ、性格を抜きにすれば朋とも美みやセルニアだってかなりのものだし、深み閑かんみたいに大人おとなの魅力というかクールな雰ふん囲い気きがマッチしている美人もいるけど……それでも、単純に誰が一番綺麗かと問われたら、今教室にいる上育科の制服を着た彼女がトップだ。それくらい輝いて見える。

　今まで生きてきてここまでの美人に遭そう遇ぐうしたことは無いと断言出来るくらいの美び貌ぼうに、秋晴は呆ぼう然ぜんと見み惚とれてしまい……

　──と、不意に彼女がこちらを向いた。

「……あら？　あなたも追試ですか？」

「っ……そ、そうです」

　秋晴は思わず敬語で答えて、それからやっぱり彼女に見覚えがないと再確認。たぶん上級生なんだろう。ずっと病欠していた可能性も無くはないけど、同じ一年にそんな人がいれば轟とどろき辺りが騒さわいでいるだろうから、その線は薄うすい。

　ともあれ、直視していると体温が上がってしまいそうなくらい美人な彼女は、容姿に似合った優ゆう雅がな仕種しぐさで胸元にかかっていた長い髪かみを後ろに流し……

「あら、髪が……？」

　制服の胸元にあるリボンに引っかかってしまったようで、彼女は何度か軽く髪を引っ張る。が、リボンの下にあるはずのボタンにでも掛かっているのか、なかなか取れない。

　秋晴がそれを見ながら、引っかかっているあの黒髪を切ることになるならそれはかなり勿もつ体たいないなー、と思っていると、見知らぬ上級生は少し考えるように僅わずかに首を傾け、

「ふう……」

　小さく息を吐はいて、おもむろにリボンへと手を伸ばし……

　シュッ──と衣きぬ擦ずれの音と共に、胸元のリボンが外れ、




　何な故ぜか一緒に首から胸にかけてある二つのボタンが外れ、乳白色の胸元が露あらわに──




「……あら？」

「────っ?!」
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　突然のことに、秋あき晴はるはそこに目が釘くぎ付づけになる寸前に最大限の力でもって勢いよく視線を逸そらした。事故、事故で仕方のないことだとはいえ、とんでもなく嬉うれしい役やく得とくだけども、見てはダメだ。一秒に満たない僅わずかすぎる時間だけど、見えてしまったボリューム満点の胸の谷間は…………実を剥むきだしにした白はく桃とうのような、なんかこう瑞みず々みずしくて引き寄せられる魅み惑わくの果実っていうか……

　けど……何がどうなればボタンが二つも外れて胸が見えるようなことになるんだ？　どこにそんなトリックが隠かくされて……？

　分からないことを必死に考え、秋晴は脳内にこびり付く幸せな映像を除去しようとやっきになり、

「…………あらあら？」

　そこにまた声が聞こえてきて──さっきのことがあるから見ちゃいけないと思いつつ、でもさっきのアレだって幻覚かもしれないし……、と自分の理性に言い訳をして、ちらっとだけ見てしまう。

　もう何がどうしてどうなったのか、胸元どころか肩かた口ぐちまではだけている美人さんの姿が視界に入り、秋あき晴はるは筋を痛めかねない勢いでそっぽを向いた。

　そこまで記き憶おく力りよくはよくないっていうのに一いつ瞬しゆんで瞼まぶたの裏に焼き付くくらい、綺き麗れいで官能的な光景だった。額がく縁ぶちをつければそのまま芸術で通用しそうだけど、同時にただならないエロスもあって……一体何なんだ、あの人は。露出がさらにアップしてるじゃないか。

　……もしかして、何かのドッキリか？　ひょっとしてプラカードを持った人とか隠かくれてるんじゃないのか？

　そうだ、そうかもしれない。きっと部屋のどこかに隠れているんだろうから、それを見つける為にも──もう一度、あと一回だけ部屋の中を見ないと。今度はちゃんと、見落とさないように、その過程で何かあられもないものを見ちゃうかもしれないけどそこは不可抗力ということで……

「あのー、秋晴さん？　何をぼーっと突っ立っているんです？」

「ぉうわっ?!　な、誰……って、あんたか」

　リトライをかけようとしていたところに急に背後から声を掛けられて、慌あわてふためきながら振り向いた秋晴は、相手が理事長の天てん壌じよう慈じ楓かえでだということにホッと胸を撫なで下ろした。頼りない人だけど、だからこそこの状況では頼りになる。誤ご魔ま化かすのもちょろそうだし。

　とりあえず中で起きている異常を伝えようとして……はたと止まる。何をどう言えばいいのか、全然思いつかない。見知らぬ美女がストリップ真まっ最さい中ちゆうです──って、なんだそのアホ全開の触ふれ込みは。いかがわしい店の客引きと勘かん違ちがいされかねない。

　秋晴は言うべき言葉が見つからず、そんな様子に楓は楽しそうに笑って、

「追試って緊張しますよねぇ〜。先生も昔、経験あるから分かりますよー」

　どーにも勘違いをした発言をして、あっさりと問題の教室に入っていった。

　秋晴はそれに続くべきかどうか迷って、ちらりと中の様子を窺うかがう。

　さっきまでＲ指定を受けそうな光景が広がっていた教室には……席に座ってリボンを直している女生徒がいるだけで、淫みだらな画えはどこにもなかった。

　秋晴は安あん堵どの息を漏もらした。何もしていないのに加害者にされそうな状況はどこにもない。良かった良かった。……でも何な故ぜだろう、安心したら急に惜しくなるのは。

　そんな馬鹿なことを考える頭を一ひと殴なぐりして、秋晴も空いていた席に着く。一息吐ついて、それから鞄かばんから筆記用具を取り出して……ちょっとドキドキしながら左隣となりの席に座る美女の横顔を見てみると、そこには淫いん靡びさなんて一ひと欠片かけらもなかった。

　……もしかして、さっきの光景は自分が脳内で作り出した幻覚なんじゃないだろーか？　本気でそんな気もする。

　だって、ありえないだろ。こんな楚そ々そとした美人が、急に脱ぬぎ出すって。しかもそんな嬉うれしすぎる現場を偶ぐう然ぜん見るって。……でも、リアルだったよなぁ。あの肉感とか肌はだ色いろとか──って、試験前に何を考えているんだ。

　どうにも混乱しているっぽい頭を振って、秋あき晴はるはため息を吐つく。こんなんで大丈夫なのかと自分が心配になりながら、それでも手だけは動かしてシャーペンの芯しんをチェックする。

「さーて、もうすぐチャイムも鳴りますし、テスト用紙を配っちゃいますよー。解答用紙に名前を書くのは有りですけど、問題用紙は伏せたままでお願いしますねー？」

　丁ちよう度ど準備が終わったところで楓かえでがテスト用紙を配り始め、秋晴の方も意識を切り替える。さっきのことはひとまず忘れよう。追試を滑すべって留年なんて洒落しやれにならないし、点数が悪かったら朋とも美みの奴やつに馬鹿にされるだろうし。いやまあ今の段階でかなりコケにされてるけど、だからこそこれ以上は勘かん弁べんだ。

　配られた解答用紙にさらっと名前を書いて、なるべく横は見ないようにと秋晴は教きよう壇だんに立つ楓へと視線を注ぐ。

　理事長兼事務員という微び妙みような立場の先生は、メモらしき小さな紙を手に持って、

「えーと、あとは諸注意ですね。試験中に体調を崩くずした場合は先生に言って下さいね。お手洗いに行きたい時も言って下さい。それから……って、こんなこと言わなくても大丈夫ですよね〜？　小学生じゃないんですから」

「まあ、そうだろうけど……それより、理事長がわざわざ追試の試験監かん督とくするのか？」

「えっ……?!　だ、だって、理事長ですし！　責任ある立場ですからしますよそれくらい！　決して、居い眠ねむりが見つかる度に押されるスタンプカードが一杯になったから、罰ばつとして深み閑かんちゃんにやらされているわけじゃなくてですねっ……」

　……そういうことらしかった。

「居い眠ねむりって、またゲームが原因かよ？」

「ふふー、最近のゲームはなかなかにリアルで引き込まれてしまうんですよ。美形の双ふた子ごに言い寄られる女の子視点で進むんですが、選択によっては双子による禁断のインモラル展開も──って、居眠りはしてませんよっ?!」

「…………いや居眠りなんかより遙はるかに問題ある発言をしたと思うが……あとそれのどこがリアルだ」

「心理描写がとても巧たくみなのですよ〜。嫉しつ妬とと憎悪が混ざり合って、それが二人といない自分の分身へと向けられたことによって自己愛と化学反応を起こして──凄すごいんですよ！」

　興奮気味に語る楓だが、秋晴は当然ながらドン引き真まっ最さい中ちゆうだ。男にその手のゲームの説明なんてするなっての。

「留学生のアルフレッド君もなかなか──あ、チャイムですね。ちょっと話し足りないですけど、テストを始めちゃって下さい〜」

　秋あき晴はるが本気で白はく麗れい陵りようの未来に不安を覚えたところに始まりの鐘がなって、やれやれと思いながら問題用紙を表にする。

　科目は現代社会。得意ではないけどさして苦手でもないので、落ち着いて解けば問題なく終わるはずだ。

　前回のようなことが無いよう、秋晴は気を引き締めて──

「それじゃ、先生はちょっとお休みしますので、何かあったら言って下さいね〜」

「…………おい」

　宣言した矢先に教きよう壇だんに突っ伏しすやすやと眠ねむり始めた楓かえでに思わず突っ込みを入れるが、既すでに熟じゆく睡すいモードに入ったらしくまるで反応がない。無む駄だに恐ろしい寝付きの良さだ。

　試験監かん督とくの意味はどこなんだと問いかけたい惨さん状じように、秋晴は大きくため息を吐ついて、テスト用紙に向き直る。とりあえずこのことは後で深み閑かんに報告しようと決めて、すっかり霧む散さんした集中力を掻かき集めながら問題を読み始めた。




　追試は簡単、と聞いていたが、実際に受けてみると確かに楽勝ムードだった。そもそも試験自体が易やさしいレベルで赤点を取る生徒が殆ほとんどいない為、病欠した生徒等への救済措置として使われることが多いらしい。うっかりミスって追試を受けている秋晴の感覚からすると、それでもさらにワンランク簡単な内容になっていて、おかげでかなり助かった。

　……と、いうのも。

　試験開始直後から、集中しよう、気にしないようにしようと思ってはいるけど──どうしても、隣となりの席の美人に意識が向きそうになる。

　極力見ないようにしているけど、ちょっと問題に詰まってふと顔を上げたらついついそっちを見そうになるし、机と机の間は一メートルくらい空いているのになんか頭がふわつくようないい香りがしてきて、ちっとも集中出来ない。

　お前は集中力が無さすぎるからだ──と大だい地ちには言われそうだけど、秋晴としても言い分はある。試験中だから喋しやべれないけど、本当は声を大にして言いたい。

　──あんなの、気にならない方がおかしいって！

　秋晴だって、いくら見たこと無いような美人がすぐ近くにいるからといっても、十分もすれば多少は慣れる。

　……けど、ちょっと視界の方で動くものがあったから、なんだろうと思って左を見てみると……

　落としたケシゴムを拾おうと椅い子すから降りて、無防備に四つん這ばいになっている姿が。

　それだけならまだしも、何な故ぜかすぐに拾えないようで、こっちに向けて突き出された丸いお尻しりが揺れて、しかも丈たけが長いスカートが捲めくれ上がって──それはもう危ういギリギリなところまで見えていた。

　魅み惑わく的てきなのは、そんな目に見えたものだけじゃない。

「…………ふぅ……ぁ……」

「……んっ…………ぅん……」

「は…………ぁ……もう……」

　ふとした拍ひよう子しに聞こえてくる、憂うれいを帯びた色っぽい吐と息いきが耳じ朶だに響いて、その度に浮かんでいたはずの時事問題の名称やら単語やらが吹っ飛んでいく。

　おまけに、普通なら注意を浴びせて緊張感を取り戻してくれるはずの試験監かん督とくは、熟じゆく睡すいしたまま起きやしない。役立たずにも程がある理事長だ。

　そんなわけで、真まっ当とうな青少年には辛つらすぎる状況の中、秋あき晴はるは何度も自分を見失いそうになりながら、それでも懸けん命めいにテスト用紙に食らいついて……

　そしてようやく教室に試験終了のチャイムが響き渡った時、秋晴は一気に脱力して机に倒れ伏した。

　長かった……こんなにも長く感じた試験は、たぶん初めてだ。それもテスト以外の要素が絡からむとなると、間違いなく初めての体験だった。

　それでも、結果的に何とかなった。解答は全部埋うまって、少なくとも八割方は正解しているはずだ。

　秋晴は背伸びをして、達成感と開放感に身を委ゆだね──

「…………あ？」

　ふと視界の端はしにあった、隣となりの机に置かれている解答用紙に目がいって……そのまま、固まる。

　どの教科かは知らないけども、マークシート方式の解答用紙は、見事に縦たて一直線で塗り潰つぶされていた。

　あれは……もしかして、伝説の…………全然分からないから全部同じ選択肢しにしてみましたっていう、小学生がたまに使う技か……？　真ま面じ目めに答えたけどたまたま全部同じ選択肢になった、ってことは…………無いよな、きっと。

　大して難しくも無い追試にそんな技を使う美女に、秋晴はよく分からないけど畏い怖ふのようなものを感じて見入ってしまい──

　視線に気付いたのか、こっちを振り向いた彼女と目が合った。

　それだけでまた息が詰まるくらいの衝しよう撃げきで、秋晴は半ば放心するような形で見返して……

「…………あの？」

「……え？　あ、なっ、違、何でもないっ！　別に用があるとかでもないから！」

　反射的に手をブンブンと横に振って、秋晴は自分の顔が真まっ赤かになっているのを感じて目を逸そらす。美び貌ぼうもヤバイけど、彼女を見ていると試験前に見えてしまった胸元の白さや、試験中に見えてしまった黒いレースのあれとか、やたら熱い吐と息いきとか、色々と思い出されてしまって……あああ、これじゃまるで妄もう想そう爆ばく発はつしまくりの轟とどろき状態だ。違う、自分はあんなじゃない、決してそんなはずはない……！

　なんかもう色々と胸の内がごちゃごちゃになって秋あき晴はるがストレスにやられかけて胃の辺りを押さえていると、不意に教室のドアをノックする音が聞こえてきた。

　何だ、と視線を入り口へと向けると、

「あの、追試はもう終わりましたでしょうかー……？」

「…………四し季き鏡かがみ？」

　少しだけ開いたドアから顔を覗のぞかせたのは同じ従育科の四季鏡で、秋晴は少しだけホッとした。窮きゆう地ちで見知った顔が現れるのは、それだけで心強い。この際だ、相手が従育科きってのトラブル娘むすめでも関係ない。

　ただ、どうしてここに来たのかが分からない。何か従育科関連のメッセージでもあるんだろーかと、秋晴は声を掛けようとして……

　その前に、四季鏡の視線が自分を越えて固定された。

　そして──

「あら？　早さ苗なえさん……？」

「あっ、お姉ねえちゃん！　追試は大丈夫でした？」

　パッと表情を明るくした四季鏡は隣りん席せきの美女に駆かけ寄って、何やら親しげに話を……

　──と、そこで秋晴は重要なキーワードをスルーしそうになっている事に気付いた。あんまり予想外なことを言われたからつい認識拒絶しそうになったけど、バッチリ聞こえてしまったので聞き間違いの勘かん違ちがいってことも無いはずだ。

　だから恐る恐る、口の中で呟つぶやいてみる。

「…………なあ、四季鏡」

　その声に──二人は殆ほとんど同時に振り向いた。

「はい、なんでしょうか？」

「あら、やっぱり何か用事が？」

　その反応で、秋晴はやっぱり間違いないらしいと悟さとる。

「うー……駄だ目めですよぉ、聡さとしさん…………一いち郎ろうくんは、二ふた葉ばくんと出来てるんですからぁ…………ああ、でもこのカップリングも……」

　ついでに聞こえてきた楓かえでの寝言は聞こえない振りだ。

　秋晴は確認がてら二人を交互に指差して、

「あんたら……姉妹なのか？」

　念の為に訊たずねてみたところ、返ってきたのは小さな頷うなずきだった。
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「姉はですね、三年生なんです。とっても綺き麗れいで、自じ慢まんのお姉ねえちゃんなんですよ」

「あー……確かに恐ろしく美人だな」

　追試が終了し、今日はもう授業もＨＲも無い──ということで、秋あき晴はるは四し季き鏡かがみ（妹）を引っ張ってきて、場所を食堂に移しての質問タイムを設けさせて貰もらった。

　道すがら聞いた内容と合わせるとかなり色々な新事実が浮上してきたので、確認するように呟つぶやいた。

「しかし、驚きだな。お前、去年まで普通に白はく麗れい陵りように通ってたってことだよな？」

「はい、そうですよ。私も姉も幼よう稚ち舎しやからずっと白麗陵に通ってるんです」

「……で、なのにどうして高等部から従育科に転科したんだ？」

　メイドに憧あこがれて──というのも無くはないだろうけど、家事が好きだっていうんならあそこまで壊かい滅めつ的てきに何も出来ないってことは無いだろうし、それに加えてあのドジっぷりだ。

　掃除をすればハリケーンの如く破壊と混乱を招き、ただ走るだけで転び、率先して動こうとすれば裏目に出る──しかも周囲を巻き込んで。

　そして巻き込まれる確率がやたらと高い秋晴としては、今からでも大人おとなしく上育科に戻って貰もらいたいというのが本心だ。何度となく死を予感させるドジに巻き込まれるのは、本当に勘かん弁べんして貰もらいたい。

　淡い期待を抱いだいて向かいに座る四季鏡を見ると、メイド服を着た同級生はどこか恥ずかしそうにテーブルの上でもじもじと指を絡からませて、

「その……ちょっと家が、没ぼつ落らくしちゃいまして……」

「……………………それはまた…………ディープな理由ですね……」

　突いたところで意外な言葉が出て来て、秋晴は頬ほおを引きつらせてしまう。こいつのことだからどうせ真まっ当とうな理由じゃないんだろうなー、と思ったけど……没落て。いつの時代に盛んに使われていた単語だ、それは。

　もしかしなくても訊きいちゃいけないデリケートな部分に触ふれてしまったんじゃないかとおどおどしていると、四季鏡ははにかむように微笑ほほえんだ。

「家自体は鎌かま倉くら時代から続く祭さい司しの家系で、それなりに名門だったと聞いていますけど……お恥ずかしいことに、お祖じ父いちゃんとお父とうさんが事業に失敗してしまって、さらにお友達に騙だまされて膨ぼう大だいな借金を抱かかえ込むことになってしまいましてー……それでこう、ぽてんと転がるように、没落を」

「……そんな可愛かわいらしいもんじゃないと思うが……」

「いいえっ、全然大丈夫です！　確かにお祖父ちゃんもお父さんも無職になって、住み慣れたお家も大好きだったスイスの別荘も全部手放すことになりましたけど、最終的には財産処理で借金は完済出来ましたし、臓器は売らずに済みましたから！」

「だからディープ過ぎるんだよ内容が！」

　思わず大声で返して、それから秋あき晴はるは吐と息いきと共にテンションを落とし、

「……それで金の掛からない従育科に入ったのか？　でも、それだとあの……ええと、」

「あ、お姉ねえちゃんは沙さ織おりって名前ですよ」

「……その沙織さんは、どうして上育科にいるんだ？」

　従育科の生徒がタダで寮に住めて授業を受けられるのは、上育科の生徒が莫ばく大だいな額がくを払っているからだと、秋晴は聞いていた。

「白はく麗れい陵りようは進級毎にではなくて、進学毎に一いつ括かつで学費を納めるようになっているんですよ。高等部の場合、総額で一億円くらいだったと思います。お姉ちゃんの高等部に通う間の分は支払済みでしたので」

　流石さすがに凄すごい額だけど──この数ヶ月で四し季き鏡かがみが壊こわした備品の総額に比べれば、それ程高くもないような気がするのがもっと凄すごい。

「それに加えて、行事や施設の増改築等がある度に寄付金を募つのりますけど寄付は強制ではないので、素知らぬ顔をしていれば大丈夫です！」

「…………意外に逞たくましいのな、お前」

　ぐっと拳こぶしを握る四季鏡にそう言って、秋晴は椅い子すに深く座り直す。

　常識を疑いたくなるくらい何も出来ない奴やつだとは思っていたけど、お嬢じよう様さまだったわけか。しかも鎌かま倉くら時代から続く家となると、かなりの家いえ柄がらなんだろう。となると、家事どころか普通なら自分でやるようなことも使用人とかに任せっきりだった、ってことも考えられるわけだ。

　しかし……親や祖そ父ふがそこまで壊かい滅めつ的てきな失敗をして、おまけに姉は追試を受けていた、ってことは……

「なあ、四季鏡よ」

「なんですか？　そんな、改まって」

「お前、テスト結果どうだった？　赤点は無かったみたいだけど」

「良かったですよ！　何日も徹夜して一生懸けん命めい勉強した甲か斐いがあって、なんと最高点は四十二点ですっ。赤点無しなんて、何年振りかも分かりませんし……努力した甲斐がありました！」

「…………そうか」

　ちなみに秋晴は前の学校では平均よりちょっと悪いくらいの成績で、そこそこ勉強して臨んだ期末テストの平均点が六十点台だったりした。現代社会での痛つう恨こんのミスさえなければ八十点台になっていたはず。その程度の難度だった。

　なのに、ギリで赤点を回避するくらいの成績ってことは。

　四季鏡家の皆さんは、総じて駄だ目め揃ぞろいってことか……？

「……お前も騙だまされないように気を付けろよ」

「心配無用ですっ。誘ゆう拐かいされかけたことは何十回かありましたけど、こうして無事に五体満足ですから！」

「…………本当に気を付けろよお前……」

　物もの凄すごく将来の不安を感じさせてくれる同級生にそう言って、秋あき晴はるは大きくため息を吐ついた。
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「──つーわけで、四し季き鏡かがみもあれでなかなか大変らしい」

「なるほどな……その話を聞くと多少は合点がいく。どうして彼女が従育科にいるのか、かなり謎なぞだったからな」

　そう言う大だい地ちだけど、表情に変化が無いから納得したようにはまるで見えない。それでも、こいつ何か感かん慨がい深く思っているんだろうなー、と想像がつく程度には経験値が溜たまっているので、秋晴は頷うなずき返した。

　放課後に四季鏡（妹）から聞いた話は上育科生の間では周知の事実らしいので、大地の奴やつにも一応話しておいた。冷たい奴じゃないけど、従育科で一番優秀な大地は四季鏡の駄だ目めっぷりに苛いら々いらしていることもあるみたいなので、実情を知れば少しは態度が軟化するかもしれないと思ったからだ。

　そう秋晴が睨にらんだ通り、机に背を向ける形で椅い子すに座った大地は小さく息を吐はいて、

「……どこの家庭にも複雑な事情というのはあるんだな。もっと悲劇的な状況下にいる人間も少なくないから四季鏡に特別同情する気にはなれないけど……少し、見直した」

「そうだなぁ。かといって被害が減るわけじゃないけど、元々あいつの失敗に悪意はないし、フォローしてやるかって気にはなるな」

　言って、秋晴は腰こし掛かけていたベッドに寝転がる。もう夕食は終わって風ふ呂ろにも入った後なので、横になると途と端たんに眠ねむ気けが湧わいてきた。

　それを心地良く感じながら、

「……にしても、そうだよな。いくら白はく麗れい陵りようのブランド力があるからって従育科なんて聞いたこともない変なところに入ろうなんて思うヤツは、よっぽどの事情があるか、よっぽどの物好きかの二択なんだろうな」

「そうだろう、が…………そう言う日ひ野のはどうなんだ？」

「あー、俺おれはタイミングにやられた感じかな。早いとこ自活出来るようになりたかったし、前の学校に──まあ不満があるわけじゃなかったけど、鬱うつ屈くつしかけてたから。偶ぐう然ぜんテレビで従育科のことが取り上げられているのを見ていなかったら、ここにはいなかったしな」

「……家族の反対は無かったのか？」

「四季鏡の家ほどドラマチックな状況じゃないが、うちも色々あるからな。両親はとっくに他界済みで、籍せきを置いている親しん戚せきの家は俺おれにそんな干かん渉しようして来ないし」

「…………そうか」

　微び妙みように沈んだ大だい地ちの声に、秋あき晴はるは体を起こした。相あい槌づちなのか暗に謝罪しているのか、どっちとも取れる口調だったけど……実際に表情を見ても、どっちだか分からない。まだ経験値が足りてないらしい。

「大地の家はどうなんだよ？　反対されなかったのか？」

　空気が冷えそうだったのでとりあえずそう口にしてから、そういやこんな話をするのは珍しいなと気付く。ルームメイトなんだからもっと互いの育ってきた環境について話していてもよさそうなものだけど、大地はどちらかといえば寡か黙もくな性た質ちなので、それに合わせて秋晴も込み入った話はあまりしていなかった。

　まあこんな日があってもいいかと秋晴が気軽に思っていると、大地は端たん整せいな顔をやや曇らせて、

「…………反対された気もするし、嵌はめられた気もする」

「嵌められたって……なんだそれ？」

「従育科に行きたいと思ったのは自分の意思だが……こんな不本意な形で入る羽は目めになったのは、やっぱりあの常識知らずの両親が──」

　そこまで言ったところで大地は慌あわてた風に口を噤つぐみ、バッと立ち上がった。

　そして『いきなりどうしたんだ』と秋晴が言う前に、

「……よ、用を思い出したから、少し外に出る」

「へ……？　いや用って──」

　訊たずねようにもそそくさと移動した大地は既すでに部屋から出て行くところで、すぐにドアが閉まる音も聞こえてくる。

　秋晴はしばしぽかんとして……それから再びベッドに横になって、呟つぶやいた。

「あんなあからさまな誤ご魔ま化かし方をしないでもなあ……」

　基本的にクールなヤツだけど、時々抜けている。まあ、あーいうところは根ねが素直ってことなんだろうけど。

　にしても、何を言おうとしたんだかちっとも想像がつかない。不本意な形とか言われても、入学にはあの深み閑かんが関わっているんだから、まさか裏口入学なんてことはないだろうし。

「……まあ、色々あるってことなんだろうな」

　急転直下の人生を送っている四し季き鏡かがみや相変わらず謎なぞだらけな大地のことを考えながらそう呟いて、秋晴は大きな欠伸あくびをした。
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　追試のあった翌日からテスト休みに入り、週明けまで授業は無い。生徒も教師も休みが多いと嬉うれしいという共通意見がまかり通っての結果だ。流石さすがは金持ち校、って感じがする。

　とはいえ、夏休み目前のこの時期にわざわざ帰き省せいする生徒は少ないようで、学院内にはそこそこの数の生徒が見受けられた。

　いつものことながら上品な会話に優ゆう雅がな仕種しぐさで通り過ぎていく彼女等をぼんやりと見ながら、陽気のせいか人が少ないカフェテラスの一席で、秋晴はアイスコーヒーを一口飲む。

「お前もそうだけど、構内を彷徨うろつくくらい暇ひまなら買い物にでも行けばいいのに。……あー、俺おれも久しぶりにゲーセンとかカラオケとか行きたくなってきた」

「暇ひま潰つぶしの買い物にも限度がありますわ。欲しい物を欲しいだけ買ってしまうのも虚むなしいものですわよ」

「そんなもんか？　金持ちも難なん儀ぎなんだな」

「ええ、そうですわ。……ところで、ゲーセンって何ですの？　カラオケは知ってますけど」

　チェック模様の盤ばん面めんを凝ぎよう視ししたままナイトの駒こまへと指を伸ばすセルニアの言葉に、秋晴は軽いカルチャーショックを受けつつ答える。

「ゲームセンターの略、って言えば分かるだろ。あれだ、アミューズメントパーク。対戦が流は行やっている店だと盛り上がっていいぞ」

「イギリスにもありますわよ。ですけど、大人おとなの社交場という意味合いが強く未成年が通うような場所ではありませんわ」

「……いやそれはゲームの種類がだいぶ違うだろ」

　どうもパイプだか葉巻だかの煙けむりが流れるモダンな雰ふん囲い気きを思い浮かべているらしいドリルに突っ込みを入れるが、反応しない。

　代わりに、ここだと言わんばかりに音を立ててナイトを移動させて、セルニアは盤面から視線を剥はがしてこっちを睨にらむ。

「これでどうですのっ!?」

「ん、ならこれで……チェック」

　予あらかじめ決めていた通りにビショップを動かして、秋あき晴はるはセルニアの顔色を窺うかがってみた。

　見事に絶句し、白い頬ほおを赤く染めるドリルの様子を観察することが出来た。

　自分がどれだけ不利な状況にいるかを悟さとることは出来たようで、キッとこっちを睨み、

「詐さ欺ぎですわっ！　日本育ちの庶しよ民みんの癖くせに、どうしてそんなに強いんですのっ?!」

「親父おやじがこの手のボードゲーム好きで、毎晩付き合わされた時期があったからな。それに、別に嘘うそは吐ついてないぞ」

　しれっと言いながら、秋晴は内心でほくそ笑む。

　午前中は自主トレをして過ごし、午後に入って適当に構内をぶらついていたところでセルニアと遭あい、いつものように絡からまれた。ただしいつもと違ったのはセルニアが勝負を挑いどんで来て、その内容がチェスだったいうこと。

　小学生の頃父親にしごかれていたからそこそこ腕うでに覚えがあったので、『昔やったことがあるから、やってもいいぞ』と受けて立ち──その結果が、これだ。

　セルニアも別に弱くはなかったけど、性格が良く出ていて裏を読みやすいので、簡単にペースを掴つかむことが出来た。この手のゲームは数手先まで読むことと相手のペースを崩くずすことが重要なので、その意味で相性が良かった。これが朋とも美み相手なら、たぶんあっさりと読み切られて負けて終わりだ。

　これで決まれば四勝目だ。罰ばつゲームでも決めておけば良かったと思うけど、十分に楽しめているから良しとしよう。セルニアの物もの凄すごく悔くやしげな顔を見れるだけで面白いし。

　今も歯は軋ぎしりせんばかりにこっちを睨にらんでいるドリルは、握り締めた拳こぶしを微かすかに震わせて、

「大体、貴方あなたっ！　仮にも執事になろうというのでしょう?!」

「そうだけど、それがどーしたよ？」

「なら少しは相手を立てるということを知っておくべきですわ！　無ぶ遠えん慮りよにずけずけと攻勢に回ってばかりで……！」

「接待プレイでもしろってか？　別に手加減してやってもいいけど、イギリスの名門貴族の令れい嬢じよう様さまがたかが日本の庶しよ民みんに自じ力りきだけじゃ勝てないなんてことは──」

「そんなわけ無いですわよっ！　この私が勝てないだなんて、ありえませんわ！」

「なら別にいいだろ。頑がん張ばって勝利をもぎ取ってみろよ、お嬢様」

　そう言うと、挑ちよう発はつすればとてもいい反応を返してくれるセルニアは期き待たい通り、怒りに眦まなじりを吊つり上げながら閉ざした唇くちびるをわなわなと震わせた。うん、これだけで娯ご楽らくとしては十分だ。

「ほら、まだチェックメイトじゃないぞ。逆転の手があるかもしれないんだからしっかり考えろよ」

「わ、分かってますわよ！」

　セルニアは再び盤ばん面めんを凝ぎよう視しし始める……けど、たぶん分かってない。確かにまだチェックメイトじゃないけど、この局面から挽ばん回かいするのは相当に腕うでがいるし、あと二手で詰みだ。

　この調子だと夕方までは暇ひま潰つぶしが出来るかなー、と思って秋あき晴はるが欠伸あくびを噛かみ殺していると、

「──まあ、ここにいたんですね」

　聞き覚えのある声が横手からして、けれどすぐに誰かは思い浮かばずにそちらを向いて……固まった。

　昨日きのう、同じ部屋で追試を受けていた美人──もとい、四し季き鏡かがみの姉。今日は薄うすピンク色で肩かた紐ひもの無いホルターネックのキャミソールにミニスカートという、なんだか量販店（ユニ●ロとかライト●ンとか）で売っていそうな庶民的かつ涼しげな服装で……なのにこの人が着ると不思議と高級感があって、しかも色気は数割増しになっていた。

　肌はだの露ろ出しゆつなら向かいにいるセルニアも同じくらいだけど、この人を見ていると無性にドキドキして心臓に悪い。男を惑まどわすフェロモンが出てるって、これは。

　直視しづらいけど目を離すことも難しいという強烈な魅み力りよくに難なん儀ぎしつつ、秋晴は出来るだけ平静を装って四し季き鏡かがみ沙さ織おりへと頭を下げた。

　すると沙織の方も軽く会え釈しやくして──それだけで体温が上昇してしまう。駄だ目めだ、自分が自分じゃなくなったみたいに不安定になっている。どれだけ魔ま性しようの引力が働いているんだ、この上級生は。

　続いての肩かたに掛かっていた髪かみを後ろに流す仕種しぐさに頭がやられかけて、秋あき晴はるはこれ以上黙っているのは危険だと口を開き、

「っと、なんか用……ですか？」

　雰ふん囲い気きに呑のまれて敬語で問うと、沙織はほんの少し口元を緩ゆるめて微笑ほほえむ。それだけで思考が吹っ飛びそうになるのを、秋晴はギリギリで回かい避ひ。

「あなたと少しお話がしたくて──日ひ野の、秋晴さん」

「……どうして、名前……？」

「早さ苗なえさんから聞いています。それより……取り込み中ですか？」

　言われて、そういやゲームの最さい中ちゆうだったことを思い出す。ついでにセルニアが自分を蛇へびのような目つきで睨にらんでいることにも気付いた。

　明らかに不ふ機き嫌げんなその様子に……秋晴は小さく頷うなずいて、沙織へと向き直る。

「大丈夫っす。それじゃ、向こうの席で──」

「ちょっとお待ちなさい!!」

　何な故ぜか怒ど鳴なり声をあげたのはセルニアで、どういう訳かこめかみに青筋が浮きそうなくらいご立腹だ。

　その目は蛇から大おお鷲わしに変化していて異様な迫力を発散中、視線で射殺すつもりなんじゃないかってくらいこっちを睨にらみ、

「この私とチェスの真まっ最さい中ちゆうですのよっ!?　それを、蔑ないがしろにっ……」

「だってお前、すぐに次の手考えつかないだろ？　その間、向こうで話をしてるってだけだ」

「すぐに、五秒で決めますわよ！」

「……いいけど、ここでミスったら絶対に挽ばん回かい不可能だぞ。最悪、次の手でチェックメイトになるからな」

「なっ…………くぅ……！」

　親切に助言してやると、セルニアは露ろ骨こつに悔くやしげな表情で歯を食い縛しばる。やっぱり負けるのは嫌いやらしい。

　なので、もう一押し。

「……そうだな。そこから逆転勝ち出来たら、何でもいいから言うこと一つ聞いてやるよ」

「────何ですって？」

　その一言に、セルニアは露骨に食いついた。実は『海に投げた指輪を探し出して来い』というくらい難度激げき高だかな挑ちよう戦せんだとも知らないで。

　ある意味、こっちもチェックメイトだ。

　そう思って秋あき晴はるは立ち上がり、

「手が決まったら呼べよ。気が散るだろうから、向こうの席で話するからよ」

「………………………………死ぬほど後悔させてやりますわ……！」

　呪のろいとしか思えないセルニアの言葉に軽く手を振って応こたえ、秋晴は沙さ織おりへ目で合図して奥の席へと移動する。

　一応チェスをしていた席が視界に入るようにテーブルを選んで、さっさと椅い子すに座った。執事になるべく訓練しているんだしウエイター実習では椅子を引いてあげたりしているんだからここでもやるべきかもしれないけど、至し近きん距離で微笑ほほえまれたりしたらまた妄もう想そうの翼つばさが広がって、どれだけダメージを食らうか分かったもんじゃないので止やめておく。

　話をするだけでどれだけ気力を削けずられるか分からないので、秋晴は覚かく悟ごを決めつつ沙さ織おりが椅子に腰こし掛かける様さまを、

「あっ……？」

　──訂てい正せい。椅子に腰掛けようとして見事にすっ転ぶ姿を見届けた。その拍ひよう子しに昨日きのうに続いてスカートの中が見えて、やっぱり色は……ってそれはどうでもいいか。

　なんというか、見事なまでの鈍どん臭くささで座り損ねて倒れる姿は、美人が台無しというか今まで感じていたフェロモン空間が瞬しゆん時じに破壊されるくらいの駄だ目めっぷりで、ようやく実感する。この人は、間違いなく四し季き鏡かがみの姉だ。

　助けるにしても微び妙みよう過ぎるので秋晴が黙って見て見ぬ振りをしていると、沙さ織おりはのろのろと椅子に掴つかまるようにして立ち上がり、今度こそちゃんと腰掛ける。

　そしてにっこりと微笑ほほえみ、

「……今日は椅子の調子が良くありませんね？」

　こけたのを椅子のせいにした。……というか、椅子の調子ってなんだろう。

　物もの凄すごく突っ込みたいけど、なんだか訳の分からない返しをされそうな気がして、秋晴は黙殺を決め込む。何も見なかったし、何も聞かなかった。それで平和に事が済む。

　とりあえず誤ご魔ま化かすように笑って見せて、

「それで、話っていうのは？　四季鏡……っと、妹さんのことですよね？」

「ええ、その通りです。良く分かりますね？」

「……まあ、一応」

　というか、分からない方がおかしいというか。

「あなたのことは早さ苗なえさんから聞いていて……とてもお世話になっているって」

「世話というか……」

　むしろ迷めい惑わくかけられているだけというか……

「だからあなたにも早苗さんのことを訊ききたいな、って思ったんです。従育科の授業についていけているのか、少し心配で」

「あー……何とかなってますよ」

　その代だい償しように自分が心身を滅め茶ちや苦く茶ちやにされているというか……

「あの子、ちょっぴり慌あわてん坊さんですから。きっとお母かあさんに似たのね」

「……そうかもしれないっすね」

　…………うん、もういいや。この姉妹にはどうせ通じないんだろうし……

　あまりにアレな会話内容に、秋あき晴はるは曖あい昧まいな笑みを浮かべたまま、テーブルの下で強く拳こぶしを握り締める。温ぬる々ぬるで素面しらふじゃやってられないような話だけど、桃もも色いろワールドに引きずり込まれるよりはずっといい。瞬しゆん間かん瞬間はとても嬉うれしいけど、トータルで考えれば色々と辛つらいし。

　それに、視界の奥に映っているセルニアのドリル頭が何度となくこっちを振り向いているのも気になる。まだ次の手は思いついてないっぽいけど、あの監かん視しするような雰ふん囲い気きは何なんだ。もしや四し季き鏡かがみ（姉）の驚異的なエロスパワーを知っていて注意を払っているんだろーか？

　何だか居たたまれなくなってきた秋晴は、早めにこの対話を終わらせられるようにしようと脳裏に四季鏡（妹）の顔を思い浮かべ、

「なんっつーか……後から編入して来た俺おれが言うのもアレですけど、頑がん張ばっていると思いますよ。少なくとも、授業に真剣に取り組んでいるっていうのは評価出来るはずだと」

「ふふ……昔から真ま面じ目めで、真まっ直すぐにしか物事を見られないような子だったんですよ。中学の時にあった体育祭でも、上う手まくハードルを飛べずに……」

「転んだとか？」

「最終的には転びましたけど、それまでは薙なぎ散らすようにして見事に破壊していました」

「…………」

　そう聞くと、なんだか妙みように納得出来る。ドジで天然入っている上に無む駄だにパワフルで、だからこそ大おお怪け我がせずに済んでいるんだと秋晴は思っていた。しかし、ハードルを薙ぎ倒すて。どんなお嬢じよう様さま時代だ、それは。

　どうコメントしていいか迷った挙げ句、

「……元気なのはいいことっすよ」

　そっと目を逸そらして、そう言った。半分くらいは本音だから、別に逃げた訳じゃない。

　けど、姉の身としては嬉うれしい発言だったらしい。

　沙さ織おりは白しら百ゆ合りのような清せい楚そな笑みを浮かべ、真まっ直すぐにこちらを見て、

「──良かったです。早さ苗なえさんのことをそう言ってくれる友人がいるなら、わたしも安心して嫁とつぐことが出来ますから」

「あー、あんまり安心されても……………………………………………………って、え？」

　なんかさらりと衝しよう撃げき発言をされてしまった。

　彼女、今凄すごいこと言わなかったか？

　確か……担かつぐ、じゃなくて、

「嫁とつぐって……え？　それは、誰が？」

「勿もち論ろん、わたしですよ？」

「……………………いつ？」

「そうですね、卒業してからだと思いますよ。でも、結ゆい納のうくらいは夏休みの間にしてしまうかもしれません。何しろ、事は急を要しますので」

「…………？」

　唐とう突とつな結けつ婚こん発言に驚いていた秋あき晴はるだったが、少し引っかかる部分があった。

　今の言い方は、ちょっとおかしい気がする。微笑を湛たたえていて、祝うべき内容を話しているはずなのに、まるで──

「……結婚したいんじゃなくて、しないと駄だ目めなのか？」

「そうですね。それがわたしに出来る最善のことだと思いますから」

「…………頼む、もう少し分かりやすく答えてくれ。結婚しないといけない理由って何なんだよ？」

　難解な言い回しをする彼女に根負けしそうになりながら秋晴が訊たずねると、沙さ織おりは右手を自分のふくよかな胸に当てて、そっと目を閉じた。

「今、わたしの家は大変なんです。お父とう様さまは職探しをしては失敗して、お母かあ様はまともに家事も出来ません。お祖じ父い様に至ってはちょっとボケ始めています。率そつ直ちよくに言って、駄だ目め家族ですから」

「…………それは大変だな」

「ええ、大変なんですよ。そしてわたし自身も、何の取り柄えも無い駄目な娘むすめで……就職は絶望的だと自負しています」

　そこは堂々と自負すんなよと言いたい。……が、秋晴は空気を読んで黙ることにする。

　代わりに、

「だからって、結婚なのか？」

「はい。何も出来ない頭も悪いわたしですが、容姿だけは恵まれているみたいで……昔から求きゆう婚こんは絶えませんでしたから。家が傾いた今でも、わたしを欲して下さる殿との方がたは多くて数々のお誘いが来ているんですよ」

「……まあ、そうだろうなぁ」

　真まっ当とうな男なら誰でも見み惚とれてしまうような、世界規模のコンテストでも優勝出来そうなくらいの美人だ。今まで高たか嶺ねの花で手が出なかった奴やつも、ここぞとばかりに勝負に出たんだろう。

　秋晴だって、ほんのちょっと前までヤバかった。呆あきれや混乱で感覚が麻ま痺ひしかけている間に多少慣れたものの、見つめられるとやっぱり鼓こ動どうが速まってしまう。

「ですから、一番財力と将来性のある殿方と結婚をしようと思っているんですよ。そうすればお父とう様さまもお母かあ様も無理せず安あん泰たいに暮らせますし、お祖じ父い様を高級老人ホームに入れてあげることも出来ますし……」

「いや祖父さんの扱いが…………」

「はい？」

「……いや、いいけどよ。つまりは、金目当ての結けつ婚こんをする、と……」

　随分と遠回りして辿たどり着けたオチに、秋あき晴はるはため息を漏もらす。俗っぽいと取られそうな感じもするけど、たぶん家族の為に自分が出来ることを懸けん命めいに考えての結論なんだろう。裏うら表おもて無さそうな性格だし、本気で社会不適合な一族っぽいし。

　……なんというか、夏休み目前で期待に溢あふれる時期に相応ふさわしくない、物もの凄すごく重い話を聞かされてしまった気がする。でも深刻さより疲労感の方が強いのは何でだろーか？

　ともあれ、マジな話には違いなかった。

「……けど、それなら妹の心配なんてすることないだろ。あんたが幸せにしてあげるつもりなんじゃないのか？」

「ええ……ですけど、早さ苗なえさんは真まっ直すぐな子なので、わたしが結婚をしても従育科を辞やめないと思って。随分と厳しい授業を行っていると聞いていますし、姉としては不安で……」

「まあ、確かに不安だな。色々な意味で。いやむしろ全面的に不安ばかりか」

　身近で見てきた姉もフォロー出来ない領域らしく、沙さ織おりは哀かなしそうに深く頷うなずいた。

　何せ相手はあの四し季き鏡かがみだ。授業・実習で壊こわした備品は数知れず、その総額で都内一等地に高級住宅が建てられると評判のハイパードジ娘むすめだ。

「ですから、妹を支えてくれる人が見つかって、これで安心して嫁とつぐことが出来ます」

「──よし待て、その発言についてちょっとシンキングタイムに突入してみようか」

「はい？　どうかなさいましたか？」

　惚とぼけたように小首を傾げる上級生に、秋晴は聞き間違いないようにゆっくりと、

「……誰が、誰を、支えるんだ？」

「あなたが、早苗さんを、支えます」

　下へ手たな和訳のような言葉が返ってきた。ああくそ、想像はしていたけどその通りでも何も嬉うれしくない。

「どうして俺おれが四季鏡を支える流れになるんだよ?!　おかしいだろ絶対！」

「おかしくはないですよ。ほら、愛がありますから」

「どこにだっ!?」

「目には見えないところなので説明は出来ませんが……でも、大丈夫。話をしてみて、あなたが優しい人だということは十分に分かりました。どうか早苗さんのことを宜よろしくお願いします」

　そう言って頭を下げられてしまい、秋晴はどうしていいのか分からなくなる。何なんだ、この不思議な思考回路は。

　これはたぶん、説得なんて無理だ。力押しで何とか有う耶や無む耶やにするしかない。

　そう決めて、秋あき晴はるは強く沙さ織おりを睨にらみ、

「──俺おれだって自分のことで一杯一杯なんだ、四し季き鏡かがみの世話まで見ていられない」

「まあ……何とかなりませんか？」

「無理。一応は仲間だから出来る範囲では手助けするけど、あの天てん災さい級ドジ爆ばく弾だんのフォローをするなんて、そこまでボランティア精神旺おう盛せいじゃないんだよ」

　自分でも酷ひどいことを言っているな、と思いはするけど、表情は変えない。ここでちょっとでも退しりぞいたら、なし崩くずしに面倒事を背負わされる予感が絶大だ。

　疼うずく良心を抑おさえ込んで、秋晴は頑がんとして譲ゆずらないことをアピールすべく、沙織を見み据すえて──気付く。

　……あの表情はおかしい。残念そうに眉まゆを顰ひそめるでもなく、柳りゆう眉びを逆さか立だてて怒るでもなくて、何な故ぜだかにこにこと笑っていた。希望を全力で拒否された人間がする態度じゃない。

　嫌いやな予感に首筋辺りがちりついて、秋晴は掻かいて痒かゆみを発散させようとして──

　挙げた右手を、沙織に両手で包み込むようにして握られた。

「…………え？」

　予想外の行動と、白はく磁じのように麗うるわしい手の冷たくて優しい感かん触しよくに秋晴は戸と惑まどって、

　──そこに、性別を問わず誰もが魂たましいを惹ひかれるような微笑ほほえみを至し近きん距離で見てしまい、見事に思考がパンクした。

「勿もち論ろん、大事な大事な早さ苗なえさんの事です。ちゃんとお礼はさせて頂きますよ」

　艶つややかな唇くちびるが淑しとやかに動くのを呆ぼう然ぜんと秋晴が見ていると、握られている手が引っ張られた。

　そして──そのまま、キャミソールに包まれた沙織の豊かな胸元に引き寄せられた。

　ふみゅに、という反則めいた感触が、

「ぃ────なをすてっ!?」

　あまりのことに『何をしているんですか!?』と言おうとして意味不明な事を口走ってしまった。

　秋晴は自分の手が視覚的にも触しよつ覚かく的てきにもえらいことになっている異常事態に半ばパニックになって、微笑ほほえんだままの沙織へ叫ぶように問い質ただす。

「なんっ、何でこんなことを!?　新あら手てのキャッチセールスか?!」

「ですから、お礼です。前払いですよ」

「んな礼の仕方聞いたことねぇよっ?!」

「そうですか？　伝統的な方法を選んだのですけど……それにわたし、自分の体くらいしか誇れるものが無くて」

「いやその使用方法は間違ってるって!!」

　このままではまずいと、秋晴は立ち上がると共に手を引き抜こうとして、

「なっ、動かな……!?」

　全力で引っ張ってもびくともしなくて、愕がく然ぜんとする。あんなに細くて柔やわらかな手でハムスターでも包むように持っているように見えるのに、何で動かないんだ。岩の間に挟はさまったんじゃないかと思うくらい微動だにしない。

　受け入れ難い現実に秋あき晴はるは躍やつ起きになって手を引っ張るが、ちっとも効果はなくて、それどころかさらにしっかりと抑おさえ込まれてしまい、

「まあ……積極的ですね？」

「違う、逆っ！　超消極的な行動取ろうとしてるんだよっ」

「ん……服の上からだと物足りませんか？」

「そんなアピールしてないだろっ?!」

「婚こん約やく前に、そんな……でも流されるままに不ふ貞ていを働くって、ちょっぴり燃えますね？　それも妹の想い人だなんて……ハーレクイン小説みたいです」

「いやむしろ昼ドラ展開だからっ！　どろどろなことになるから止やめろっての！」

　聞く耳を持たない沙さ織おりは照れるように頬ほおを染めて、それがまた綺き麗れいで──って、ときめいている場合じゃない。

　秋晴はマイペース過ぎる蟻あり地じ獄ごくな彼女から逃れようと必死になるも、男女の腕わん力りよく差とか体重差とかそんなものは物理法則の向こう側に捨てられてしまったかのように、テコでも動きそうにない。四し季き鏡かがみ（妹）といい、どうしてこんなに力が強いんだこの姉妹は。細ほそ腕うでなのにアフリカ象でも組み伏せられそうな力って、理解不能すぎる。

　しかもこっちが人体の不思議に混乱しかけているっていうのに、沙織はしっとりと瞳ひとみを潤うるませて、

「強引なの……嫌きらいじゃないですよ？」

「だから、違っ──」

　全力で否定しているっていうのに、ちっとも聞いてくれない。

　こうなったらこっちも限界を超えて抵抗をするしかない。そうでないと、何だかよく分からないけど四季鏡家に取り込まれてしまうことになるっぽい。それにこんな真っ昼間の屋外で、傍はた目めから見れば痴ち漢かん行為を働いているような状況が続いたら、絶対に誰かに見み咎とがめられてまた良からぬ噂うわさが立ってしまう。

　眠ねむっている力よ今こそ目覚めろ──と気合いを高め、秋晴は渾こん身しんの力で手を引っ張る。

　するとタイミングのいいことにほんの少しだけ拘こう束そくが緩ゆるんで、今まで動かなかった手が自分の体へと引き寄せられ──

「あら……？」

「のっ……!?」

　──いつの間にか指先に引っかかっていたキャミソールの紐ひもが、

　スルッという浅い手て応ごたえと共に外れて、

　昨日きのうも見た、目を奪うような淡い白さが露あらわになって──




「──何をしていますの？」




　底冷えするような声に、秋あき晴はるは背筋を強こわ張ばらせて振り返る。そうだ、すっかり忘れていた。すこし離れたテーブルに、アルミよりも熱しやすい英国製ドリルがいることを。

　たぶんコンマ一秒にも満たないタッチの差で、沙さ織おりの胸は見ずに済んだ──いや物もの凄すごくがっかりしている自分は否定しないけど、それでも良かった。あの人の胸なんて直視した日には、たぶん殴なぐられても正気に戻れない気がする。そこから派生するだろう桃もも色いろ時空に引きずり込まれることを考えれば、これで正解だ。

「セルニアっ、この人をどうにか──って、四し季き鏡かがみ？　お前まで、何で……」

「まあ、早さ苗なえさん……？」

　意外なことに、セルニアの横には話題の人だった四季鏡早苗がいた。休みの日だっていうのにメイド服を着た四季鏡は、目を丸くしたまま固まっていて答えてくれそうにない。

　代わりに、眉まゆを怒らせたセルニアが口を開く。

「そちらにいる沙織さんを探していたそうですわ。しかも私が会かい心しんの一手を思いついた矢先、盛大に転んでチェス盤ばんを吹っ飛ばしてくれましたの」

「……そうか」

　歓喜から絶望へと垂直落下を食らったセルニアの気持ちは良く分かる。なんというかご愁しゆう傷しよう様さまとしか言い様ようがない。

　そして妹の登場に驚いたのかホールドされていた手が外れ、秋晴は慌あわてて横に飛び退のく。危なかった、もう少しで色いろ香かにやられていたかもしれない。

　秋晴はホッと安あん堵どの息を吐ついて──

「どういうことですか、お姉ねえちゃんっ！」

「……む？」

　四季鏡のただならない様子に気づいて、口を閉ざす。

　珍しいことに、四季鏡は怒っているのか哀かなしんでいるのか、或いはその両方とも取れる複雑な表情を浮かべていた。
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　その剣けん幕まくを受けて、姉の方はというと……きょとんとした、ちっとも深刻さを感じさせない不思議そうな顔をしていた。キャミソールは────なんで直してないんだよ。でも際どい部分に布地が引っかかるようにして隠かくれているから、かろうじてセーフ。視覚的には十分アウトな領域だけど。

　ぼんやりしている彼女に代わり、秋晴は恐る恐る誤解を解きにかかることにする。

「いや、あの、四し季き鏡かがみ？　別にお前の姉とは、変なことしていたわけじゃないぞ？　これは事故、紛まごう事なき事故であって」

「お姉ねえちゃんが脱ぬいでいるのはいつものことだからいいんです！　部屋にいる時はいつも裸はだかですし、この前はうっかりそのまま外に出ようとしていましたし、それは別にいいんです！」

「いやよくないだろそれは……」

　思わず突っ込んで、それから秋あき晴はるはもやもやと浮かびそうになる想像を、頭を振って消去に掛かる。

　そうしていると、ようやくで肩かた紐ひもを直した沙さ織おりがおっとりとした口調で、

「早さ苗なえさん、どうかしました？　昨日きのうあげたお菓か子し、別に地面に落としてしまったものじゃありませんよ？」

「違います！　ちょっと口の中じゃりじゃりして気になったけどそのことじゃなくて、もっと大事な話があるんですっ！」

　真剣そのものといった感じの四季鏡だが──いや気付けよ、土が付いてたら。そして妹に落ちたものあげるなよ、姉。

　突っ込みどころ満まん載さいの姉妹なのに、茶々を入れられる雰ふん囲い気きじゃない。なので秋晴は大人おとなしく待たい機き。セルニアも空気を読んだのか、むすっとしたまま腕うで組ぐみをして佇たたずんでいる。

「さっき電話でお母かあさんから聞いたんです！　お姉ちゃん、卒業したら結けつ婚こんするって本当なんですか!?」

「ええ、本当ですよ。まだ相手は決めていませんけど──」

「そんなの駄だ目めです！　結けつ婚こんしたい人がいるのなら応援しますけど、お父とうさんやお母かあさんや私の為に結婚するなんて、そんなの絶対に駄目！」

　目を赤くして、泣きそうになりながらの四し季き鏡かがみの訴えに、空気が固まる。さらっと無視された祖じ父いさんがちょっと可哀相かわいそうだけど、この流れだとそこは突っ込めない。

　秋あき晴はるが固唾かたずを呑のんで見守っていると、沙さ織おりが妹へと寂しげな微笑ほほえみを向けて、

「でもね、早さ苗なえさん。お父様もお母様も、それにわたしも……真まっ当とうにお金を稼かせぐなんて、とてもじゃないけど無理なんですよ？　運良く雇やとって貰もらえても、三日と経たたずに解かい雇こされてしまうでしょうね……早ければ数時間以内に」

　……本気で切ない発言をした。どれだけ生活力が無いんだ、四季鏡一家。

「だからわたしは結婚して、皆に不自由のない生活をさせてあげたいんです。お父様は骨こつ董とう品ひんを磨みがいて、お母様は貝を拾いに行って、早苗さんも奉ほう公こうに出ないで済むように──」




「──私がなんとかします！」




　カフェテリアの敷地外にも響き渡るような力強い声で、四季鏡が叫んだ。

　その迫力にマイペースな沙織も言葉を止めた。秋晴も少し驚いて、そそくさとセルニアの横に移動する。何となく一人でいるのが心細くなったので。

　そして今までにない強い意志の光を瞳ひとみに宿した四季鏡は、メイド服の胸元をキュッと握り締め、

「私っ、従育科で頑がん張ばってたくさんお勉強して、立派なメイドになってお給料を貰もらえるようになりますから！　それでお父さんもお母さんも、お姉ねえちゃんのことだって養えるように頑がん張ばるんですから！　だからお姉ちゃん、そんな風に結婚なんてしないで下さい！」

　決意溢あふれる感動的な発言だけど……また祖父さんが無視された。どんな扱いなんだろう。

　それに気付いているのかいないのか、姉の沙織は感極まったように口元に両手をやり、

「早苗さん……いつの間に、そんな立派な考え方が出来るように……」

「私だって成長しているんですよ？　だからきっと、ここを卒業するまでに、一人前のメイドになってみせますから！」

「………………いやー、無理じゃないかなー……」

　秋晴は堪こらえきれずにぼそっと呟つぶやいて、セルニアに脇わき腹ばらを小突かれる。

　しかしそんな間にも姉妹の感動のシーンは続いていて、

「──分かりました。早苗さんの心意気に甘あまえて、玉の輿こし計画は中止します」

「お姉ちゃん……！」

「早さ苗なえさん……！」

　駆かけ寄った二人は優しく、けれどしっかりと抱だき締め合った。

　観客気分でそれを見ていた秋あき晴はるは、同じく観客のセルニアを横目で見やり、小声で囁ささやく。

「……これで一件落着……ってわけにはいかないだろ。実際問題、今後どうなるんだよ四し季き鏡かがみ家は？」

「厳しいですわね。蓄たくわえなど殆ほとんど在りませんし、今も温情措置で暮らしていられるような状態ですもの」

「お前、何とか出来ないのか？　いや養えって言ってるんじゃなくて、親の会社で雇やとってやるとか仕事を紹介してやるとか」

　うっかり騙だまされて路頭に迷うような羽は目めになる家系だから、放っておくと寝ね覚ざめの悪い事になりかねない。特に四季鏡姉妹なんて、あっさり悪い男に騙だまされそうだ。

　セルニアの方もそれは感じているのか、難しそうに眉まゆを顰ひそめ……ややあってから、フッと口元を綻ほころばせた。

「……そうですわね、沙さ織おりさんをお祖じ父い様さまの会社の専属モデルに推すい薦せんしてみますわ。女性中心で組織された服飾関連の会社があったはずですし、あの美び貌ぼうならどうとでもなりますわよ」

「あー……なるほど。それは適職かもしれないな」

　頷うなずいて、秋晴はファッションショーに出る沙織の姿を想像して──見事に転んで服を破いてとんでもないことになったところで想像中止。

「……まあ、カメラモデルなら平気だろ」

「……そうですわね」

　どうやらセルニアも似たような想像をしたようで、同意された。

　しかし良かった。これで見事に解決したわけだ。

　危うく厄やつ介かいなことに巻き込まれるところだったけど、何とか無事に避けることが出来た。

　追試も大丈夫だろうし、これで心置きなく夏休みを迎えることが出来ると、秋晴は大きく背伸びをして──




「こんなに立派になって……姉として嬉うれしいです。これも人を好きになることを知って大人になったからですね……」

「え…………私、いつの間に、誰を好きに……？」

「ほら、よく日ひ野のさんのことが気になるって言っていたでしょう？　異性が気になるということは、好意を抱いだいていると断定しても間違いではないんですよ」

「ええっ……そ、それじゃあ私、日野さんのことが好きなんですかっ!?」

「そうですよ、間違いありません」

「そんな……やだ、どうしましょうっ。その、告白は私からするべきですか？」




　──ぶっとび姉妹劇場が継けい続ぞくしていた。

　伸びをした姿勢のまま固まった秋あき晴はるは、思いきり頬ほおを引きつらせ、

「……なあ、ついでにあれも何とかしてくれませんか？　セルニア様のお力で」

　微び妙みような敬語で隣りん人じんにヘルプを求めると、セルニアは何な故ぜかこっちを睨にらんで、

「良かったじゃありませんの。勘かん違ちがいとはいえ好意を寄せられるなんて、貴方あなたにとって一生に一度の奇き跡せきですわよ」

「……いや奇跡でもなんでもなく人じん災さいなんだけど？　あとどうしてお前、そんなキレ気味になってんだよ？」

「それこそ勘かん違ちがいですわ──ああそうですわ、四し季き鏡かがみさんが台無しにしたとはいえ私の勝利で揺るぎない一手を思いつきましたの。ですから、あの勝負は私の勝ちですわ」

「いや待てそれは無いだろ!?　どこの暴君システムだそれはっ！」

　さらっととんでもない屁へ理り屈くつをこね出されて、秋晴は慌あわててセルニアの腕うでを掴つかもうとして──向けられた視線の鋭さに、そのまま固まった。猫ねこと目があった鼠ねずみってこんな気持ちなんだろうなぁ、と思うくらい、めっさ怖い。

　そんなこちらの様子に、セルニアは攻こう撃げき的てきな目つきは変えずに口元に笑みを浮かべ──

「何でも一つ言うことを聞く──でしたわね。楽しみにしているといいですわ」

　最後通つう牒ちようよりよっぽど怖い一言を叩たたきつけて、その場から颯さつ爽そうと去って行った。

　秋晴は呆ぼう然ぜんとしたまま、セルニアの背中で揺れる金色に輝く縦たてロールを見つめ……

　その姿が見えなくなった頃に、ぽつりと呟つぶやく。

「…………何をする気だ、あのドリル……」

　想像が付かないだけに、とんでもない恐怖がそこにあった。
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『何でも一つ言うことを聞く──でしたわね。楽しみにしているといいですわ』




　傲ごう慢まんな勝者の笑みでそう言って、セルニア＝伊い織おり＝フレイムハートは目の前から去って行った。

　勝負をして『勝った方は負けた方に何でも一つ言うことをきかせられる』という、罰ばつゲームとしては割とよくある、しかし相手を間違えると悲ひ惨さんなことになってちっとも笑えなくなること請うけ合いのこの内容。

　そして、案の定というか──ちっとも笑えないことになっていた。

「フフッ……さあっ、女王様からの命令ですわよ！」

　ビシィッ、と音を立てて両手で持った鞭むちを撓しならせたセルニアは、なんかもう絶好調だ。

　赤の際どいボンテージファッションに身を包んで、悪の女性幹部って感じの出いで立ちをしている。

　そして屈くつ辱じよくに震えながら跪ひざまずいている自分へ見せつけるように、ついっ──とハイヒールを脱ぬいだ右足を持ち上げて、

「私にひれ伏し屈従する証あかしとして、足を舐なめるのですわ。そう──犬のように尻尾しつぽを振って、高貴なる人間の肌はだに触ふれる喜びを露あらわにして！」

「そ、そんなこと出来るわけないだろうがっ！」

　当然だけど拒否すれば、セルニアは妖あやしく瞳ひとみを光らせて笑い、

「負け犬には相応ふさわしい行為ではなくて？　それとも貴方あなた、約束を違たがえるつもりですの？　普段偉えらそうな口を利いている癖くせに自分から言い出したことを平然と破るだなんて……所しよ詮せんは唾だ棄きすべき下げ賤せんな民ということですわね！」

「んだとぉっ!?　従育科でも魂たましいレベルではお前等にだって劣るつもりはねぇぞ！」

「ならば男に二に言ごんは無いという事を身をもって証明なさいな！　さあっ、私の前に跪いて頭を垂れて爪つま先さきから丹たん念ねんに舐め上げればいいですわ！」

「ぐっ…………くぅ……！」

「あら、どうしまして？　別に難しい注文ではないはずですわよ。いつまで時間をかけるつもりですの？」

　屈辱に身を震わせながら、プライドを守る為にプライドを捨てて身を屈かがめ、突き出された右足に爆ばく弾だん処理するような気持ちで手を添えた。

「フッ……フフッ、いい様ざまですわ！　貴方、低い位置にいるのがお似合いですわよ！」

「っ…………くそぉ……」

「いい気味ですわ…………ッ……フフ、流石さすがは犬のように仕つかえる身ですわね。人の足を舐める才能があるようですわよ？　どうせなら一生そのまま──」




「──いやなんだろうな、足を舐なめる才能って……」

　意味が分からない展開になってしまったので、秋あき晴はるは自分に突っ込みを入れてだらだらと続いていた現実逃避を終わらせる。

　この暑さと荷物の重さを忘れられるんなら──と思って心しん頭とう滅めつ却きやくを試みたけど、どうやら色々と設定を間違えた臭くさかった。ボンテージに鞭むちって段階でおかしかったかもだ。

　現状よりもさらに悪い状況を想像すれば今の自分がまだマシな境遇にいると思い込めるかと考えてのトライだったけど……うん、浅はかだった。キツい状況下で悪夢のような想像をしたら、えらい方向に蛇だ行こうして本気で意味不明な展開になるだけだと、計らずも証明してしまったらしい。

　うんざりしながら、秋晴は伏せていた顔を上げて、

「………………………………うおぁー…………」

　──夏に染められた風景に、目眩めまいを起こしそうになった。

　青々とした高い空では太陽が眩まぶしすぎるくらい輝いている。

　その光を反射しながら波打っているのは、更に深い青色の海。

　誰もいない砂浜も心なしか輝いているように見えて、すぐにでも足を踏み入れたくなる。

　灼しやく熱ねつのような暑さが、温い潮風が、全すべてが夏をアピールしている。

「…………死ぬ。蒸されて、死ぬ……」

　ぐったりと肩かたを落として、ガードレールにもたれ掛かるように肘ひじを置く。思わず愚ぐ痴ちが溢こぼれたけど、それも仕方ないはずだ。

　青い空。広がる海。肌はだを焼くような暑さ。

　……だっていうのに、何でまた立て襟えりシャツのボタンを全部留めて、上はモーニングコート下はスラックスの従育科ファッションでいなきゃいけないんだ。そして誰がこんな状態で爽さわやかに笑えるっていうんだ。

　夏の陽射しは殺人的って言うけど、上下黒の長袖そでっていうのは本気で死ぬ……いくら通気性が良かろうと着心地が良かろうと、この温度の前では無意味だっての。これは絶対にシャツを通り越して上着にまで汗が染み込んでいるに違いない。

　地じ獄ごくのような暑さで、潮風はただでさえ汗あせ塗まみれの顔を撫なでて神経に触さわるし、しかも両手には重い荷物がぶら下がっていて──

「ちょっと、いつまで休んでいるつもりですの！」

　……おまけに、甲かん高だかい声が責め立ててくる、と。なんだこの不快指数の高さは。

　秋晴がうんざりと顔を上げれば、腰こしに手を当てたセルニアが傲ごう然ぜんとこちらを見下ろしていた。坂道なので仕方ないけど、この構図はなんかむかつく。白いサマードレスが涼しげなのも、両手がフリーっていうのも、あと相変わらずぐるぐるドリルな髪かみ型がたが暑苦しいのも、もう全部が全部腹の底をむかっとさせてくれやがる。あーくそ、どんな拷ごう問もんなんだろうなこれ。
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「そもそもお前が歩きたいっていうからこんな疲れる羽は目めになったんだろ。タクシー使えよ、金持ちなんだから！」

「フン、情じよう緒ちよというものが分からない男ですわね。久しぶりにこの辺りを見て回りたかったんですから、歩くのが当然ですわ。それに使うのならタクシーではなく我が家のハイヤーを用意させますわよ」

「なら今からでも呼べよハイヤーを！　それが嫌いやなら荷物を少し持ちやがれっていうか殆ほとんどお前の荷物なんだから自分で持てよっ！」

「これも研修の一部ですわ…………フフ」

　尤もつともらしいことを言いながら、口元の笑みはどう見ても愉ゆ悦えつのそれだ。こっちが逆らえない立場だと理解しているからこそ、優位な自分に浸っているに違いない。さっきは妄もう想そうの中で足を舐なめろとか言い出すし、どれだけ根性曲がっていやがるこのドリル。

「……あー、くそっ」

　こんな暑いのに汗あせ一つ掻かいていないセルニアを忌いま々いましく睨にらみ付けて、秋あき晴はるは気合いを入れてガードレールから身を離す。

　ここで愚ぐ痴ちっている間も体力は奪われるし、汗も止まらない。こうなったら不満を飲み込んで我わが儘ままドリルに従い、一刻も早く目的地に辿たどり着こう。それが正解、精神的優位に立つ大人おとなの態度ってヤツだよ、うん。

　一歩踏み出しただけで体を襲う怠だるさにくじけそうになるけど、こっちを見ているセルニアにこれ以上笑われるのは癪しやくなので態度に出さない。

　秋あき晴はるは奥歯を噛かんで、自分を叱咤しつたしながら足を進めた。

　セルニアは当然のように頷うなずいて、くるりとこちらに背を向けてさっさと歩き出す。肩けん甲こう骨こつまで見える大きく開いた涼しげな服がとても羨うらやましい。血管が透すけて見えそうな肌はだの白さとか細っこいのに丸みを帯びている腰こしのラインとか、正直今はどうでもいいし。そんなことより涼りようを寄越せと訴えたい。

　そんな気持ちが心の奥底で破は裂れつしそうになって、秋晴は大きなため息を溢こぼした。

　そして、それを聞き取ったようなタイミングでセルニアが振り向き、

「ほら、しっかりなさい。あと少しで着きますわ」

「…………本当かよ？　ガセなら心臓が止まるまで暴れてやるぞ」

「そんなくだらない嘘うそなんて吐つきませんわよ。あと……そうですわね、五分も経たたずに着くはずですわ」

　言って、セルニアは優ゆう雅がな仕種しぐさで肩かたに掛かる髪かみを後ろへと流し──




「あともう少しで、私の家に着きますわ」




　それは吉きつ報ぽうのはずなのに、秋晴は微び妙みように複雑な気分になった。喜び半分、帰りたい気持ちがもう半分。

　だってこれから、この金きん髪ぱつドリルの家に行かないといけない。

　それも、ただ行くだけじゃない。

　──二泊三日の、泊まりがけで。

「……………………本当に、どうなるんだろうなぁ……」

　先行きがまるで見えないお嬢じよう様さまのお宅訪問に、秋晴はため息を吐いた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「あと少しで一学期も終わりだな」

　まだ朝の七時半、という理由で人ひと気けの少ない従育科寮の食堂──その一角、六人掛けのテーブルを同室の二人で陣じん取どり静かに朝食を摂とっていた時だった。

　不意に大だい地ちがそう切り出したのを聞いて、秋晴はロールパンにバターを塗りながら「そうだな」と無難な言葉を返した。

　期末テストもその追試も終わった七月の半ば。ここ一週間は午前授業か劇やコンサートのイベントだけという優ゆう雅がでのんびりし過ぎなスケジュールが続いていて、既すでに気分は半ば夏休みモードになりつつあった。

　それでも従育科は午後もしっかり授業が入っていて死にかけることも何度かあったけど。真夏日に南極と同じ寒さを体験しながら裁さい縫ほうだなんてイカれたことをやった時は流石さすがに教師代表の深み閑かんにクレームをつけて、何な故ぜかこっちが説教を受ける羽は目めになったりもした。雪山遭そう難なんを想定した訓練をする前に体を慣らすのと、極限下で集中力を維持する為だっていうけど……いつから執事はデンジャーゾーンで人命救助をする人になったんだろーか？

　ともあれ、今週一杯で一学期も終わりだ。白はく麗れい陵りように編入してからやたらと一日一日が長く感じたけど、ようやく夏休みが来る。

「大地は夏休みに入ったらすぐ家に戻るのか？　それともしばらくこっちに残るとか？」

「そうだな……盆ぼんになったら一週間程帰省すると思う。あとは特に決めていない」

「そっか。まあ、折せつ角かくの夏休みだから少しはのんびりしたいよなー」

　夏休み中も希望者は奉仕活動が出来るそうだけど、流石に手を挙げる奴やつは少なそうだ。長期滞在する生徒向けのカリキュラムもあるらしいけど、現段階では不明だし。

　まあその辺は夏休みになってから考えればいいかと思考を切り上げ、秋あき晴はるはパンを一口食べた。焼き立てなので香ばしさもふわっとした食感も申し分なくて、塗ったバターもどこぞの牧場から送られてきた搾しぼり立ての牛乳を自家製で作ったものということで、口の中に入れると濃厚なのに食べ終えた時には僅わずかな風味を残すだけという……なんていうか、匠たくみの技？

　ただの朝食だっていうのに、凄すごい満足感が。見た目は大して豪ごう華かでもないのに、一つ一つの品質がとても高いってすぐに分かる。オレンジジュースも明らかに搾しぼり立てのヤツだし。

　一応、将来を見越し上流階級の人達に合わせて舌したを肥えさせるっていう目的でこんな美お味いしい料理を食べさせて貰もらえるらしい。盗ぬすめるなら味も盗めと深み閑かんは言っていたけど……いやぁ、これは無理だ。こんなの一いつ朝ちよう一いつ夕せきじゃ盗めないな。なので三年間、美味しく食べさせて貰もらいたいところです。

　いつもの朝食にいつものように満足して、秋晴は思考を大地との話題に戻した。

「そういや大地の実家はどの辺なんだ？　都内か？」

「実家は都内にある……が、帰るのは本家のある田舎いなかだ。近きん畿きの方だな」

「あー、家族で墓はか参まいりとかそういうことか？」

「……似たようなものだと思う」

　表現に迷うような質問じゃなかったはずなんだがと思いつつ、秋晴はジュースを口にした。大地との距離感は未いまだによく測れないので、こういう時は深く突っ込まないように注意しないといけない。誰にだって触ふれられたくないことはあるし、言いたくなったら自分から喋しやべるだろうし、気長に付き合わないと。

「墓参り……そういや俺おれも行かないとなぁ。日帰りで済むから盆ぼんになったら適当なタイミングで行けばいいけど」

「実家か親しん戚せきの家には泊まらないのか？」

「まあ、親は死んでるし親戚ともそう仲が良いわけでもないし。ああでも祖じ父いさんは心配しているかもしれないか。やっぱ顔を出しておくべきかな……」

　白はく麗れい陵りように入ってから無む駄だ金がねを一切使って無いし、旅費くらいどうとでもなる。折せつ角かくだから会いに行くのもいいかもしれない。

「久しぶりに渓けい流りゆう釣づりとかしたいしなぁ。そういや、そっちの田舎いなかはどんな感じだ？」

「うっ……その、なんというか……山奥で、何もないところだ。人は少ないけど、鹿しかや猪いのしし、熊も出る。兎うさぎや山や羊ぎも見かけるな。蛇へびや蝙こう蝠もり、それに蛭ひるも出るから注意がいる」

「……そこは本当に田舎なのか？　それともにぎやか動物ランドか？」

　なんというか日本かどうかも疑わしくなるので突っ込みを入れると、大だい地ちはふて腐くされたように少し頬ほおを膨ふくらませて、

「どうせうちの実家はど田舎だ。けど、電気くらいは通っているぞ」

「いやその基準がかなりおかしいんだが……って、なんだ？」

　興味が湧わいたので深く訊きこうと思った秋あき晴はるは、俄にわかに眉まゆを顰ひそめた。

　何か物音がした──というか、今も継続的にしている。

　バタバタと慌あわただしい、どこかを走っているような音が。

　向かいにいた大地も目を細めて、さっと視線が食堂の入り口へと向けられた。それを追って、秋晴も観かん音のん開きのドアへと視線を移し、

　その瞬しゆん間かん──バンッ、と大きな音を立ててドアが開け放たれた。

　耳に優しくない音に顔を顰しかめつつ、秋晴は廊ろう下か側に立っている人物を見て……さらに訝いぶかしく思い、困こん惑わくしてしまう。従育科仕様のメイド服やモーニングコートじゃなくて、赤いワンピースタイプの上育科制服を着た縦たてロールなんて冗じよう談だんみたいな髪かみ型がたにしている日英クォーターの女は一人しかいない。

　目を爛らん々らんとさせて、肩かたで息をしているセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートが、どーいう訳かこんな所にいた。

「何なんだ、あいつ……？」

「……誰かを捜さがしている様ように見える」

　大地の意見に秋晴も頷うなずいた。やや血走った目をしたセルニアは、キョロキョロと食堂内を見回していた。……いやキョロキョロなんて生なま易やさしい感じじゃなくて、何だか野生の猛もう禽きん類るいを思わせる動きだ。あれはきっと、常じよう軌きを逸いつする一歩手前とみた。

　そんな金きん髪ぱつドリルの様子に、秋晴は心の底から思う。あんなのとは、全力で関わり合いになりたくない。

　どうかターゲットは自分以外の人物でありますようにと願っていると、セルニアの蒼あおい目が突き刺さる勢いで秋晴を捉とらえ──

「やっぱりここに居ましたのねっ！」

　無む惨ざんにもターゲット確定の発言をして、ズカズカとこちらへと向かって来た。腹を空すかせたハゲタカでもあそこまで強烈な雰ふん囲い気き纏まとってないだろうに、あんなのに絡からまれる我が身が本気で不ふ憫びんに思える。

　秋あき晴はるがやれやれと千ち切ぎったままだったパンを皿に戻すと、到着したセルニアがすぐ横に来て止まった。何やら勝ち誇ったような笑顔で、やっぱりトラブルの匂においがする。

「フフ……間に合ったようですわね。急がば回れとか急せいては事をし損じるとか言いますけど、やはりこの厳しい競争世界では電でん光こう石せつ火か、先手必勝ですわ！」

　やや息を荒くさせてまた訳の分からない事を言いだしたセルニアは、攻こう撃げき的てきな笑みのまま秋晴を見下ろして、

「ですからこうして、わざわざこのような所まで足を運んであげましてよっ！　さあっ、身に余る光栄に感謝を全身で表した後、同意の言葉を唱えるといいですわ！」

「……相変わらずお前の言うことは常識人の俺おれには意味不明だから、とりあえず断る。なんかよくわからんけど断る」

「今の言葉に同意しろとは言ってませんわよっ。同意をしろというのは──これですわ！」

　冷静に突っ込んでみると、セルニアは秋晴の目の前にあるテーブルに強く平手を叩たたきつけた。こっちは食事中だっていうのに、マナーがなってないぞこのお嬢じよう。

　文句の一つでも言ってやろうと思った秋晴は、口を開き……かけたところで、テーブルに何か置かれていることに気が付いた。

　セルニアが今さっき手をついた場所。そこに残っている、名刺大の一枚のカード。

　同じような物に見覚えがあったので、手に取ってまじまじと見てみると……案の定だ。

「これ、試験の……パートナーカード……？」

「ええ、そうですわ。そしてもう一つ──」

　そこで言葉を止めて勿もつ体たいぶるように腕うでを組むセルニアを、秋晴は疑惑の目で見上げた。もう夏休みだってのに従育科試験が行われること自体知らなかったし、まだ出てくるらしい何かの想像がつかない。なのにそれが自分にとって幸せに繋つながることは無いなんて確信があるのが虚むなしすぎる。

　秋晴がなんかもう半ば捨すて鉢ばちになっていると、セルニアは腕うで組ぐみしたまま胸を張った。偉えらそうにしたいのかもしれないけど、そうするとただでさえ大きい胸が強調されまくりで……正直、目のやりどころに困る。なんか負けたような気になるから目は逸そらさないけど。

「──この間の清算をして貰もらいますわ。何でも言うことを聞くと、そう言ったはずですわよ」

「あ……？　それは、確か…………チェスに負けた時の話だろ？」

　言われて秋晴も、そんなことがあったのは思い出した。

　追試の後、セルニアとチェスで勝負をしていた時に四し季き鏡かがみの姉に呼ばれ、負けそうにないしちょっといい気になっていたから『この局面から勝てたら何でも言うこときいてやる』と言ったはずだ。

　……けど。四し季き鏡かがみがいつものドジっぷりを発揮してチェス盤ばんを引っ繰り返したので、普通に考えればノーカウントのはずだ。

　なのにこのドリル、事もあろうに──

「だから、見事に負けたでしょう？　残念ながら四季鏡さんによって盤面は壊されてしまいましたけど、事実は揺らぎませんわ！」

「…………いやお前、」




「私の命令は──『今回の試験で私をパートナーに指名すること』ですわ！」




　暴論もここに極まりといった感じの発言に秋あき晴はるは常識的に突っ込みをしようとしていたが……セルニアの言葉に、それを取り止めることになってしまった。

　今、なんて言った？　命令が、パートナー指名？　なんだそれ？

　秋晴は混乱気味の頭で整理しようと努力しつつ、片手を挙げて『へい、ちょっち待てよ』とアピールした。

「えーと、それは、何だ……？　…………つまり、次の試験でお前をパートナーに指名するだけで、チャラになるってことか……？」

　口に出してみると、もう全くと言っていいくらい現実味がなかった。これだとセルニアに旨うまみが少しもないし、罰ばつっぽくもない。むしろこっちが得をするくらいだ。

　なんか裏があるんじゃないかと思うのも当然だが、

「勿もち論ろん、反対は受け付けませんわ。何でも言うことを聞く、そう言ったのは貴方あなたですわよ日ひ野の秋晴っ！」

　鼻息荒くそんなことを言われると、本当に反対出来ないような気がしてくるから不思議だ。いや従属観念とかじゃなくて、単に『逆らっても時間の無む駄だに終わりそうだなぁ……』という諦てい観かんで。

　そんな物分かりのいい自分がちょっと嫌いやになるけど……仕方ない、と秋晴は判断した。もっとえげつない願いを言われるよりはマシだ。

　ため息を一つ挟はさんで、秋晴は置かれていたパートナーカードを手に取り、

「……了解した。次の試験では確実にお前を指名する……これでいいんだな？」

「ええ、十分ですわ」

　余よ裕ゆうたっぷりに笑みを深めるセルニアを見ると、やっぱり判断を誤ったんじゃないかと不安になる。

　やっぱりもう少し考えるべきだったか──と秋晴が早くも後悔し始めた時、開けっ放しの入り口の方からまたもバタバタという足音が聞こえてきた。

　今度は何だよと思いつつそちらを見ると、

「……朋とも美み？」

　肩かたを上下させて息を荒げる、幼おさな馴な染じみの彩さい京きよう朋美がそこにいた。どうやらこいつも走って来たらしい。ここのお嬢じようは割と平気でマナー違反をしているような気がする。まあ、朋美は自分と同じ庶しよ民みんの出だけど。

　それにしたって、こいつがこうも慌あわただしく登場するなんて珍しい。猫ねこ被かぶりは役者顔負けで、優等生を演じている以上はもっと慎つつしみ深い行動を心がけているだろうに。

　何かあったのかと秋あき晴はるが勘かん繰ぐっていると、セルニア同様に現れた朋美はすぐにこちらへと視線を飛ばし、悔くやしそうに唇くちびるを噛かみ締めた。

「っ……フレイム、ハートさん…………やっぱり、ここ、だったんですね……っ！」

「ええ、そうですわ。たった今、そこの庶民に次の試験で私を指名するよう約束を取り付けたところですわよ」

　まるで勝利宣言のように言うと、セルニアは口元に手をやって不ふ敵てきに笑い出した。こいつはどこの悪組織の女幹部なんだろう。

　色々と疑問点と突っ込みポイントがあるので秋晴は言葉を挟はさむタイミングを見計らうも、空気がギスギスしていてとても割り込めない。……というか、割り込んで被ひ弾だんしたくない。

　なので自然と、二人のやり取りを見続けることになった。

　走って血圧が上がっているせいか、いつも被かぶっている優等生の仮面が半分外れて好戦的な目の色になっている朋美はじろりとセルニアを睨にらみ、

「朝早くから寮を駆かけ出るフレイムハートさんの姿を見て、もしかしてと思っていたら……本当にこんな展開に……！」

「フフッ、当然ですわ。いくら勝利者権限があろうとも、先約を断らせるなんて不ふ埒らちな真ま似ねはしたくありませんもの。ならば誰よりも早く約やく定じようを取り付ける、これに尽きますわ！」

「……朝一でそれだけ真まっ当とうに思考と運動が出来て何よりですね。羨うらやましく思います」

　珍しく嫌いや味みじゃなくて本音がでた。秋晴の記き憶おく違いでなければ、小学生の時から朋美の奴やつは早起きが苦手だったはずだ。たぶん低血圧なんだろうけど、それを根性だけでねじ伏せて遅刻無しの皆かい勤きん賞しようとかやるもんだから、もうとんでもない負けん気の強さだ。本気で敵てきに回したくない。

　しかし現在敵の位置にいるセルニアは優位を確信した笑みのまま、

「──彩さい京きようさんがこの庶民を気に入っていて手元に置いておこうとするのであれば、必ずカードを渡しに来ると思いましたわ。それを阻はばむだけでもそれなりの収穫ですけれど……いつまで経たっても態度を改めないこの男に教育を施して差し上げる良い機会でもありますわ。そろそろ身の程というものをキッチリ躾しつけないと、誇り高きフレイムハート家の格が軽んじられてしまいますもの」

「……そうですか。ならばフレイムハートさんは、秋あき晴はるくんと仲良く過ごしてくださいね」

　意味不明なことを言うドリルに、同じく訳分からん事を言いながら微笑ほほえむ腹黒。

　この構図が意味するものは分からない……が、秋晴は生なま唾つばを飲み込んだ。

　根拠は無いけど──何な故ぜだか自分が一手に負債を請うけ負うことになりそうな確信があるのはなんだろーか。

　無む駄だに緊迫した空気の中、朋とも美みは優等生の仮面を被かぶり直して淑しとやかに歩き……大だい地ちのすぐ側で止まった。

　そして怪け訝げんそうに見上げる大地に、一枚のカードを差し出した。それが何なのか秋晴からは良く見えないけど、この流れなら確認するまでもない。

「とりあえず、大地くん──受け取って貰もらえます？」

「……受け取るだけならいい、が……」

　珍しく歯切れの悪い調子で大地はカードを受け取るが、気持ちは分かる。いきなり舞台の上に引っ張り上げられてマイペースでいられるのはかなりおかしな人だ。

　そしておかしな人であると同時にこの空気を作り出している張本人の一人である幼おさな馴な染じみのお嬢じよう様さまは、食事の音が消えた食堂によく響く声で、

「過去二回の試験と今回の試験はいくつかの違いがあるんです。試験日が夏休みに入ってから、というのも大きな理由かもしれませんね」

「……違いって、おい。何も聞いてないんだけどよ？」

　秋晴は当然の抗議をするも、セルニアは腕うでを組んだままそっぽを向いて反応しない。今更だけど、こいつは本当にコミュニケーション能力がおかしいと思う。

　説明拒否の態度を示すセルニアに頼るのは止やめて朋美を見れば、こっちは周囲の目があるので優しく笑んで、

「今け朝さ早く上育科の各部屋に届いたはずの封筒には、このパートナーカードと今回の試験内容が書かれていました。それを従育科生徒に伝えることも禁止されていません。参加する生徒は試験前日までに相手を務める生徒のパートナーカードを深み閑かん先生へ渡すことが義務付けられていますし、今日の授業の時にでも正式な説明があるんでしょうね」

「……なんかよく分からないけど、今回の試験は大事なのか？」

「ええ、ある意味。何しろ──」

　そこで一区切り入れて……朋美は言った。




「二泊三日の泊まりがけで、パートナーの家まで供ともをする──というものですから」




　──告げられた内容に、食堂は俄にわかにざわつき始めた。

　ついでに言うと、秋あき晴はるはぽかんと口を半開きにして思考停止していた。

　泊まり？　二泊三日？　供ともをする？

　──どーしてそうなるんだ？

「それで、大だい地ちくん？　わたしの誘い、受けて貰もらえますか？」

「い、いや……泊まりとなると、僕は……」

「あ、勿もち論ろん即答で無くてもいいですよ？　無理強いもしませんし、駄だ目めならば遠えん慮りよ無くそう言ってくださいね？」

　混乱している秋晴の前で、朋とも美みと大地は試験について話し合っていた。動揺して明らかに乗り気じゃない大地に、朋美は笑みを深めてからそっと耳元に顔を寄せ……何か囁ささやいたように見えた。

　──瞬しゆん間かん、大地の表情が目に見えて固まった。

　朋美の奴やつが何を言ったのか想像がつかない秋晴は首を捻ひねるが、

「…………分かった。その誘い、有り難く受けさせて貰もらう」

　どういう心の変化か、大地はあっさりと受じゆ諾だくした。ただし、ちょっと顔色は悪くなっていたけど。

　それを当然と言わんばかりに朋美は頷うなずいて、セルニアは少し面白くないように鼻を鳴らして、大地は早くも後悔するようにため息を吐ついて……

　そして秋晴は、現実的にこれからのことを考えていた。

　──セルニアの家に、行くのか？

　二人で一緒に、相手方の家に行く。試験ではあるけど、後こう学がくの為に本物のお嬢じよう様さまの家と使用人達の働きを体験する、ということなんだろうけど……

　それは、何というか、見方を変えると……………………いや、そんなことは無いんだろうけど、それでもなぁ…………

　もやもやと浮かんでくる可能性を否定するけど、まとわりつくようにして頭の中から消えてくれない。

　小さく唸うなって、秋晴は腕うで組ぐみして考える。これは最優先で解決しないといけない問題だと、自分の中で訴えるものがある。

　なので、どこからか薔ば薇らの花びらが吹き込んで来るのも、さくっと無視。

「ふっ……盛り上がっているようだね、諸君。真しん打うちが登場する前に場を温めてくれているなんて、気が利いているじゃないか」

「……風かざ祭まつりくん？」

「どうしてこんな所に、こんなタイミングで現れますの……？」

　──なんか聞き覚えのあるナルシーな声が聞こえるのも、まるっと無視。

「そんなことは決まっているだろう？　人の注目が集まる所に風祭灯とう一いち朗ろう在り、だよ。そんなつもりは毛頭無くとも魅み惑わくのステージに足が向くのは、天の配はい剤ざいというべきかな？」

「…………」

「…………」

「風かざ祭まつり様さま……今日も素す敵てきですっ……！」

「本当に……ああ、今日は幸運な日だわ」

　犬けん猿えんムードだった二人がみるみる醒さめていくのと、従育科の女生徒がどこに目を付けているのか嬉うれしそうにはしゃぐのが肌はだで分かるけど、全力で無視。

「ふっ……見たところ、パートナーカードが渦か中ちゆうのアイテムだね？　とても好都合なことに、僕も今持っているのだよ」

「と、灯一朗様！　どうかそのカードはあたしにっ！」

「ああずるいっ、抜け駆がけ!?　風祭さん、こんな眼鏡めがねにではなくて私に！」

「いいえ、ここはスタイルと愛情の差でわたしに!!」

「おやおや、困ったな……僕の愛は無限だけど、カードは一枚しかないんだ。誰が代表して僕の愛を受け取るか、選ぶのは困難だね。せめて僕がもう一人いたら──もう一人の僕にカードを渡していたというのに！」

　……………………なんだこの頭の悪いＣ級喜劇は。

　秋あき晴はるは頭をがしがしと掻かいて、横目で気まずげに佇たたずんでいるセルニアを見て──やっぱり無いな、と改めて思う。

　試験とはいえ、夏休みに家に招待して泊めるだなんて、そんなのまるで、

　──好かれているみたいじゃないか。

「……………………勘かん違ちがい、だな」

　自じ嘲ちよう気味に、秋晴は自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、それでも頭から離れない『もしかしたら』なんて都合の良い幻想に首を横に振った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──そして訪れた試験当日。

「あーくそやっぱり勘違いだったなぁ！　ありえねぇよこの仕打ちは！」

　秋晴はヤケ気味に叫んで、汗あせを拭ふくことさえままならないこの状況に不満をぶちまけた。

　過か酷こくな状況下でもう既すでに三十分以上歩いているんだから、普通ならとっくに熱射病か熱中症で倒れてる。それがこの二ヶ月、変態ちっくな授業を受けていたから体に妙みような免疫が出来たらしい。嬉うれしくねぇ。

　前を行くセルニアは軽快に歩いていて、たまにこっちを振り向いては「遅いですわよ、グズグズしないで歩きなさい！」とか「フン、貧弱ですわね」と挑ちよう発はつしてくれやがる。おかげで暑さに負けないくらい心の中は熱くなっていた。

　こうやって歩かされているのだってこのドリルの我わが儘ままだっていうのに、どこまで振り回されないといけないのか。こんな仕打ちをされて、それでも好意を持たれていると思い上がれる程、自分に都合の良い想像なんて出来るはずがない。轟とどろき辺りなら『それが愛情表現なんやがな！』とか言いそうだけど、そんなＳっ気に溢あふれた愛情なんてノーサンキューだ。

　なので苛いら々いらの半分くらいは──ちょっとだけ、本当にミクロ単位でちょこっとだけだけど、期待してしまっていた自分への恥ずかしさと怒りだったりする。

　あと、期待が外れたという意味でもう一つ。これはもう完かん璧ぺきにこっちの思い込みだったから、仕方ないと言えば仕方ないんだろうけど、

「……クォーターなんだから、てっきり外国だろうと思っていたのによ……いやパスポートが要いらないって言われた時点で国内の可能性も考えたけど、旧軽かる井い沢ざわとか六ろく麓ろく荘そうとか、都内なら白しろ金がねとか代だい官かん山やまとか麻あざ布ぶとか……」

「ちょっと、何をブツブツ言ってますのっ。そんな暇ひまがあるならもっと速く足を動かしなさい！」

「だああっ、うるせぇ！　庶しよ民みんの幻想を見事なまでにぶっ壊こわしておいて、もっと他ほかに言うべきセリフがあんだろーが！」

　塞ふさぎかけていたところに今日何度目かもう分からないセルニアのキンキン声が振って来て、秋あき晴はるは思わず声を張り上げ返した。

　庶民代表の痛ましい訴えに、お嬢じよう様さまであるところのドリルは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめて、

「……何を訳の分からないことを言ってますの？　ちっとも伝わってきませんわよ」

「だからな、俺おれが言いたいのはこの場所だ！　クォーターなお嬢様であるお前の、日本での家がっ、どうして────どうして熱海あたみにあるんだよっ！」

　魂たましいの底から出したような疑問の矢に、セルニアは息を詰まらせたような顔になる。けど、秋晴はもっと深刻にダメージを受けていた。

　だって、熱海だ。空は高いし海も青いしロケーションとしてはかなりのものだけど、ここはどうしたって熱海だ。有名な温泉地だ。すれ違う人は、かなりの割合で老人だった。街中には土産みやげ物もの屋やがたくさんあって、温泉饅まん頭じゆうとか売っている場所だ。潮の香りより硫黄いおうの匂においの方が強いんじゃないかって感じの場所だ。めっさ観光地だ。

　ここが……ここが天下の白はく麗れい陵りように通う、日英クォーターの金きん髪ぱつ女の家がある場所だなんて、どう考えてもおかしい。凄すごい騙だまされた気分だ。

　秋晴が色々な恨うらみを込めて睨にらみ上げると、ようやく気まずそうな顔になったセルニアがぷいとそっぽを向いて、

「……仕方ないじゃありませんの。お父とう様が、どうしても良質の温泉のある自宅を建てたいと仰おつしやるんですもの。草くさ津つと湯ゆ布ふ院いんも候補に挙がっていたところを、お母かあ様が説得してまだ都心に近い熱海あたみになったんですわ」

「……だからって、こんな……違う意味で癒いやされる場所にしなくても……」

「だから仕方ないんですのよ！　仕事の関係でお父とう様さまは都内にデザイナーズマンションを購入して週に五日はそっちに住んでいるんですから、週末は温泉で体の疲れを取りたいと言われれば、私達としては頷うなずくしかありませんわよ！」

「断固抗議しろよっ！　それでも英国貴族かてめぇ、もっと異国情じよう緒ちよ溢あふれる場所か金持ちのステイタスっぽい場所に住めよ!!」

「──温泉は凄すごいんですのよ!?　一度嵌はまったらもう抜けられませんわ！」

「お前も虜とりこなんじゃねぇかよ！」

「それの何が悪いんですのっ?!」

「悪いわっ！　俺おれの夢と希望と憧あこがれをぶち壊こわしやがって、十分悪い！」

「そんなこと知りませんわよっ!?」

「うるせぇいいから謝れ！　俺の気持ちを弄もてあそんだことを謝りまくれっ！」

　ヒートアップしまくりで自分でも何を口走っているのか意味不明だけど、でも止められない止まらない。

　もうこうなったら酸欠でぶっ倒れるまで怒ど鳴なり散らしてやろうと、秋あき晴はるは大きく息を吸い込んで──

「………………………………………………ぁ？」

　不意に何かがオカシイ気がして秋晴は怒ど号ごうを中断。

　それとほぼ同時に、怒いかり肩かたでこっちを睨にらんでいたセルニアも慌あわてた風に周囲を見回して、顔を引きつらせる。無理もない……というか、秋晴も似たような顔になっていた。

　口論に夢中で気付かなかったけど、いつの間にか辺りにはぽつぽつと人だかりが出来ていた。しかもそれが、ただの勘かん違ちがいと自分を誤ご魔ま化かせないくらい、バッチリこっちを注視してひそひそと何やら言い合っていた。

「…………奥さん、あれ……」

「……フレイムハートさんの…………そう、白はく麗れい陵りようの……」

「………………痴ち話わゲンカ……」

「この暑いのに、若い人はお盛んねぇ……」

「……弄もてあそんだらしいわよ……」

「…………まあ……弄んで……」

　あちこちから聞こえて来る声に、秋晴は思わず膝ひざをついてしまいそうになった。そんなつもりは微み塵じんも無いのに、昼下がりの奥様方のいい暇ひま潰つぶしになっちまってる。

　しかも──どーやら、片方の素性は完かん璧ぺきにバレてしまっているようだった。白麗陵の従育科男子制服がこんな執事服だなんて知ってる人は少ないだろうけど、地元に白麗陵に通うクォーターのお嬢じよう様さまがいるっていうのは有名なんだろう。

　目立つ容姿の若い金きん髪ぱつ美人に、目立ちまくる格好をしたガラの悪そうな若者──どんな風に噂うわさされているのか、考えただけで気絶したくなる。

　……とにかく、今すべきことは一つ。一刻も早くこの場を離れて、これ以上の醜しゆう聞ぶんは避けないと。

　秋あき晴はるは素早くセルニアに目め配くばせすると、向こうもすぐさま小さく頷うなずいた。緊急事態なだけに意思の疎そ通つうは完かん璧ぺきだ。

「──走りますわよっ！」

「了解っ……」

　野生の狐きつねのような身のこなしで踵きびすを返して走り出したセルニアの後を、秋晴は全力疾しつ走そうで追いかけた。

　顔の熱さは陽ひ射ざしのせいか、死ぬほど恥ずかしいと思っているからか、もうちっとも分からなくなっていた。




「……それで、ここがお前の家か？」

「正確には、日本での家ですわ。イギリスの本宅はこの十倍以上の建物ですわよ」

　さらりと自じ慢まんするセルニアの言葉に、しかし秋晴は珍しく反発せずに感嘆の声を上げた。

　不毛な口論をしていた場所からほんの数分で辿たどり着いたフレイムハート宅は、秋晴から見れば立派な豪ごう邸ていだった。

　ただ、テレビで見る海外の豪邸じゃなくて、あくまでも日本レベルの豪邸。琥珀こはく色いろの壁にワインレッドの屋根というのは目立つけど、それ以外はそこそこ広い敷地にそこそこ大きな二階建ての家を建てちゃいました──という感じで、ビビるくらいの圧迫感は無かった。

「部屋数は八。大広間とワインセラー、それに天然温泉が湧わき出る檜ひのき風ぶ呂ろがある以外は、庶しよ民みんの家とそう変わりないでしょう？」

「……いや部屋がそれだけある時点で変わりあるけど……まあ、そうだな。こんな言い方をすると悪いが、予想よりは大したことなかったかもしれない」

「仕方ありませんわ。金銭的問題ではなくて、土地の確保が難しかったんですもの。海が見下ろせる場所に、庭にヘリポートを作ることの出来る広さを求めた結果、これが順当な大きさということになったんですわ。何事もバランスが大事ですもの」

「そんなもんなのかもなー……いや、趣味のいい家だとは思うが」

　デザインの善し悪しなんて秋晴には分からないけど、変にゴテゴテした豪邸よりはずっといい…………

　って、待て。スルーしそうになったけど、ヘリポートが基準に含まれるってなんだそれ。そしてそれを当たり前に流しそうになった自分の感覚が本気で分からない。白はく麗れい陵りようのヘンテコ金持ち感覚に毒されすぎだ。

「さ、いつまでも門前にいるなんて馬鹿なことをしていないで、さっさと中に入りますわよ」

「……おうよ」

　軽いショックを受けつつ秋あき晴はるが荷物を持ち直すと、セルニアは門柱のインターホンを押した。それから数秒と待たずに三メートル近い門が自動で横に滑すべり、行く手を開けてくれる。

　堂々とした足取りで玄げん関かん口ぐちへと歩くセルニアの後を、秋晴はキョロキョロと辺りを見回しながら続いた。田舎いなか者ものっぽい挙動だとは自分でも思うけど、気になるものは気になるんだから仕方ないと自己弁護。

　門から歩いて三十秒弱で玄げん関かんに着くと、今度は何も合図をしてないのにドアが内側から開いて──

「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さまっ」

　中から現れた女性は嬉うれしそうにそう言うと、深々とお辞じ儀ぎをした。涼しげな空色のワンピースの上から腰こしに巻くタイプのエプロンをしているし、高確率でフレイムハート家の使用人なんだろう。まだ二十半ばくらいに見えるけど、ダークブラウンのミディアムヘアにパッチリとした鳶とび色いろの目で、セルニアと同じく日本人らしく無い容姿だった。なのに言葉はイントネーションも完かん璧ぺきな日本語だから、酷ひどく違和感がある。

　これがモノホンのメイドなのかと思うと少し感かん慨がい深くて、秋晴はほぅと息を吐はいた。いや深み閑かんとかヘディエとか食堂で雇やとっている人とか、メイドさんはたくさん見ていたはずなんだけど、彼女等に比べると超人的な職業変態パワーが足りなくて、なんだか安心──

「お久しぶりでございますね、お嬢様。それで──こちらの方が、お嬢様のいい人ですね！」

「…………久しぶりでこのようなことを言うのはどうかと思いますけど、相変わらず頭の中が茹ゆだっているようですわね、アンナ」

「えぇー、酷ひどいですよお嬢様。ご友人すら連れて来られたことのないお嬢様が殿との方がたを伴っての帰宅となれば、誰だってそれくらい……」

「思いませんわよっ！　ああもうっ、さっさと行きますわよ日ひ野の秋晴！」

　肩かたを怒らせて家の中に入って行くセルニアに対し、メイドさんはすっ──と横に身を寄せて道を譲ゆずる。ただし表情は『えぇ〜』って感じで不満げだけど。

　秋晴もセルニアに置いてきぼりを食らわないようついて行きつつ……胸中で小さく、頷うなずいた。うん、この使用人も立派に変人だ。使用人っぽくない、普通の若くて弾はじけた女の人っぽいという意味で。

　やっぱストレスの多い職業だから人格に影響が出るのかなぁ、としみじみ思いながら揺れるドリルヘアーを追いかけると、その背中から声が聞こえてきた。

「この家で使っている使用人は五人だけですわ。内一人は、お父とう様さまの私設秘書も兼ねているんですの。ですから常じよう駐ちゆうしているのは四人。ヘルプで雇やとう場合もありますけど、この程度の邸てい宅たくなら妥だ当とうな使用人数のはずですわよ」

「いや妥当とか言われても俺おれには分からないけど……お前の世話役はいないのか？　侍じ女じよってやつは」

「居ませんわよ。いえ、昔は居ましたけど、白はく麗れい陵りようは中等部から寮に入らねばなりませんもの。たまにしか帰って来ないというのに、侍女がいる必要性なんてありまして？」

「あー……確かにそうだな」

　納得していると、セルニアはさっさと二階へ移動する。途と中ちゆう、大人おとなが隠かくれられそうなサイズの水みず瓶がめとか壁に掛けられているアニメタッチの絵があったりして、どういう趣味で集めたんだと興味を惹ひかれながら秋晴も続く。

　そして階段を上ってすぐ右手にあった部屋の前でセルニアがくるりと体ごと振り返り、

「ここが私の部屋ですわ。とりあえず荷物を」

「あいよ。……で、俺はどこに寝ればいいんだ？　出来れば外と廊ろう下か以外がいいんだが」

　バッグとトランクを一つずつ置いて訊たずねると、

「奥の部屋三つが客間になっていますわ。どれでも好きな部屋を使いなさいな」

「おっけ、そうする」

　リビングのソファとか物置とかその手の嫌いやがらせな答えがくるかと思ったけど、意外に人間らしい扱いだ。これが朋とも美みなら平然と犬小屋を用意してる。そりゃもう確実に。

　セルニアはそこまで悪い方向に気が利くタイプじゃないらしくて、一安心だ。三日も付き合わなきゃいけないので、それはとても助かる。

　ただそうなると、今後の予定がちょっと気になる。

「……とりあえず荷物を置くとして。その後はどうすんだ？　親に挨あい拶さつか？」

「お父とう様さまは多忙で今夜は戻りませんし、お母かあ様は来月までスペインですわ。なので挨拶は要いりませんわ。私は今からシャワーで汗あせを流して、少し横になりますわよ」

「んじゃ、俺も顔洗って……あと、タオル借してもらえるか？」

　汗を掻かいているのはこっちも同様というか、むしろ暑苦しい服装の自分の方が深刻に汗だくになっている。風ふ呂ろはまあ夜まで我が慢まんするとして、タオルで水みず拭ぶきして着替えるくらいはしておきたい。

　泊まるんだし他よ所その家なので遠えん慮りよ気味な要求をした秋晴は……怪け訝げんに、眉まゆを顰ひそめることになった。

　どういうわけだかセルニアは底意地の悪い笑みを浮かべていて、自じ慢まんの縦たてロールを撫なでるようにして後ろに流した。勝者の余よ裕ゆうを感じさせる仕種しぐさで、見ていて嫌いやな予感がする。

　……ただ、嫌な予感とはいっても、これは──

「フ……フフッ…………」

　堪こらえきれないという感じで笑い始めたドリルを見て、予感が確信にクラスチェンジ。あー、なんだろうこれは。寒い漫まん談だんのオチが冒ぼう頭とう三十秒で分かってしまったような……展開が分かっているのがとてもとても切ないというか……

　まあとりあえず、少し可哀相かわいそうな子の相手をする気持ちでセルニアに訊きいてみた。

「……何がそんなにおかしいんだ？」

「決まっているじゃありませんの！　わざわざ勝者権限を使ってまで手に入れた栄光の時間、優越感に浸れる時が来ましたのよっ！」

「…………まあうん、聞こうじゃないか。どういうことだ？」

　わざとらしい大人おとなの態度に、ここで『あれ？　なんだか様子がおかしいな？』と思うのが普通なんだろう。

　しかし相手は暴走ドリル、普通とはかけ離れた存在だ。

　もう世界を獲とったと言わんばかりの笑顔で、

「これから白はく麗れい陵りように来たことを心の底から後悔するに間違いない、最高の地じ獄ごくが待っているんですのよ！　そうですわね、とりあえず駅前で売っていた山葵わさび漬づけを計十キロ程買って来なさい。勿もち論ろん徒歩でですわよ！　それが終わったら海岸でゴミ拾いでもして貰もらいますわ。それからそれから、その次は──」

「……あー、やっぱりそんなことを企たくらんでいた訳か」

「当然ですわっ！　今まで私が味あわされてきた恥ち辱じよくと屈くつ辱じよくの数々、ここで千倍返しにして差し上げましてよ！」

　堂々と最悪なことを言ってくれるセルニアだけど、秋あき晴はるはそれに怒りを感じない。むしろ哀れで、泣きそうになる。こいつはなんて駄だ目めな子なんだろう、と。

　そっと涙なみだを拭ぬぐう仕種しぐさをして……それから秋晴はポンとセルニアの肩かたに手を置いて、彼女の目を真まっ直すぐに見る。

「お前の言いたいことは分かった。とてもよく分かった──けどな、セルニア」

「あら、なんですの？　命乞ごいには早くてよ？」

「……今回の試験で俺おれがやる義務があるのは、お前の供ともだ。要は無事お前を送り届けたら、後は目の届く範囲にいるだけでいいんだ」

「…………………………………………………………………………ぇ？」

　それはとても小さな声で、どれだけ意外だったのかが分かる。

　呆ぼう然ぜんと見開かれた目と金魚のようにパクパク開閉する口で、どれだけショックなのかも分かる。

　それでも秋晴は、残ざん酷こくな事実を告げないといけなかった。

「お前のことだからろくに説明を読まなかったんだろうが……今回の試験は、現場視察に近いんだ。俺や他ほかの従育科生は、現役の使用人がどんな風に主人に接して、どれくらいの仕事をこなしているのかを見聞きするのが本当の目的なんだよ」

「…………そ、それは、つまりっ……」

「ああ。だからパートナーの我わが儘ままを全部聞かなきゃいけない──なんて縛しばりは、どこにもないんだ」

　配られた試験要項をちゃんと読んでいれば当然分かっているはずのことなのに、茫ぼう然ぜん自失となったセルニアには寝耳に水らしかった。

　こいつたぶん勘かん違ちがいしてるんだろうなぁ、と途と中ちゆうから勘付いていた秋あき晴はるも、ガックリと崩くずれ落ちるように膝ひざを着く姿を見ると複雑極まりない気分になる。奴ど隷れいの如ごとくやりたい放題に出来なくなるのがそんなに残念なのかと思うと、やっぱ同情は出来ないし。

　廊ろう下かにペタンと座り込んだまま、セルニアは床ゆかに視線を落として、

「そんな……それでは、私は……何の為に、大事な勝者権限を使って…………」

「いや何度も言うけど、正確にはお前勝ってないからな？」

「…………嘘うそ…………こんな、詐さ欺ぎみたいな……有り得ませんわ……」

　……何だかヤバイ薬がキマってしまった人みたいになってしまった。

　この惨さん状じように、秋晴はため息を吐つきながら対処を考える。もうこれはすぐ元通りにはならないだろうから、下で出迎えてくれたアンナって呼ばれていた使用人を呼んで部屋の中へ運んで貰もらうか。下へ手たに触さわって錯さく乱らんされても困るし。

「……うし、それでいいか」

　方針が固まったところで頷うなずいて、自分の凡ぼんミスで甲こう子し園えん出場が手の中から逃げていった野球部員みたいに打ち拉ひしがれているセルニアを尻しり目めに階段を降りる。

　どう説明したもんかと悩みながら、秋晴は階上にいるうっかりドリルの顔を脳裏に浮かべ……改めて、思った。

　ちょっとでも好かれているのかもと勘違いしたあの時の自分を、全力で殴なぐってやりたい。

「……まあ、所しよ詮せんはモテない男の幻想だよなぁ……」

　しみじみと呟つぶやいてから、秋晴はエプロンを着けたワンピースの女性を捜さがして広い屋内を歩き始めた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　場所が熱海あたみでパートナーが勘違いしまくりということを除けば、フレイムハート家の見学は秋晴にとってそれなりに面白いものだった。

　出迎えてくれたアンナはハウスメイドの役割だそうで、掃除や洗濯が主な仕事だと教えられた。実際に窓拭ふきをしたり洗濯物を干したりする場面を見せて貰もらいながら話を聞くと、量的にはさほどでもないけど、質はかなりのものを求められるのだとか。……それはいいけど、男の前でお嬢じよう様さまの下着を干すのはどうなんだろうな？

　ちなみに使用人の寝泊まりは邸てい宅たくのすぐ裏にある長方形の小さな建物でしているらしい。まあ小さいと言っても納なん戸どを含めて六部屋あるんだから、かなり整った環境だろうけど。

　一応は試験なんだし真ま面じ目めに見学をして、それでいて仕事の邪じや魔まにならないようにと気を配っていると、時間はあっという間に過ぎて、気が付けば日が沈んでいた。

「……で、ようやく起きてきたと思えばこれかよ？」

　秋あき晴はるに宛あてがわれた部屋を夕食の席にも出て来なかったセルニアが訪れたのは、もう九時になろうかという時刻だった。もう高校生なんだからこのくらいなら大して夜遅いとは思わないけど、少し気まずいのでそんな言葉が出る。

　部屋に来る前に風ふ呂ろに入ったらしくて、上気したように頬ほおは赤らんでいていつもより肌はだが艶つや々つやしてるし、シャンプーだか香水だか知らないけどなんかいい匂においがするし…………落ち着かない。

　けど、どうして風呂上がりで髪かみもやや湿っているように見えるのに、相変わらずのドリルスタイルなんだろーか。濡ぬれた髪でよくもまああんなにくるくると巻けるもんだ。

　……ともかく、復活して部屋に来たセルニアが手にしているのはチェス盤ばんで、敵てき意い丸出しで睨にらまれたとあればどういう展開なのかはすぐに分かる。

　つまり、これは、

「──リベンジですわ！」

　そういうことらしかった。

「前回は最後に勝利を手中にしましたけど、それまでの敗北が消えたわけではありませんもの。このままではフレイムハート家の──いいえ、英国人の血を引く者としての恥ですわ！」

「…………そこまで？」

「当初の予定は果たせなくなりましたけど、その分もここで挽ばん回かいしてみせますわ。ええそうですわ、見事勝ち越してみせますわよっ！」

　夜の温泉地でチェス盤を手にしてここまで燃えているのはこいつくらいだろうなー、と他ひ人と事ごとのように思いながら、秋晴は腰こし掛かけていたベッドの上から立ち上がる。

「分かった分かった、いいから下に降りるぞ。ここだとテーブルも無いし、使用人の人達にいらん誤解させてもつまらないだろ」

「フン、我が家の使用人を見くびらないで貰もらいたいですわね。一番年の若いアンナでもそのような下げ賤せんな真ま似ねはしませんわよ」

　自信満々にセルニアがそう言うのとほぼ同時に。

　──ドアの向こうから、パタパタと慌あわてた風に遠ざかっていく足音が。

「……………………」

「……………………」

　……うん、とても気まずい。

　セルニアの奴やつもバッチリ聞こえたみたいで口くち端はがほんの少し引きつってるし。

　ここは思う存分突いてからかってやるべきかと、秋あき晴はるは口を開いて…………苦笑だけに留とどめることにした。

　セルニアを弄いじるのはいいけど、こっそりドアに張り付いていたアンナが後で怒られるのは可哀相かわいそうだし、人の家に来てまで面子メンツを潰つぶすような真ま似ねをするのは良くないし。

　なのでセルニアが持っていたチェス盤ばんを奪う形で受け取り、盤の表面をポンと軽く掌てのひらで叩たたいて、

「──んじゃ、勝負といくか。手加減無しでいいんだろ？」

「っ……ええ、当然ですわ。勝つのは私ですのに、後で言い訳にされたらたまりませんもの」

　ほんの数秒だけホッとしたように表情を緩ゆるめたけど、すぐにセルニアは自信たっぷりの『らしい』態度に戻った。

　秋晴も挑戦的に笑ってそれに応こたえ──内心ではもう一度苦笑する。

　なんだかんだでこんなやり取りを楽しんでいるんだから、だいぶこいつに毒されているんだなぁ……と思いながら、チェス盤を持ち直した。




　──で、約一時間後。

「これで終わり、な」

　予定通りにビショップを移動させて秋晴が今日四回目の詰み宣言をすると、空腹な鳩はとが横倒れになって絞しぼり出したような呻うめき声が聞こえて来た。……本当は蛙かえるが挽ひき潰つぶされた声って感じだったけど、武士の情けで控えめな連想に置き換えておく。

　移動した応接室はエアコンが程良く効いていて、冷たいジャスミンティーも喉のど越ごし爽さわやかでとても美お味いしくて文句無し。

　豪ごう華かな黒革かわのソファにゆったりと背を預けて上流階級の満ち足りた生活に身を浸しながら、秋晴は向かいに座っている敗者の姿を目に焼き付けた。

　盤面を凝ぎよう視ししたままふるふると肩かたを震わせて、ギュッと握り締めた拳こぶしを膝ひざの上に載のせて、唇くちびるを噛かみ締め白い頬ほおを赤くして……

「──まだっ！　まだ終わってませんわよっ?!」

「いんや、終わり。確かにまだ詰んでないけど、あと二手でチェックメイトだから。どう足あ掻がいても俺おれがミスらない限り、お前の負けは確定だ」

　もう夜も更ふけているっていうのに大声で叫ぶセルニアに、秋晴は改めて現実を教えてやる。悔くやしげに盤面を見続けているけど、こいつもたぶん理解している。この状況から逆転の手なんて見つかるわけが無いし、万が一そんな鬼き手しゆを指させるんならここまであっさり負け続けることもないはずだし。

「クイーンを取られまいと慌あわてたのが敗因だな。あと将しよう棋ぎもそうだけど、一番地じ味みで数が多い兵隊を上う手まく使わないと中級者にはなれないぞ」

「う、くっ…………え、偉えらそうに……っ！」

　ぐっと顎あごを引いたままじとっとした視線をこっちに向けてくる敗者に、秋あき晴はるは黒のポーンを弄もてあそびながら講評めいたことを述べてみた。自分だって上級者じゃないし偉そうな口を利ける程強くもないけど、こう何回もやればセルニアよりは数段強いっていうのは自惚うぬぼれでなく言い切れる。

　ただ、セルニアの方も前回に比べると少し強くなっていた。たぶん負けまくったのが悔くやしくて本を読んで勉強したんだろうなぁ。自分も父親にまるで歯が立たなくて悔しかった時、学校の図書室や町の図書館でその手の本を借り漁あさって頑がん張ばったことがあるし。

　それでも前回同様にこっちが勝ちまくっているのは、セルニアが常に攻めを意識しているので次の手が分かりやすいのと、何年かのブランクで鈍にぶっていた腕うでが段々と戻ってきたからだ。指さしている内に『この局面ではこうすると良かったんだよなぁ』とか思い出したりして、ちょっと懐なつかしくもある。

「もうちょっと相手の出方を見るってことも覚えろよ。攻め方の筋はいいけど、狙ねらわれる立場でもあるって自覚ないだろ」

「戦いは攻めてこそ勝利を手にすることが出来るのだから当然ですわよっ！」

「いやだからその攻めを凌しのがれた時のことをだな。将しよう棋ぎと違って相手の駒こまを再利用出来る訳でもないし、駄だ目めそうなら引き分け狙ねらいにするっていうのも有りなんだぞ？」

「そんな惰だ弱じやくなことをっ……！」

　惰弱とか言うか。たかがチェスで、ボードゲームで惰弱って。

　どこまでも気性の激しい女だなぁ……と再認識しつつ、秋晴は手の中で転がしていたポーンをチェス盤ばんの横に置いて、

「それで、まだやんのか？」

「やるに決まっているでしょう！」

「けど、もう十時過ぎたぞ？　それにこう言っちゃあれだけど、ガチの勝負なら俺おれの勝ちはまず動かないし。ルークとナイトを一つずつ落とすか？」

「そんなあからさまなハンデなんて要いりませんわよっ！　それにこの勝負も、まだ活路がどこかにあるかもっ──」

　良かれと思っての提案に、半ば予測はしていたけどセルニアはぶちギレ気味に文句を言って、さらに盤面を凝ぎよう視しし始めた。なんっつーか、サイコな力で駒こまを動かそうと念じているのかと思うくらい目に力が入っていてとても怖い。

　どうしたもんだかな、と対応に困って秋晴は息を漏もらし……

「ふむ──それはもう無理そうだよ、セルニア」

　突然聞こえてきた第三者の声に、思わず背筋を硬くして振り向いた。

　いつの間に部屋に入って来たのか、チェス盤ばんを遠目から覗のぞき込むようにして立っている人物がいた。

　さらりとした金きん髪ぱつを横に流した碧へき眼がんの男性で、彫りの深いハンサムって単語が似合う容よう貌ぼうといい背の高さといい、ファッション誌から出てきたような美形だった。着ているのも一目でブランド物だと分かる上質なグレーのスーツで、上着は脱ぬいで腕うでに掛けている。

　これはもしかして──と秋あき晴はるが思った瞬しゆん間かん、驚いたようなセルニアの声が聞こえてきた。

「お父とう様さまっ!?　どうして、今日はこちらには戻らないと聞いてましたのに……！」

「ハハ、少し驚かせたくてね。予定より遅くなってしまったが、無事今日中に愛いとしい娘むすめの元気な姿を見ることが出来たんだ、良しとしようか」

　やっぱり、セルニアの父親だった。そうだろうとは思ったけど、まだ三み十そ路じ前と言われたらうっかり信じてしまいそうなくらい若々しいから、正直かなり驚いた。

　……まあ、驚いたと言えば二人の交わしている会話の方が驚きだけど。ナチュラルに金髪碧眼の二人が、ふつーに日本語で話すって。とんでもなく違和感ありまくりの光景だ。

「ゴールデンウィーク以来ですわね……お父様の方こそ元気そうで何よりですわ」

「そうかな？　最近はジムに行っている時間が無くて、少し体型が気になっていたんだけどね。無ぶ様ざまだと罵ののしられる心配もしていたけど、どうかな？」

「そんな心配、無用ですわ。相変わらず素す敵てきですわよ」

「そう言って貰もらえると安心するよ。……しかしセルニアも益ます々ます大人おとなっぽくなって、ママに似て綺き麗れいだよ」

「フフッ、元からですわ。お父様とお母かあ様の娘むすめですもの」

　…………………………………………いや本当に、なんだこの会話…………

　これが、あれか。英国貴族のありふれた家族会話なのか。互いに褒ほめ合って、しかも自分が褒められるのも当然って感じで。あらいやだわそんな事実を今更、って勢いで。ついていけないにも程があるぞ。

　しかもなんだ、再会を喜び合って、ハグして、頬ほおにキスして、髪かみを撫なでて────どこの映画に出てくる新婚夫婦だ貴様等ってくらいラブラブだよ。そしてそれを間近で見せつけられて、こっちはどうすりゃいいんだよ。

　居たたまれないあまり自分はいらない子なんだろーかと秋晴がブルーに入り始めた時、一通り親子の愛情儀ぎ式しきが終わったのか、娘の肩かたを抱だいたまま父親がこちらを向いた。

「それで、セルニア。こちらの彼を紹介してくれないかい？」

「お父様が知る程の価値は無いと思いますけど……一応は白はく麗れい陵りようの生徒ですし、これも縁えんということでしょうし、仕方ありませんわね」

　いやそこまで言われるくらいならスルーで結構なんだけど。

「一年従育科の日ひ野の秋晴、ですわ。見ての通り粗そ野やな庶しよ民みんですけど、少しばかり手違いがあって、従育科試験で彼のパートナーになって家に招しよう待たいする羽は目めになりましたの」

「…………紹介の通り、なんだか思い込みと勘かん違ちがいの果てにここへ招待されることになった日ひ野の秋あき晴はるっす。二日間、ここにお世話になります」

　言いたいことは色々あるけど、世話になるのは確定なのでちゃんと頭を下げておく。ただでさえ変な紹介をされている上に、こっちは茶ちや髪ぱつで耳に安全ピンなんて刺した似え非せパンクロッカーの執事仕立て風だ。多少礼儀を知っていることはアピールしておかないと。

　そんな秋晴の思惑を知ってか知らずか、セルニア父はうんうんと頷うなずき、

「私はゲイリー＝フレイムハートだ。ここの家主でセルニアの父親で──まあ、学生さん相手ならこの紹介で十分かな。事業の話をすると小難しくなるし、貴族の嫡ちやく男なんとはいえ家か督とくはまだ譲ゆずられていないしね」

「はあ……」

「ハハ、まあ細かいことは良しとしよう。──秋晴君、だったね。従育科ということだけれど、私にとっては娘むすめの学友という点に変わりはないよ。短い間とはいえ、寛くつろいでくれるといい」

「……それは……ええと、どうもありがとうございます」

　あんまりフランクに接してくれるもんだから、秋晴は戸と惑まどってしまって礼の言葉もすぐに出て来なかった。

　あのセルニアの親だから、もっと態度がでかくて騒さわがしい人なのかと思ったら……大人おとなだ。そうか、これが英国紳しん士しか。本場産の紳士ってヤツなのか。めっさ日本語喋しやべっているけど、これがジェントルマンって生き物なのか。

　爽さわやかな笑顔を浮かべている紳士の横で、何やら納得がいかないように少しむくれているドリルの態度も気にならない。こんな立派な父親がいるんだ、いつかこいつも更生するに違いない。

「ところでセルニア、秋晴君とチェスをしていたけど……戦績はどうなのかな？」

「うくっ…………その、今夜は少し、調子が悪くて……」

「ふーむ……つまり、全敗しているのかい？」

「……………………そうとも言いますわね」

　むしろそうとしか言わないが、悔くやしげかつ気まずそうなセルニアの顔を見てしまうと突っ込みづらい。

　大人しく秋晴が成り行きを見守っていると、セルニア父は「なるほど」と呟つぶやいた。

　そしてジェントルマンパワーが溢あふれんばかりの笑みをこちらへと向けて、

「秋晴君、どうだろう。私と一戦交えてみないかい？」

「…………え？」

「お父とう様さま?!　お疲れでしょうに、こんな男の相手などしなくてもっ……」

「いやいや、セルニアにチェスを教えたのは私だからね。弟子が手も足も出ないとなれば、師し匠しようが相手をしなければ」

　そう言って、セルニア父はやんわりと娘むすめの肩かたに手を置き、

「それに娘の前で少しばかり格好の良いところを見せたい──そんな親心もあってね。どうかな、秋あき晴はる君。相手をして貰もらえないだろうか？」

「……分かりました、受けます」

　紳しん士し然ぜんとした言葉でそこまで言われれば、秋晴にだって断る理由はない。

　実はもう眠ねむ気けでふわついているけど、長ちよう考こうさえしなければ一ゲーム五分少々で終わることもあるし、長くても十分で決着はつくはずだ。それくらいなら何の問題もない。

　それに、英国紳士とチェスをするっていうのがちょっとわくわくする。こんなシチュエーション、たぶん二度と無いだろうし。

　いい思い出になりそうだな……と胸中で呟つぶやいて、秋晴は教えを請こうつもりで頭を下げた。

「満足に相手を務められるか分からないですけど、よろしくお願いします」

「ハハ、そんなに畏かしこまらなくてもいいよ。ただのゲームなんだから──おっと、だからといって手を抜くつもりは無いけどね。勝負は正々堂々、君も全力でかかっておいで」

　聞きようによっては鼻につく内容なのに不思議と嫌いや味みのないセルニア父の言葉に、秋晴は素直に「分かりました」と頷うなずいた。

　元より勝てるとは思っていないけど、胸を借りるつもりで。後でセルニアにどれだけ父親自じ慢まんをされるか分からないのは少し嫌いやだが、まあ仕方ない。これで明日あした以降、機き嫌げんが良くなると思えばプラス要素の方が強いし。

　──なんだ、良いこと尽くめじゃないかと秋晴は気を楽にして、チェス盤ばんの前に座り直して駒こまの配置を整え始めた。




「…………チェックメイト」

「…………………………!?」

　詰みと告げる言葉に、焦あせりの表情を驚きよう愕がく色しよくに染め変える。

　そんな英国紳士の様子に、秋晴は脱力気味に息を吐はいた。

「まさか、お父とう様さまっ……?!」

「ハ、ハハ、ちょっと油断しちゃったかな……」

「ですがお父様、それはさっきも言いましたわよ……？」

「うっ……今回は、その、違う油断なんだよ。油断の種類が違うんだよ」

　そして目の前では金きん髪ぱつ貴族の親子劇場が、とても微笑ほほえましくない感じで繰り広げられていた。

　結果として、これでセルニア父との対戦成績は三戦全勝。一戦目こそ表情に余よ裕ゆうが感じられたけど、以降はもう大人おとな気げないくらい勝ちにいって、それでも負けるというちょっとばかり格好の悪いところを見せてくれた。

　まだ敗戦のショックを引きずった会話をしている親子を見てから、秋あき晴はるは欠伸あくびを噛かみ殺して盤ばん面めんを見る。

　中盤はセルニア父が優勢──だと向こうサイドは思っていたんだろうけど、こっちは凌しのげると初めから分かっていたし、襲いかかってくるルークとビショップの波状攻こう撃げきを捌さばきながらナイトをいい位置に移動出来たし、最終的にはクイーンを餌えさにしつつポーンとナイトの連れん携けいで無防備なキングを刈かり取るという、絵に描かいたような完勝だった。

　確かにまあ、セルニアよりは強いけど……正直大差はなかったというか、何回やっても負ける気もしない。

　一戦目が終わった段階でそれが分かったので、実は二戦目をやることになった時にわざと負ける方針でいこうと思ったけど──勝利が目前になったところでフレイムハート親子がとてもはしゃいでいて、なんかそれがムカッときてつい逆転してしまったのが痛かった。

「あー……もうこの辺で、お開きってことでどうっすか？」

　わくわく感も緊張もどこぞへ吹っ飛んだ状態で提案すると、貴族とか紳しん士しとかどこへいったんだろうという勢いでセルニア父は秋晴へと振り返り、

「何を言っているんだい、秋晴君！　勝負はまだこれからじゃないか」

「いやー……実は俺おれ、もう眠ねむかったりするんですけど……」

　ルームメイトの大だい地ちが早寝早起きしているのにつられて、秋晴も普段から十時過ぎには寝て六時前に起きるという年寄りもびっくりな生活をしているので、もうだいぶ頭がぼんやりしていた。

　こっちがそうだっていうのに、仕事をして疲れているはずのセルニア父は興奮気味に顔を寄せてきて、

「それはあれかい、『こんな激弱中年の相手をするなんて眠たくなっちまうぜ！』って意味なのかい!?」

「なんて事を……庶しよ民みんの癖くせに調子に乗りすぎですわよっ！」

「冤えん罪ざい?!　冤罪で怒られた!?」

「なら、バックギャモンはどうかな？　モノポリーは？　何でも良いが、負けたままだと気持ち良く眠れないから私は勝つよ！　勝つまでやる！」

「どれだけガキっぽいことを堂々と言ってんだあんたはっ！」

「ちょっと！　お父とう様さまに向かってその口の利き方はなんですのっ?!」

「だああっ、ややこしいからお前まで突っ掛かってくんなよ！」

　一対二で責められる立場の秋晴は、もう一々言葉遣づかいとか今日明日あした泊めて貰もらう立場だとか考えていられなくなって、いつもセルニアとやり合う時の感覚で対応する。

　英国紳士はそこらの子供と変わらないことを言い出すし、ドリルは父親絡がらみだからかいつもより絡んでくるし、こっちは眠いし相手するだけで疲れるし、もう何がなにやらだ。

　秋あき晴はるは茹ゆだってしまいそうな頭を抱かかえて、どーやったらこの場を乗り切って安眠を勝ち取ることが出来るんだと悩み──

「よし分かった、それなら趣向を変えよう」

「……はい？」

「お父とう様さま……？」

　突然訳の分からないことを言い出したセルニア父に、秋晴だけでなく娘むすめの方も疑問の声を上げた。趣向を変えるって、そんなことよりこっちは早く寝かせて欲しいんですけどね？

　意気揚よう々ようと立ち上がって、応接間のドアへと移動して廊ろう下かに向かって何か言い出した紳しん士しの背中に懸けん命めいに念を送ってみるけど、全く通じていないようだった。口で言っても聞いてくれないから当然の結果なのかもしれないけど。

　この親子は人の言うことをもう少し考慮することを覚えて欲しいと秋晴が切に願っていると、昼に出迎えをしてくれた使用人を従えてセルニア父は戻ってきた。

　その手の中には──一本の瓶びんと、コルク抜き。

「やあ、お待たせ。すぐに開けるから、あと少しだけ──」

「いやちょっと待った。すみませんが、その手に持っているのは……」

「ああ、１９１７年の『シャトー・ラトゥール』だよ。深みのある味で、ラトゥールの中でも好きな年のワインなんだ。ディケムの方が好こう事ず家かには受けがいいんだけど、私は甘あますぎると感じてしまって……そうか、君やセルニアには甘あま口くちのディケムの方が良かったかな？」

「いやそういう問題じゃなくて、」

　ワインボトルをどこかうっとりとした目で見ながら解説をするセルニア父に、秋晴はこいつ何も分かってねぇと言いたい気持ちを堪こらえて、叫んだ。

「それアルコール！　俺おれ達未成年！」

「ハハ、そんなことを気にしているのかい？　大丈夫、外で飲むのは多少問題だと思うけどね、家の中で嗜たしなむ程度の量を飲む分には構わないさ」

「どんな判断っすかそれは！」

「そういえば知っているかい？　イギリスでは十八歳さいで飲酒が認められるんだよ」

「いやイギリスがそうでもここは日本で、第一俺もあんたの娘むすめもまだ十六歳さいだっての！」

「まあまあ。家主の私が許すんだ、大いに酔よっ払うといい。そして酔いが回ったところでもう一勝負だ──うん、別に他意はないけれど、酔った後の勝負で勝った方が真の勝者というのはどうだろう？」

「あんたどこまで負けず嫌ぎらいなんだよ?!　確実に酔い潰つぶしてまともな勝負が出来なくするつもりじゃねぇか！　つーか万が一のことがあったらどうすんだ！」

「大丈夫、アンナは医術を嗜たしなんでいるから急性アルコール中毒になっても死ぬことはないと思うよ。ハハ、秋晴君は心配性だなぁ」

　──駄だ目めだ、本格的に話が通じない。金持ちや貴族っていうのは別世界の人間だと白はく麗れい陵りように入ってから十分に理解していたつもりだったけど、分別がついているはずの大人おとなでもこうか。いやむしろ大人の方が酷ひどい気がする。最終目的がゲームに勝つ為て。本当に大人かどうかも疑わしいよ。

　ともあれ──ピンチだ。

　これはとても危機迫る状況だと、秋あき晴はるは固唾かたずを呑のんだ。

　こっちがそんな状態だっていうのに、セルニアは父親がコルク抜きを駆く使ししているのを嬉うれしそうに見ているし、使用人のアンナはグラスをテーブルにセッティングしているし、誰もこの流れに突っ込んでくれない。

「ビンテージワインはコルクの交換がされている物も多いけど、その際に風味が逃げるという理由で交換を行わない物もあってね。これもそうなんだが、流石さすがに百年近く経たっているだけあって、コルクを崩くずさずに抜くのもちょっとしたコツがいるんだ」

　そんな説明求めてないし、そもそもアルコール自体求めてない。

　なのに、ポンッ──といい音を立ててコルクが抜けて、微かすかに酸味が香った。いよいよカウントダウンが始まったらしい。

　長い間、それこそ秋晴の曽そう祖そ父ふが生まれた頃から瓶びんの中に閉じ込められていたワインがグラスに注がれる音がする。風情のある詩的な人ならそれを『封じられていた時が動き出した音だね』なんて言い出すかもしれないけど、秋晴にはジェイソンがチェーンソーのエンジンをスタートさせる例の音に聞こえた。

「まあ……綺き麗れいな色ですわね。香りも豊かで、落ち着きますわ」

「見事に熟成されたワインはそれ自体が芸術品だからね。味だけではなくて、見た目も人を愉たのしませるものだよ。……ほら、秋晴君」

　何やら格好の良いことを言っているセルニア父から渡されたワイングラスを反射的に受け取って、それからしまったと顔を歪ゆがめる。

　倫理観に訴える作戦は既すでに失敗した。なら次の手段を講じるべきなんだろうけど、グラスを手にしたからには残された時間はもう無い。実際、早くもグラスには深く紅あかいワインが注がれてしまった。

　どう説得すべきか、秋晴は頭を悩ませる。トイレに逃げるっていうのは有りかもしれないけど、どれだけ粘ねばってもグラスの中身が消えているってことはないだろう。自然蒸発するまで逃げれば別だけど。

　ならいっそ、正直に言うべきか。恥ずかしいことじゃないんだから、見み栄えを張って下へ手たな言い訳するよりはずっとマシな気もする。選よりに選ってこの金きん髪ぱつドリルに知られるっていうのが痛いけど、こっちもこいつの父親をチェスで負かした後だからそのネタをちらつかせれば大丈夫……の、はず。

　そうと決めれば後は思いきりが勝負の鍵だ。勢いのあるうちに言ってしまわないと、手遅れになる。

　よし、言おう。今すぐ言おう。

　覚かく悟ごを決め、秋あき晴はるはグラスを握る手に力を込めて口を開ひら、

「まさか……とは思いますけど」

　──こうとした瞬しゆん間かん、セルニアがカウンター気味に言ってきた。

　ただ雑談をするだけなら別に構わない。それはもう全然構わない。

　……けど、こちらを嘲あざけるような笑みをたっぷりと口元に浮かべた表情を見れば、ただの雑談が出てくるとは思えなかった。

　そして──秋晴の懸け念ねん通り。

「高校生にもなって、たかがワイン一杯も飲めない……だなんて言いませんわよね？」

　今正まさに言おうとしていたことをとんでもなく言い辛づらくする発言が飛び出した。

　──そうきたか。こっちが弱味を見せる前に、降参する前に、喜び勇いさんで突いてくるか。

　こうなると、秋晴はもう『いやー、そうなんすよ。酒、飲めないんすよ』とは言えない。これは意地だ、プライドの問題だ。

　怒りとかむかつきとかそういう負の感情じゃなくて、もうどうにでもなれって感じのやけくそで投げやりな気分になる。

「……………………後こう悔かい、するなよ？」

　それは自分にじゃなくて、そうだろうと気付いている癖くせに挑ちよう発はつして来やがったセルニアへの言葉。

　負け惜しみにも聞こえそうな発言に、セルニアはやや怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

　そして秋晴は、セルニア父が満足そうな笑顔で軽くグラスを掲げて乾杯の仕種しぐさをするのとほぼ同時にグラスに口を付け──











　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──その頃。

　都内某ぼう所しよにある彩さい京きよう家けの一室で、朋とも美みと薫かおるはいくつかのアルバムを前にして談笑をしていた。

　朋美はレモン色の半袖そでのパジャマで、薫の方は素っ気ない青のジャージ姿。もう寝る時間も近いので、飲んでいるのは安あん眠みん効果のあるハーブティーだった。
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「卒業アルバムがあれば良かったんですけど、残念ながら三年生までしか同じ学校にいなかったので……でも、遠足の時の写真やちょっとしたイベントの写真ならあるはずですよ」

「そうなのか」

　素っ気ない口調で言いながら、内心で薫は興味津しん々しんだった。だって、写真だ。昔の日ひ野のが映っている写真だ。興味ないはずがない。

　ルームメイトなので、出会ってから二ヶ月寝食を共にしているが──薫かおるにとって、日ひ野の秋あき晴はるはどこかちぐはぐな印象のある男だった。

　パッと見は不良。『だりぃ』とか『うぜぇ』とかが口くち癖ぐせっぽく見えるし、髪かみの色はともかく耳に刺している三つの安全ピンはまるで意味が分からない。何か意味はあるんだろうと踏んでいるが、そこを訊きくと知りたくないことまで話されてしまう気がして、なかなか上う手まく切り出せない。たまに新しいものに替えているので、思い出の品という線ではなさそうだけど。

　ともあれ、外見からの第一印象とは違って、中身はどうにも真ま面じ目めで家庭的な奴やつだった。普通、男子高校生は暇ひまな日曜に料理雑誌を読んだり制服の袖そでの解ほつれを自分で繕つくろったりはしないはずだ。

　とてもちぐはぐな印象のあるルームメイト。それが薫の持っている日野秋晴のイメージだ。

　付き合えば付き合うほど、もっと色々と知りたくなる。

　彩京朋美から今回の試験のパートナーになる旨むねを受けたのは、『日野の幼おさな馴な染じみ』ということも大きい。

　あの時──日野がフレイムハートのお嬢じよう様さまにカードを渡されたあの日、朋美は自分にこう囁ささやいた。

『あなたの隠かくしていることについて、二人きりで話したいんです』

　……その言葉を聞いた時は貧血を起こして卒そつ倒とうしそうになったが、なんとか平静を装い試験のパートナーを受けることを了承した。

　隠かくしていることは色々あるが、まず真っ先に思い付くのが──自分が、性別を誤ご魔ま化かして白はく麗れい陵りよう従育科に通っていることだ。前理事長と深み閑かんはその事実を知っているが、後は誰も知らないはず。理事長兼事務員の天てん壌じよう慈じ楓かえでは、たぶん知らないと思う。彼女が知っていたなら、何かの際にうっかりバラされていると思うので。

　ルームメイトの日ひ野のも……際どい場面はあったけど、気付いていないはず。それはそれで少し複雑だけど、バレてしまうよりはいい。

　しかし──彩さい京きよう朋とも美み。

　もし、彼女が知っているとして。

　そして、その秘密を知ち已きである日ひ野のに漏もらされてしまっては……全すべてが終わってしまう。

　ということで、薫かおるは不安と疑念を抱かかえつつ今回の試験に臨んだのだが──

　行きの車中、彩京朋美は今日の天気に触ふれるような気軽な口調で切り出した。




『──大だい地ちくんが本当は女性だということは調べがついていますけど、それに関して脅おどすつもりも告発するつもりもありませんので、安心してくださいね？』

『……それは……僕としては有り難い、が……』

『勿もち論ろん、秋あき晴はるくんも含めて口外しません。彩京の名にかけてもいいですよ』

『…………なら、どうしてこんな真ま似ねを？　どこにメリットがある？』

『ないこともないですよ。将来的なことを考えればあなたの信用を勝ち取るのはかなりの価値があると言えますし。それに……』

『それに？』

『ルームメイトであるあなたと、秋晴くんの話をしたかったので。ああでも言わないと、わたしの誘いに乗ってくれなかったでしょう？』




　にこりと微笑ほほえんでの朋美の言葉に、薫は心の中で『確かに』と頷うなずいてしまった。

　そして以降、彩京朋美との会話は殆ほとんどが日野秋晴に関することで……まあ、予想より充実した時間だった。

　こうして目の前にあるアルバムにしてもそうだ。昼間散さん々ざん聞かされた、今の日野とは重なる部分が少なそうで多い小学生時代の写真が見られるだけでも、この試験を受けた甲か斐いはあったというものだ。

　大事に保管されていたアルバムが、朋美の細い指で捲めくられていく。当然ながら持ち主の映った写真ばかりだけど、中には友達が映っている写真もある。

「……あ、これは懐なつかしいですね。八歳さいの誕生日パーティーの時の写真です」

「む…………これが日ひ野の、か……？」

　そうだとは思いつつ、念の為に朋とも美みへ確認を取る。

「ええ、そうですよ。これは確か……うん、クラッカーの音にびっくりして半泣きになっているところですね」

　嬉うれしそうなコメントが返ってきて、薫かおるは改めて件くだんの写真を見つめた。

　六人の子供が映っている中で、一番目立つ中央の女の子が彩さい京きよう朋美だ。小さい頃から可か愛わいくて聡さとい子だったのだと分かる明るい笑顔で、独特の華はながあることが伝わってくる。

　その横で、へにゃっと顔を歪ゆがめている黒髪かみの少年。今にも泣きそうで、頼りない顔をしている弱気な感じの少年が……日野。

「可愛いでしょう？　昔から気が小さくて、男の子より女の子と遊んでいることの方が多い子だったんですよ。運動するのも嫌きらいじゃなかったみたいですけど、それよりも花はな冠かんむりを作ったりお飯まま事ごとをしたりする方が性しように合っていたみたいで」

「…………凄すごいな。どうしてこの子が、ああなるんだ……？　中身はそれ程変わっていないのかもしれないが……」

「ご両親が亡くなられてから色々あったみたいですけど、詳くわしいことは訊きいてません。話したくないことは自分から話したくなるまで待つというのがわたしの方針ですから。……ただ、時々方針転換もしますけど」

　どこか優しい声音で紡つむがれた朋美の言葉に、薫は無言のまま頷うなずいた。自分だって秘密にしていることがあるし、目の前にいる彼女もそうだ。誰にだって晒さらしたくない秘密がある。

　いつか──白はく麗れい陵りようにいる三年間という時間の中で、日野の方から話してくれる時が訪れるのだろうか？

　そんなことを考えながら、薫はアルバムの次のページを開いて……何度もパチクリと目を瞬しばたたかせた。

「…………これは、なんだ？　日野はどうして、こんな……？」

「え？　……ああ、それですか。懐なつかしいなぁ」

　写真の中にいる幼い日野秋晴は、顔を真まっ赤かにして頭に白いタオルを適当な感じで巻いていた。それだけならまだしも、ちょっと太めの少年を足あし蹴げにして泣かしていた。

　それまでのイメージとちぐはぐな写真に薫が目を丸くしていると、クスクスと笑いながら朋美が言った。

「泣いている子は、よく秋晴くんのことをからかっていた子なんですよ。ほら、小学生って女の子と仲の良い男子をからかうことがあるでしょう？　おまけに秋晴くんは一年生の時に将来の夢を『お嫁よめさん』なんて言ってしまったものですから、しょっちゅうからかわれていたんですよ」

「…………それは分からなくもないが……」

「秋あき晴はるくんは割と大人おとなしい子で、ちょっと叩たたかれた程度じゃ仕返しも文句も言わなかったんですけどねー……それが、酔よっ払ぱらって普段のストレスが弾はじけちゃったみたいで」

「……………………酔っ払った？」

「ええ、お菓か子しの中にあったチョコレートボンボンで。確か甘あま酒ざけでも酔っ払ったことがあったと思いますけど──兎とにも角かくにも、リミッターが外れちゃって、いつものように絡からんで来た瞬しゆん間かんにそれですよ。流石さすがに皆引いてましたね」

　それはそうだろう、と薫かおるは神しん妙みように頷うなずいた。草食動物だと思っていた少年が突然牙きばを剥むいたら誰だって驚く。しかも映っている日ひ野のの目はどう見ても据すわっていて、小学生らしからぬ迫力があった。

　思わぬ形で日野の知らざる一面を垣かい間ま見ることが出来たが、反応に困る部分を知ってしまった。とりあえずアルコールには注意、とだけ覚えておく。

　ふぅ……と吐と息いきを漏もらした薫は改めてアルバムを見て──ふと、あることに気が付いた。

「そういえば、どうしてこんな写真がある？　祝いの席で残す写真じゃないだろう」

　素そ朴ぼくな疑問だが、妙みように引っかかる。良識のある大人ならまずこんなものは撮とらないはずだ。

　その質問に対し、朋とも美みはほんの少しだけ悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、

「わたしが撮ったんですよ。とてもいい証しよう──いえ、いい思い出になると思いましたから」

「……………………そう、か……」

「あ、折せつ角かくですから明日あしたはこれを持って行くことにしましょう。秋晴くんも、きっと懐なつかしく感じるでしょうから」

「………………………………そう、かも、な……」

　薫は俯うつむきながら呟つぶやいて──初めて、日野がこのお嬢じよう様さまに怯おびえるような態度を取る理由が、少しだけ理解出来た。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　セルニア＝伊い織おり＝フレイムハートは、かつて無い程の後悔に襲われていた。

　──そう、初めはちょっとした仕返しのつもりだった。

　普段から日野秋晴の態度は目に余るものがあったし、人の髪かみ型がたを言うに事欠いて掘くつ削さく機き扱いをするという暴挙を繰り返すし、一度とっちめてやろうと思っていたのだ。

　そして……従育科試験の案内が来た。

　これだ、と思った。二泊三日で自宅に招かなければならないのは甚はなはだ不本意ではあるけれど、拘こう束そくしている間はいくらでも言うことが聞かせられるに違いない。普段は生意気な日野秋晴は、一方で妙に義理堅いところがある。試験という形であれど主従関係を結ぶことになれば、その間はちゃんと従者らしい態度を取るはずだ。嫌いや々いやだろうがやるはずだ。

　……………………まさか、今回の試験内容がただの見学だなんて。

　当日になっても気付かず、知った時のショックときたら、ピサの斜しや塔とうの屋上にいたら建物が急速回転し始めて遠心力で吹っ飛ばされたような気分だった。

　おまけに前回の敗戦から学んで勉強し直したチェスでも勝てず、あろう事かお父とう様さままで参戦したのに返り討うちに遭あわされてしまい──

　だから日ひ野の秋あき晴はるがワインに過剰反応をしているのを見て、むらむらとセルニアの胸の内に火が点ついたのだ。

　一発で気が付いた。この男はアルコールに弱いか、飲んだことが無いかのどちらかだと。

　なら、きっと飲ませれば面白いことになるに違いない。いつも生意気なこの庶しよ民みんがあられもない醜しゆう態たいを晒さらすところを見ることが出来るかもしれないし、どうしても飲めないという情けない懇こん願がんを聞くことが出来るかもしれない……！

　もうそう考えただけでウキウキして、セルニアは確信を持って秋晴を挑ちよう発はつしたのだ。

　見事それに応じた秋晴はグラスを僅わずかに傾けて、少しだけワインを口にした。高級なビンテージワインである九十年物のシャトー・ラトゥールは豊ほう潤じゆんな味わいとまろやかでほんのりとした甘あまさがあって、それを愉たのしむというのならその飲み方で間違いはない。

　ただ、勢いをつけるような発言をした割に意気地のない飲み方で、しかもすぐに顔が赤くなった。やっぱりアルコールに弱いんだと、それを知っただけで一つ弱味を握ることが出来たような気になって、セルニアは上じよう機き嫌げんでワインを飲んで……

　──そして現在、極度の緊張状態の中、秋晴の横で身を固くしてソファに座っていた。

　そりゃあもう驚きだった。ちびちびとワインを飲んでいた秋晴が、不意にぐっと呷あおってグラスの中身を空にしたかと思ったら、大きな声で笑い始めた。それだけでも目を丸くするには十分なのに、据すわった目をしながらブツブツと何やら呟つぶやきだしたとなればもうアウトだ。どこをどう見てもアウトだ。

　まずいですわ、今の日野秋晴に関わってはいけませんわね──と即座に判断したセルニアはそっと持っていたワイングラスをテーブルに置いて、そろりそろりと秋晴の側そばから離れ……

「──おい、セルニア」

　今まで聞いたことの無い低く抑おさえられた声に、思わずセルニアの足が止まった。

　強烈な磁じ力りよくに引かれるように振り返ると、ソファにどっかりと腰こし掛かけて足を組んだ日野秋晴が、いつもの数倍凶きよう悪あくな目つきでこっちを見み据すえていた。

　着ているのが従育科制服だからか、とんでもなく悪っぽくて怠たい惰だな雰ふん囲い気きが漂ただよっているのに、やたらと鋭い棘とげのような眼光を放っていて……どう考えても真まっ当とうに相手をしてはいけない。あんなヤクザな目をする男からは一刻も早く離れなければ。

　そう、ここは脱だつ兎との如く、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよも見せずに──

「ちょっとこっち来いよ、おい」

「嫌いやですわよっ」

「────あぁ？」

　ぎらりと鈍にぶく光る細められた双そう眸ぼうに、一気に増す不ふ機き嫌げんオーラ。

　それに呑のまれてはいけないと、セルニアはキュッと胸元で右手を握り締め、

「わ、私はっ……」

「いいから来いってんだよ。仲良くお喋しやべりするだけ、だろ？」

「………………………………」

　有無を言わさないとはこのことか。

　どれだけ反論しようと拒否の意思を伝えようと、聞く耳を持たずざっくり切り捨てられる。……というより、酔よっていて何が何だか分かってない？

　ともあれ、酔っ払い独特の威圧感にセルニアは押されてしまっていた。

　助けを求めようと、ちらりと横目で敬愛している父親と年の近い使用人を見てみれば、

「…………おおっ、そういえば明日あしたは朝一で大事な商談があったんだよそうだ忘れていたハハハもうそろそろ眠ねむるとしようかな！」

「まあ旦だん那な様それは大変でございますね一秒も無む駄だにすることは出来ませんお休み下さいませ今すぐ床とこの用意を致しますので！」

　早口でそんなことを言い合いながら、そそくさと応接室から出て行った。

　……………………………………これは、つまり……………………見捨てられた…………？

　信頼していた二人に大人の処しよ世せい術じゆつと言うべき身代わりの早さで逃げられて、愕がく然ぜんとしていたセルニアに再度かけられた秋晴の声に抗あらがうだけの気力はなく、言われるがままにソファの隣となりに座る羽は目めになった。

　──ということで、大ピンチ。

　酔った日ひ野の秋あき晴はるは大だい胆たんにこちらの肩かたに腕うでを回してきて、腹立たしいことこの上ない……けど、ここは我が慢まんするしかない。最も早はや助けは無く、自じ力りきでここから脱するには腕わん力りよく面で心細い。

　不幸中の幸いといえるのは、既すでにワインは空っぽということ。自分と父で殆ほとんど飲んだ結果、これ以上秋晴がアルコールパワーを帯びるということはなくなった。なら後は酔ったまま眠るか酔いが醒さめるのを待つだけだ。

　今は屈くつ辱じよくに耐える時ですわ──そう自分に言い聞かせ、とんでもなく居心地が悪いのを我慢して、セルニアはじっと秋晴の横に座っていた。

　とはいえ……じろじろと遠えん慮りよ無く舐なめるような視線にすぐに限界が訪れてしまって、耐えきれずに口を開いてしまう。

「な、なんですのよ……？」

「別に何でもないけどよー……いやある、あるか。お前といい四し季き鏡かがみといい、何食えばそんなに胸がでかくなるんだよ。それは高校生の持ち物じゃねーだろ」

「ぅなっ──!?」

　直球な言葉に、瞬しゆん時じに顔が真まっ赤かに染まる。セルニアはそれを自覚して、恥ずかしさを振り払うように、

「なっ、な、なにを言いますのよこの男はっ!?　せ、セクハラですわ！　無礼にも程がありましてよ!?」

「あ〜〜〜？　何がセクハラだ自信過剰のエロ乳女。いつもいつも見せびらかすような薄うす着ぎでいるヤツが生き娘むすめみたいなこと言ってんじゃねーよ」

「え、えろちち…………この私が、えろ……」

「んだよ、褒ほめてんだから喜べっつーの。お前ならそこいらのグラビアアイドルにも負けないくらいの人気者になれるぜ。試しに駅前で軽く全ぜん裸らになって来いよ」

「………………」

　次々と投げつけられる恥ち辱じよくの言葉に、セルニアは肩かたを震わせて頬ほおをひくつかせた。

　これだから酔よっ払ぱいは嫌きらいですわ品のない庶しよ民みんはさらに嫌いですわ──とセルニアが内心で愚ぐ痴ちっていると、

「朋とも美みのヤツもきっと羨うらやましがってんぜ。あいつ、貧乳って程じゃねーけど色気はこれっぽっちもねーからな」

「…………彩さい京きようさん？」

　ぶつくさ言っていた秋晴が、気になる名前を口にした。

『朋美』というのは他ほかでもない、彩京朋美のことだ。二人は幼おさな馴な染じみだということだけれど、詳くわしいことをセルニアは知らない。調べれば分かることだが、そんな趣味の悪い真ま似ねはしたくないのでしなかった。

　ただし、興味が無いわけではないので、やっぱり気になる。

　怨おん敵てきともいえるこの庶民と、天敵ともいえる彩京朋美──どんな過去が二人を繋つないでいるのか、知りたいという気持ちは少なからずある。勿もち論ろんそれは近い将来自分が勝つ為の礎いしずえとする為であって、別にどんな子供時代を送ったのかしらとか二人だけが思い出を共有しているのがどうしてか癪しやくだとか、そういう理由ではなくて。

　セルニアはこっそりと深呼吸をして間を取り直し、出来る限りの社交界スマイルを浮かべて隣となりに座る秋晴へと問いかけた。

「そ、そういえば彩京さんとは小さい頃からのお知り合いでしたわね？」

「あー？　そうだけどよ、ガキの頃のあいつなんてろくなもんじゃねぇよ。……ん？　今だってろくでもないのは変わらないから、今も昔も…………あぁ……？」

　よし、ちゃんと反応してくれた。酔っ払い独特のこんがらがった思考だけれど、それでも認識はしたのだから、あと一押し。

「具体的には、どんな子でしたの？」

「ありゃあガキ大だい将しようって感じだ。むかつくけど誰もあいつに敵かなわなかったしよー……いやあいつより足が速いのや絵を描かくのが得意なのはいたけど、一番威い張ばってて人気あったのはあいつだったしな」

「……なるほど、そうでしたのね」

「極悪っつーのはあーいうのを言うんだよ。大人おとなには受けがいいし、大抵のことはそつなくこなしやがるし、勉強だって出来たしよ」

「それは…………ただの優等生じゃなくて？」

　ただの僻ひがみにしか聞こえないので突っ込みを入れて、それからセルニアは相手が酔よっ払ぱらいだと思い出す。まともに受け答えが出来たり会話内容に一貫性があったりする方が稀まれな状態だ。

　けど、秋晴は口元を歪ゆがめて舌した打うちをして、

「基本的にあいつはいじめっ子なんだよ。聡さといから相手が絶対に触ふれられたくない領域には手を出さない癖くせに、そのギリギリのところまでは抉えぐってきやがる。本気で嫌きらわれるようなことはしないってのに、ちくちくちくちく責めやがって……恨うらもうにも親切に便べん宜ぎを図ってくれることもあるし、腹黒い癖くせにそこまで陰険じゃないから恨みきれねーしよ」

「……………………ええと……それは……彩京さんの話、ですの……？」

　念の為に確認を取ると、秋晴は「決まってんだろ」とぶっきらぼうに応こたえる。それが当たり前のように。

　……けど、セルニアには俄にわかに信じられない。今この男が話していた人物と、自分の知っている彩京朋とも美みは、どうやってもイコールで結びつかない。

　この十数年で急成長を遂げ今や世界に名だたる彩京家──その中で最も重要な人物とされている彩京琢たく巳みの結婚は当然ながら社交界では話題となって、相手が子連れの未亡人だというのは早々にセルニアの耳に入っていた。

　そして白はく麗れい陵りようの中等部に上がり実際に顔を合わせた彩京朋美は、飾り気の少ない清せい楚そな印象すらある少女で、その癖くせに退ひくことを知らず幾度もぶつかりあってきた。

　余よ裕ゆうの笑みを絶やすことは殆ほとんど無く、成績は群を抜いて優秀で、ちょっと突けば嫌いや味みなセリフが倍返しで戻ってきて……

　けど、そんな、秋晴の言うような根性の拗ひねくれ曲がった人物とは思ってもいなかったし、相手の心情を配慮しているのか蔑ないがしろにしているのか分からないやり口をしているだなんて、青せい天てんの霹へき靂れきとしか言い様ようのない証言だ。

　酔った勢いで、あること無いことを妄もう想そう混じりで話しているとしか思えない。

　…………思えない、けれど。

　──もし、本当に『そう』だとしたら？

　だとしたら、これはもしかすると、あの彩京朋美の弱味を握ることに繋つながるかもしれない。

　脳裏に浮かぶのは、青ざめた顔で肩かたを落とす宿しゆく敵てきの惨みじめな姿──

「……まあ、朋とも美みのヤツのことはどうでもいいんだけどよ」

「どうでもよくありませんわっ。もっと彼女のことを、」

　これ以上は無いかもしれない絶好の機会を逃してなるものですかと追い縋すがり、セルニアは身を乗り出すようにして日ひ野の秋あき晴はるに顔を寄せ──

「こんな美人と一緒にいるってのに、他ほかの女のことをべらべら喋しやべってどうすんだよ」

「ふふぇっ──!?」

　耳元で、囁ささやくようにしてとんでもないことを言われ、セルニアは反射的に身を仰のけ反ぞらせてしまった。

　顔が、体の奥が、火をくべた暖だん炉ろのようにカッと熱くなる感覚に襲われる。不意打ちであんなことを──しかもそれを言ったのは日野秋晴だ。動揺するに決まってる。

　それでもセルニアは必死に平静さを取り繕つくろって、上う手まくいかないままに秋晴を睨にらみ付けた。

「からっ、からかうのはお止よしなさい！　今更、そんなご機き嫌げん取りなんてっ──」

「あ〜？　なんで俺おれがお前の機嫌なんて窺うかがわないといけないんだよ」

「だって、貴方あなた……でなかったら、そのっ……」

「事実だろ。お前みたいな綺き麗れいな顔しているヤツは日本じゃ滅多にいないだろうしよ」

　そんなことを、至し近きん距離で言われてしまったら────もうどうすればいいのか。

　ワインを飲んでも乱れることの無かった心拍数は大いに乱れ、呼吸もおかしくなっている。とくとくと音を立てている心臓の音がやけに響いて、視界の中には日野秋晴が笑みながら真まっ直すぐに自分を見つめている。

　今更そんな、綺麗だとか美人だと言われてここまで動揺するだなんて、自分らしくない。

　セルニアはどれだけ自分が魅み力りよく的てきな容姿とスタイルをしているか十分に理解しているし、社交界とは相手を褒ほめる技術が必ひつ須すとなるので聞き飽あきる程に美しさを讃たたえられてきた。

　だというのに、修飾も捻ひねりもない酔よっ払いの一言で、未いまだかつてないくらい冷静さを失ってしまっている。

　いつも小馬鹿にするような軽口を叩たたいてくる、粗そ野やで下品で身の程知らずな男の言葉に、こんなにも揺さぶられているなんて──

「こ、これは何の夢ですのっ!?　しかも悪夢ですわ、史上稀まれなくらい極ごく悪あくな夢ですわよ?!」

「何を訳分かんないこと言ってんだよ。喚わめいてないで、もっとよく顔を見せろっての」

「だからそのような貴方あなたらしくもない言葉を──ひぁっ!?　な、何を触さわって、」

「いや？　綺麗な肌はだしてんなと思ってよ」

「だからって触っ──ゃ、ん、っく…………ぃ、このっ……！」

　頬ほおから耳を、そして首筋を、浅く撫なでるように触ふれる秋晴の指先に、一々背筋から波打つように肌が震えて……それが腹立たしくて睨にらみ付けた上に平手で叩たたいてやろうと思うのに、ぞわりという感覚に上う手まく体が動かない。

　まずいですわこれは非常にまずいですわと分かっているのに、肩かたに回されていた腕うでから逃れることは出来なくて、もがく四し肢しにどれくらい力が入っているかも分からない。

　しかもそのままソファに押し倒される形になって、セルニアはいよいよ焦あせった。

　若い男女が、二人きりで、しかもソファに折り重なるように──

「どどどどういうつもりですのよっ?!　悪ふざけはいい加減にっ……」

　そう叫びながら、セルニアの頭によもやの可能性が過よぎる。

　まさか、このまま、

　酔よった勢いで、

　雰ふん囲い気きに流されて、

　一夜の過ちを──

　そんなことはあってはならないことだと急速点滅している理性が訴えているのに、どういうわけか体は動いてくれない。

　硬直したまま、仰あお向むけになった自分に秋あき晴はるが近付いてくる。
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　具体的に言うと、顔と顔が接近する。

　呼吸をしたら相手に息がかかる近距離にまで迫られて、セルニアは──

　覚かく悟ごを決めて──ギュッと強く目を瞑つむる。

　そして秋晴の胸板と自分の胸が重なって、互いの心臓の鼓こ動どうが伝わりあって……

　…………。

　……………………。

　………………………………。

「…………………………………………？」

　いつまで経たっても予測していた感かん触しよくは訪れなかった。

　その間、ずっと息を止めている。もう限界だ。色々な意味で限界だった。

　だからセルニアはそっと、恐る恐る目を開けて……

「……………………え？」

　覆おおうように重なったまま、自分の頭のすぐ横に突っ伏して。

　日ひ野の秋あき晴はるは────熟じゆく睡すいしていた。

「…………これ、は……え？　つまり、その……」

　現実の素すっ頓とん狂きようさにやられそうになりながらもセルニアは懸けん命めいに考えて、一番しっくりくる可能性を導き出す。




　泥でい酔すい→酔った勢いでスキンシップ→さらに勢いで押し倒す→電池切れ




「──有り得ませんわ」

　ぽつりと呟つぶやいて、セルニアは奥歯を噛かみ締める。

　実際にこの状況が訪れたのだから『なるはずがない』という意味ではなくて、酔よって押し倒しまでしたのに何もせずに寝てしまった日野秋晴への抗議でもなくて、そんなことよりずっと問題なのは、

「ち、力の差があってどうにも避さけられない状況ですもの、嫌いや々いやながらでもあんなことを受け入れようというのは仕方ないですわ…………ですけど……っ！」

　未遂に終わったことにホッとするのはともかく──拍ひよう子し抜ぬけしている自分がいるのは、どういうわけなのか。

　不覚すぎる自分の反応に、セルニアは押し倒されて身動きもままならないまま歯をギリギリと軋きしませて──

「……おや？　もしや、秋晴君は寝てしまったのかな？」

「そのようです。残念です」

　不意に聞こえて来た小さな声に、セルニアは瞬しゆん時じに首を回してそちらを見た。

　応接室のドアが、ほんの少しだけ開いていた。

　そしてその隙すき間まから、碧みどり色いろの目と鳶とび色の目が仲良く縦たてに並んでこっちを見ていた。

「むう……ショーの見せ場で幕が下りてしまったことに哀かなしむべきか、娘むすめの痴ち態たいを見ずに済んで喜ぶべきか……父親というのは難しいね」

「一使用人としては何を見ても言いふらさずただ楽しむだけでしたので、素直に残念です」

「ハハ、流石さすがはアンナ君。その職務に忠実なのか好奇心を満たして独ひとり占めしたいだけなのか分からないところがいいね」

「お褒ほめに預かり光栄です、旦だん那な様さま！」

　二人の声は楽しげで、しかも隠かくれるつもりがあるのか無いのか分からない。

　そんな父親と使用人に、セルニアは顔を真まっ赤かにして、

「ふっ、二人とも何をのんびり見物しているんですのっ!?　どうして私を助けてくれないんですのよ?!」

「あ、バレた」

「バレてしまいましたね」

「バレますわよっ！　それより、一体どういう了りよう見けんで──」

「ハハ、娘むすめの成長を見届けるのは親の義務だよ？」

「お嬢じよう様のプライバシーを守るのは使用人の務めですし」

「そんな義務や務めはコンクリートで固めてチャレンジャー海かい淵えんに沈めてしまいなさいな!!」

　とても頼り甲が斐いのない二人を怒ど鳴なるも、一向に助けに来ようとしない。本当にあれが自分の父親と信頼出来る使用人なのかと疑いたくなる。




　結局、セルニアは数分間暴れ続け、上に乗っていた秋あき晴はるが転がり落ちるまで押し倒されたままでいる羽は目めになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「なんか起きた時から右肩かたが痛いんだけど、どうしてなんだろ？」

「……知りませんわよ」

「それに俺おれ、いつの間に寝たんだ？　お前の親父おやじさんとチェスしていたところまでは覚えてるんだけど、その後どうしたんだっけか？」

「…………知りませんわよ」

「……なんか不ふ機き嫌げんそうだな、セルニア。何かあったか？」

「何もありませんでしたわよっっ！」

　そう叫んでプイとそっぽを向くお嬢様に、秋晴はやれやれとため息を吐ついた。

　試験二日目の朝は、どーにも楽しくない雰ふん囲い気きだった。

　秋晴が目を覚ますと、既すでに時刻は十時過ぎ。宛あてがわれた部屋にいつ戻ったのかも記き憶おくにないまま、とりあえず昨日きのう出迎えてくれた女性使用人に言ってシャワーを使わせて貰もらった。総そう檜ひのきで造られた十人までなら一度に入れそうな浴よく槽そうに、風流な水音を立てて沸いている温泉というのはかなり魅み力りよく的てきだったけど、朝っぱらから入るともう一日何もしたくなくなりそうだったので、楽しみは夜に回すことにした。

　用意しておいた着替えがいつもの従育科制服というのがちょっと気が滅入るけど、試験中だから仕方がないと自分に言い聞かせつつ着替えてダイニングに向かうと、そこにはブランチを摂とっているセルニアがいたので相席したわけ、だが……

　何な故ぜだか、セルニアの奴やつは目を合わせようとしない。俯うつむいているんじゃなくて、あからさまにこっちを見ない。不ふ機き嫌げんレベルがかなり高かった。

　こんな状態の奴と会話をするのはちょっとばかり腰こしが引けるけど、話さないことには何も分からない。昨日きのうの夜の記き憶おくは曖あい昧まいだし、無言の食卓っていうのはちっとも食欲が湧わかないし。

　今日は刺し繍しゆうの入った赤いスリップショートドレスを着て例の如く髪かみをぐるぐるドリルにしているセルニアは、むすっとしたままバケットに入っているフォカッチャを食べシーフードサラダを食べカボチャのスープを飲みと、上品ながら次から次へと口の中に放り込んでいく。秋晴もそこそこ量を食べる方だけど、同じかそれ以上に食べている。

「しかし凄すごいな……細っこい腹のどこにそれだけ入るんだよ？」

　秋あき晴はるがしみじみと抱いだいた感想を口にすると、音速を超えそうな勢いでセルニアがこっちを振り向いた。

「ちょっ、ちょっと貴方あなた！　どうして私の腰こしが細いって知ってますのよ!?」

「へ？　んなもん、私服でそーいうドレスとか体のラインが出るもんばっか着てれば分かるだろーが」

「えっ……そ、そういうことですの。…………ということは、昨さく夜やの記憶が残っている訳じゃなさそうですわね」

「あ？　何か言ったか？」

「何にも言ってませんわっ！」

　いや明らかに何か呟つぶやいてたし。

　とはいえ、挙動不審過ぎて突っ込み難にくいので、秋晴は大人おとなの態度で「そーか」と流す。一応、ここはこいつの家なんだし、ある程度は穏おん便びんに済ます努力をすべきだろうし。

　二人だけでの食事は微び妙みように張り詰めた空気のまま進んだ。明らかに消化に悪い。せめてセルニアの父親がいれば話は別だったんだろうけど、あの英国紳しん士しも地味に話が通じない類たぐいの人種なので、悪化している可能性もある。

　無い物ねだりをしても意味なんて無いんだと少し人生を学んで、秋晴はデザートに用意されていたブルーベリージャムを落としたヨーグルトに手をつけようとした時──チリリリ、という鈴の音のような音が聞こえてきた。

「…………ん？　これ、チャイム？」

「ですわよ」

　素っ気なくセルニアは応こたえ、廊ろう下かの方からはパタパタという玄げん関かんへ向かうスリッパの音が聞こえてくる。たぶんまたあの使用人が応対するんだろう。

　客か、それとも配達か何かか。日本では豪ごう邸ていに入る外観の家だし、セールスっていう可能性もあるけど……どうなんだろ、金があるのは分かっていても特攻する勇気が出なくてその手の販売は来ないのかも。新聞の勧誘なんて来ないだろうなー、って気がする。

　秋あき晴はるがそんなどうでも良いことを考えていると、スリッパの音が戻ってきた。

　そしてやっぱり昨日きのうから世話になっている使用人の彼女がダイニングに入ってきて、まずペコリと綺き麗れいにお辞じ儀ぎをした。

「お嬢じよう様さま、お食事中のところに申し訳ございませんが……」

「なんですの？　もう済みましたから構いませんわよ？」

「その、お客様がお見えになられています」

「…………客、ですって？」

　そう言って、セルニアは眉まゆを顰ひそめた。

　その反応を不思議に思って、秋晴も眉を顰める。客の一人や二人、別に珍しくもないだろうに。帰省してすぐに遊びに来たのを訝いぶかしんでいるのか、それともこのドリルは遊びに来てくれるような友達がいないのか。まあ小さな頃から白はく麗れい陵りように居たっていうなら、大抵の友達は白麗陵で会っている奴やつ等らだから、別れてすぐに会いに来るのを妙みように感じるのも仕方ないのかもしれないけど。

　──そんな秋晴の考えは、ある意味で当たりだった。

「食事が済んでいるのなら、遠えん慮りよはいりませんよね？」

　ダイニングに響いた来客の声に、秋晴は持っていたスプーンをヨーグルトの器の中に取り落としてしまった。

　まさか、と思わず首を横に振る。あいつが来たなんて、そんな馬鹿な。だって、そんな、大して仲が良くもないというか、むしろ犬けん猿えんの仲なかだってのに。

　頭の中でそう否定するけど、聞き覚えがありすぎる声を間違えたとも思えなくて、秋晴は恐る恐る使用人の後ろへと注意を払って……そして現れた人影に、顔を覆おおいたくなった。

　一方、血気盛んなセルニアは椅い子すを倒しかねない勢いで立ち上がった。

「ど、どうして彩さい京きようさんが……!?」

「あら、わたしがクラスメイトのお宅へ来るのがそんなに意外ですか？」

　そう言って微笑ほほえんだのは、どこからどう見ても彩京朋とも美み。幼おさな馴な染じみにしてハリウッド映画の黒幕も真まっ青さおな腹黒女だ。その後ろには大だい地ちの姿もある。

「フレイムハートさんが日本にいる間に──と思ったので、少し急ですけど遊びに来たんですよ。お邪じや魔までしたか？」

「……よくもまあぬけぬけと、そんなセリフが出てきますわね」

「わたしだって女ですし、多少は気を遣つかいますよ？　だってフレイムハートさんが、はしたなくも朝早くから走り回って強権発動をさせてまで男の子を自宅へ招いている最さい中ちゆうですから」

「なななんっ──なんですってぇ!?」

　大おお袈げ裟さすぎるリアクションのセルニアに対し、朋とも美みは『違うんですか？』と言わんばかりに頬ほおに手をやり小首を傾げた。

　いや流石さすが、腹黒の名は伊だ達てじゃない。事実を言っているだけなのに、こうもいかがわしくさも何かがあるように喋しやべるだなんて、並の才能じゃないな。ちっとも欲しいとは思えない才能だけど。

「んで、わざわざこいつからかいに遊びに来たってか？　暇ひまだな、お前も」

　セルニアに任せておくと話が進まなくなりそうなので、秋あき晴はるはとりあえず目的を質ただすことにした。

　挑ちよう発はつに受け取られそうな言い方だったけど、そこは気心の知れた幼おさな馴な染じみというか、一方的に見み透すかされている関係というか、朋美のヤツはにっこりと微笑ほほえんで、

「ええ、暇なんですよ。ですからフレイムハートさんのお宅を拝見──というより、一つ提案とお願いをしに来たんです」

「…………お願い、ですって？」

　ピクリと眉まゆを動かしたセルニアが、その部分に食いついた。宿しゆく敵てきが垂らしたあからさまな釣つり餌えに、即座にバクッと。傍そばで見ていて清すが々すがしいくらいのハマリっぷりだ。

「ええ。折せつ角かく夏休みに入ったことですし、海で水遊びをしたくなったんです。でも今は試験中で、海外に足を運ぶ暇ひまは無くて……でも、一人だけ近場にプライベートビーチを所有している人に心当たりがあったものですから」

「……つまり、島を借りたいと？　そういうことですのね？」

「いいえ、一緒に遊びましょうということですよ。勿もち論ろん、必然的に大だい地ちくんと秋晴くんも参加することになりますから、四人で──という提案です」

「俺おれ達もか。……まあ、お前等の傍そばにいないといけないんだから、そうなるんだろうけどよ」

　出来れば巻き込まれたくはないけど、ほぼ何もしなくていい試験内容とはいえ目の届く範囲にいなくてはいけない。この二人が遊びに行くと言うんなら、自分と大地も道連れだ。

　それはまあいいけど……島？　この辺りに島を持っているのか、セルニアの家は。日本で島を持っている個人なんて、どっかの歌手くらいしか知らなかったけど……見た目は完かん璧ぺき白人なのに日本大好きだな、フレイムハート家の皆さんは。

　秋晴がそんな益やく体たいもないことを考えている間にも、セルニアは難しい顔で眉まゆ根ねを寄せていた。突然の申し出に、何か裏があるんじゃなかろーかと悩んでいるのかもしれない。相手が朋美ならそれも仕方ないけど。

　──ただ、それを言うなら。

　相手は朋とも美みなんだから、ただの申し出で終わる訳もない。

　自分よりずっと上手じようずにチェックメイトまでの道筋を描ける女──それが彩さい京きよう朋美だ。

　今もミス腹黒は、その黒さを感じさせない微笑を浮かべ、

「良い返事が頂けなくても仕方ないですね……突然ですし、何より脱ぬがなくてはなりませんから。色々とお手入れも必要でしょうし」

「そんなもの必要ありませんわよっ。私はいつでも体の隅すみ々ずみまで手入れが行き届いていますもの、当然ですわ！」

「あら、そうなんですか？　でも水着になるんですよ？　見たところ、たくさん食べていたようですけど……ああ、パレオで隠かくせば大丈夫ですね？」

「ッ──私が、そんな姑こ息そくな誤ご魔ま化かしの必要な体型とでも？」

「いいえ、そんなことは。でも、服の上からだけでは分からないことも多いですから」

　次から次へと、ポンポン挑ちよう発はつの言葉を投げていく。それに一々セルニアは反応して……あー、やっぱり駄だ目めだな。結果は見え透すいている。

　ちらりと大だい地ちへ視線を送れば、何か諦あきらめたような表情だった。あいつもこっちと同意見とみて間違いないな。

　こうも容易に相手の思おも惑わく通りに動く試験のパートナーに、秋晴はやれやれと首を横に振る。良く言えば純粋、悪く言えば単純馬鹿か。

　……まあ、どうにしろ。

　ギュルギュルと回転しながら直進するばかりのドリルがどう答えるかなんて、決まっていた。




「──行きますわよっ！　いいですわ、貴女あなた方をフレイムハート家の所有する島に招待しますわよっ！」




　ほらやっぱり……と言う代わりに、秋晴は深くため息を吐ついた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　セルニアが言うところの島は、熱海あたみ港こうから中型クルーザーで十分ちょいの場所にあった。

　一周三キロ程度と小さい割に砂浜は綺き麗れいで、中央にあるロッジには発電機もちゃんとあるので冷暖房完備。湧わき水を貯ちよ水すいして濾こした水も蛇じや口ぐちから出るという。

　釣つりも出来れば、船で少しいったところに良好なダイビングスポットもある。バカンスにはかなり優良な島らしかった。

「おー……なんっつーか、素す晴ばらしいな」

　そう言って、秋晴は軽く背伸びをする。陽光も潮風も、昨日きのうとは段違いに気持ちいい。

　ただ、隣となりにいる大だい地ちはそうでもなさそうだった。表情を殺そうとしているんだろうけど、それでもぐったりとした気配が漏もれている。

「お前も素直に脱ぬげば良かったのに。制服のままじゃ辛つらいだろ？」

「…………構わない。全然平気だ」

　そうは言っても、声に力がない。どう考えても虚勢だった。

　まあ、それも仕方ないけど。トランクス型の海水パンツを装着して上半身裸はだかの自分と違って、この太陽の下で長袖そでの制服は辛いはずだ。昨日きのう、家まで歩かされた時にその辛さは十分にこの身が知っている。

　アンナの運転でこの島に着いて、ひとまず荷物を置きにロッジへと入った直後──朋とも美みが渡してくれたのが、今穿はいている水着だった。

　自分の水着だけじゃなくて、秋あき晴はると大地の二人分、ちゃんと用意していた。いつの段階からこの予定を立てていたのか凄すごい気になる周到さに驚いてから、秋晴は水着を持ったまま顔を顰しかめた。試験の間は寝る時以外制服を着ていないといけないと、深み閑かんからのお達しがある。

　それを聞いた朋美はにっこり笑って、こう言った。

『そんな暑苦しい格好を見ているのは不快ですから、着替えて下さい──と、こっちの都合で頼もうと思っているんですけど、どうですか？　勿もち論ろん、強制はしませんが』

　一緒にいたセルニアも、その言葉には意見しなかった。確かにこの暑いのに黒い執事衣装は見ているだけでうんざりするかもしれない。着ている方はうんざりどころじゃないけど。

　そんな申し出があったので、秋晴は一も二もなく飛び付いて、こうして涼しい水着姿になれたわけだが……

「やっぱり、大地も着替えたらどうだ？　そりゃあ、あんな趣味の悪い水着は着たくないかもしれないが」

「……いい」

「大体、朋美のヤツも何考えてんだか。サイズ違いで同じ水着を揃そろえればいいのに、どうして大地にはあんなのを用意したんだろうな。あいつの趣味か？」

「……………………知るか」

　不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく大地だけど、確かにこいつが知るはずもない。

　朋美が大地に用意したのは、何な故ぜか上半身まで隠かくすタイプの、たまに子供か爺じいさんが着ているのを見かけるストライプ柄がらの水着だった。コンセプトは囚しゆう人じん服ふくなのかっていうくらい悪趣味な一品だ。

　それを見た大地は顔を引きつらせて、制服のままでいいと訴えた。朋美も前言通り無理強いはしなかったけど、嫌いやがらせとしか思えないのは果たして気のせいか。ターゲットが自分なら間違いなく嫌がらせなんだろうけど、大地を相手にそんなことする理由がないっていうのも確かだ。

　相変わらずあいつの真意は読めないなー、と秋あき晴はるは準備運動をしながら夏の空気を満まん喫きつする。

　そしてそこに、

「秋晴くん、大だい地ちくん、お待たせしました」

「……フン」

　ロッジの方から聞こえて来た声に、秋晴は振り向き────心の底から、この試験に参加出来て良かったと思った。

　いつもより少しはにかんだ笑みを浮かべている朋とも美みは薄うすい水色のワンピース型の水着を着ていた。赤いハイビスカスがいいアクセントになって、大人おとなしいながら健康的な印象で、朋美によく似合っている。

　……なのに大した感想が出て来ないのは、隣となりに並ぶセルニアが凄すごすぎるからだ。

　そりゃあ分かっていた。見た目でも分かるし、事故とはいえ何度か密着したこともある。だからあいつがただのドリルじゃないことは十分に理解していた。

　けど、こうして水着姿を見ると…………まだ認識が甘あまかったか。

　飾り気のない白のビキニ──ただし、トップは胸全体を隠かくすには明らかに布地が足りて無くて横から下からと溢あふれ出ているし、ボトムはキュッと吊つり上がったハイレグ仕様。本当にこいつは素しろ人うと高校生なのかって訊ききたくなるくらい色気に満ちていた。

　朋美だって、決してスタイルは悪くない……はず。けど、セルニアはあらゆるパーツでそれを凌りよう駕がしている。手足の長さや腰こしの高さは純血の日本人には羨うらやましすぎるレベルだし、何より、その……肉体的な女らしさというか……

　それにしても──あの胸。色々と詰まって溢あふれて大変なことになっているあの胸は、本当にもうどういうことなんだろうな？　珍しいことに大地のヤツもガン見みしてるし、これはやはり神秘の力が働いているに違いない。そして轟とどろき情報だとこの神秘の塊かたまり以上に大きいという四し季き鏡かがみ姉妹はどういうレベルなんだろーか？　あれか、世界遺産か。

　何はともあれ、これは──

「……秋晴、くん？　目がやらしいことになってますよ？」

「…………はっ!?　いや違う、大きな誤解が！」

　じとっとした目で睨にらんできた朋美の言葉で、俄にわかに正気が戻ってきた。ヤバイ、つい口走ったけど何も誤解じゃない。正しくやらしい気持ちで釘くぎ付づけになっていたんだから、反論の余地はどこにもない。

　見られていたセルニアは両腕うでで胸を隠かくすし。なんて勿もつ体たいないことを────いや訂てい正せい、腕で潰つぶれてまた凄すごいことになっているから、これはこれでファンタジーが。

　しかし同級生の女子に軽けい蔑べつの視線を向けられるのはとても心に痛いので、秋晴は自制心を総動員してセルニアから目を離した。

「そ、それにしても随分と時間がかかったな？　待ちくたびれたぞ。なぁ、大地？」

「……僕は別に。日ひ野のと違って、待ち侘わびていた訳じゃないからな」

「うぉきたねぇ！　なんだその裏切り!?」

　男ならそこで調子を合わせるのがお約束だっていうのに、大だい地ちは『自分、知りませんから。関係ないっス』と言わんばかりに突き放してくれやがった。しかも待ち侘びていたとか言いやがって…………いや確かにそわそわと落ち着かなかったけど、言葉はちゃんと状況を汲くんで発して貰もらいたい。

　案の定、突き刺さる視線は鋭さを増して、さらに呆あきれが混ざる。くそう、年頃の男なんだから仕方のないことだっていうのに……！

　ただ、それを口に出すとさらに非難が増しそうなので、秋あき晴はるはぐっと堪こらえて口を閉ざす。沈黙は金だ、薮やぶ蛇へびは御ご免めんだ。

　しかし朋とも美みはそれを許さないと言うかのように、僅わずかに口くち端はを吊つり上げて笑い、

「遅くなったのは、日焼け止めのオイルを塗っていたからですよ」

「……………………それは、えーと…………塗り合った、のか……？」

　しかし朋美はゆっくりと首を横に振って夢のような想像を否定、

「アンナさんに頼みました。本当なら砂浜に出てから塗ろうと思ったんですけど……秋晴くんが発情してしまったら大変ですし」

「待て待てっ、誰が発情するっつーんだ?!　俺おれは猿さるか!?」

「しないんですか？」

「しねぇよ！」

「水着を剥はぐような真ま似ねも？」

「当たり前だ！」

「でもオイルは塗りたいですよね？」

「当たりまっ………………………………………………………………イヤ、ベツニ？」

　自分の発言の迂う闊かつさを悟さとって誤ご魔ま化かしてみるけど、どーやら無む駄だらしかった。

　朋美の嬉うれしそうな目と、セルニアの険けんを増した目が、もう全すべてを物語っている。ついでに大地までケダモノを見るような目になっていやがるし。四し面めん楚そ歌かか。

　折せつ角かくモーニングコートにスラックスという呪じゆ縛ばくから解き放たれたというのに、だらだらと嫌いやな汗あせが止まらない。

　そして犬けん猿えんの仲であるはずの二人は、どういうわけだかこっちに視線をロックオンしたまま顔を寄せ合い、

「そういえばフレイムハートさん──庶しよ民みんの海での戯たわむれで、人を砂浜に埋うめるというものがあるんですよ。勿もち論ろん、息は出来るように埋めるんですけど」

「ふぅん……それはなかなか面白そうですわね。試しにやってみましょう」

「では、とりあえず埋められたままでも息が出来るようにゴムホースを用意しましょうね」

「ああ、確か開発に使ったショベルカーが残っていたはずですわ。アンナに操そう縦じゆうを頼むことにしますわね」

　…………仲良く、殺人計画を……

　いや殺されはしないみたいだけど、なんだろう、瞬しゆん間かん的てきな死というか、死に勝まさるかもしれない恐怖というか、そういった類たぐいの災わざわいが降りかかろうとしている。この身に。他ほかの誰でもなく、自分に。

　暗くて狭せまくて苦しいトコロで身動き取れずに埋うまっている姿を想像して、秋あき晴はるは……頬ほおを引きつらせて、笑ってみた。

「…………は、はは……そんな、二人とも……冗じよう談だんばっかり言って……」

　それは勿もち論ろん、言外に『冗談だよね？』という確認を取るメッセージだ。

　秋晴は震えそうになる声で、二人に慈じ悲ひの心があることを祈いのりながら、笑って……













　────埋められました。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　生きたまま砂浜に一時間埋められるという得難い経験をした秋晴は、もう遊ぶ気力は無くて波打ち際で体育座りをするだけだった。

　もう一時間以上こうして座っているだけだけど、ちっとも気分は晴れない。

　……だって、完かん璧ぺきに埋められた。しかも縦たてに。シュノーケルで呼吸だけが許されるという状態で。

　たぶん普通の人は知らないだろう。砂浜と言っても下は土で、硬めの土で、そこに埋められると体が冷えるということを。じわじわと体温が奪われて、しかも掘り起こしたせいで土が柔くなって、海水が染み込んできて……目を開けることも出来なくて……波のせいか普段は感じられないくらいの地震の影響か周りの土がうねるような感覚があって…………あああ、駄だ目めだ。もう忘れたい。忘れられそうにないけど、消去したい。

　なんっつーか、あれはもう完璧に拷ごう問もんだ。一時間、それも時々掘り返されて安否の確認とか海水掛けられたりとか色々とあったけど、それでもたった一時間でここまで消しよう耗もうするなんて……恐ろしい…………！

　とにかく、もう遊ぶ気分になんてなれなかった。朋とも美みが波に揺られながらゆったりと泳ぐ姿や、セルニアがパラソルの下で寝る様子を見ているだけでお腹一杯だ。

　大だい地ちはというと、暑さに耐えかねているようだけど、それでも頑がん張ばっていた。パラソルの下以外に日陰は無いので、下へ手たをすると熱射病になりかねない。頃を見て朋とも美みかセルニアに休きゆう憩けいの提案をすべきだろう、けど…………また埋うめられたらっ……！

　なんだか、この歳としになってまた新たなトラウマが出来たらしい。もう海水浴や砂遊びを心から楽しむことは無いんだろうなぁ。子供に埋められるビニール人形を必死になって救出とかしてしまいそうだよ。

「……………………はぁ」

「な〜にため息なんて吐ついてるの」

　傷心真まっ最さい中ちゆうの秋あき晴はるは、かけられた声に数秒遅れで振り向いた。そこにいるのはトラウマメイカーの朋美だ。

　髪かみは濡ぬれていて手足を晒さらす水着に身を包んでいる、昔とは違う成長した幼おさな馴な染じみの姿に──また、ため息が。

「……お前はきっと、一生かけて俺おれにトラウマを植え付けまくるんだろうな……」

「や、やだなあ、そんなに気落ちしないでよ。あれはちょっとした冗じよう談だん、お茶ちや目めじゃない」

「…………人はな、土の中で暮らす生き物じゃないんだ……地中深くのシェルターで生活をすると早死にすることになるって聞いたことがあるけど、今の俺なら理解出来る……」

「…………その、ごめんなさい……」

　ちっともテンションを上げないので本当に悪いと思ったのか、もしくは最後に掘り返した時死んだ目で半泣きになっている姿を思い出したのか、朋美は殊しゆ勝しようにも謝った。……というか、あれを見て罪悪感を覚えないなら本気で何か大事な部分が欠落してる。セルニアのヤツも気まずそうにこっちを見ないで謝ったし。

　……まあ、もう過ぎたことだ。流石さすがに反省して、もう埋めるようなことはしないだろ。

　そう踏ん切りをつけて、秋晴は体育座りから胡座あぐらに足を組み替え、朋美を見上げた。

「んで、何用だ？　腹でも空すいたのか？」

「そうじゃなくて、ちょっと競争をすることになったんだけどね。秋晴も参加する？」

「競争？　何の？」

　種目が分からないまま、秋晴は辺りを見回す。制服姿の大地は相変わらず我が慢まん大会参加中みたいな顔で立っていて、パラソルの下で寝ていたはずのセルニアは……波打ち際で準備体操をしていた。

「遠泳……って言うには短いかな。沖にあるブイまで二百メートルちょっとあるらしいから、それをタッチして戻ってくるの。勿もち論ろん、速かった人が勝ちね」

「ふぅん……大地は参加しないのか？」

「しないって。まあ、制服を脱ぬぐ気が無いらしいから仕方ないかな」

「……いや、どうかな」

　正直、服を着ているという厄やつ介かいなハンデがあっても、まともに競えばぶっちぎりで大だい地ちの勝ちだ。あいつの身体能力は並外れているし、泳ぎっぷりも授業で知っているので、秋あき晴はるには簡単に予測出来る。

　熱射病になりそうな状態で泳ぐことを危き惧ぐした……っていうのが拒否理由じゃなければ、大地が参加しない理由は明白だ。

　それでもって、秋晴も同じ理由で参加する気にはなれない。

「俺おれもパス。お前等二人で雌し雄ゆうを決しろよ」

「む、どうして？　わたしもフレイムハートさんも、そこいらの男子には負けないくらい泳げるのに。もしかして、負けるのが怖い？」

「いんや、逆。勝っても嬉うれしくないからやらないんだよ。これでも従育科で二ヶ月近く鍛きたえられてんだ、短距離でプールならともかく、波のある海で百メートル以上の距離で負けるかよ」

「……凄すごい自信ねー」

　不満そうな朋とも美みの声に、秋晴は「まぁな」と軽く返す。

　そう、従育科で揉もまれ続けたこの二ヶ月間、何度も死にそうな目に遭あっただけのことはあって、それなりに体の動かし方を覚えたし体力もついた。

　だから、今更だ。朋美やセルニアと遠泳勝負をしたって結果は見えているし、どちらかというと二人がやり合うのを見ている方が面白そうだし。

　そんなわけで、秋晴は軽く手を振って、

「ま、精せい々ぜい頑がん張ばれ？　俺おれの暫ざん定ていご主人様は、知能勝負ならともかく体力勝負にはかなり強そうだぜ？」

「ふふっ、了解。なら、わたしが頭でっかちな策さく士しタイプじゃないってことを証明してみせるからね」
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　勝利宣言にも似た言葉を残し、朋美はセルニアのいる波打ち際へと歩いて行く。その後ろ姿を見ていると……正直、ちょっとテンションが上がる。海っていいなぁ、って感覚が戻ってくる。そうだ、海は暗くて怖いところじゃないんだった。

　トラウマを与えた当人に癒いやされるっていうのはかなり複雑だけど、おかげで少し気力は戻った。

　なので秋晴は、砂浜に足で線を引いてスタート準備をしている二人を横目に、ちょっとふらふらになっている大地の元へ向かった。

　気温はたぶん三十度半ばはある。その中で制服姿でいるのは大地といえどもかなり辛つらいだろうけど、日陰に行けって言っても聞くようなヤツじゃないっていうのも分かっている。これでも一応ルームメイトだし。

　なので、どこか焦しよう点てんの合わない目をしている大地の肩かたをポンと叩たたいて、ゆっくりとこっちを向いたところで、

「悪い、今からあの二人が競争するっていうから、ロッジに戻って何か飲み物作って貰もらってきてくれないか？　なるべく吸収のいいヤツがいいな」

「……飲み、もの？」

「そうそう、飲み物。あとはタオルな」

「………………しかし、試験中で……監かん視し…………」

　こんなにふらついているのに大だい地ちはやっぱり頑かたくなだった。

　まあ、これくらいは予測済み。どう丸め込めばいいかは分かっている。

「俺おれが二人まとめて見ておくから、頼む」

　大地には素直に頼み込むのが一番良い。真ま面じ目めなだけで偏へん屈くつってわけじゃないから、それなりに聞き分けてくれる。

　それにいい加減体の方は限界が近いだろうし、喉のども渇かわいているはずだ。冷房及び冷たい水の誘ゆう惑わくには抗あらがいがたいだろう。

　そして思おも惑わく通り、大地はしばし迷ってから「……分かった」と頷うなずいてくれた。

　ロッジへと向かう足取りがややふらついているのが心配だけど……まあ、平気だろ。歩いて五分程度だし。

　向こうに着いたら、あの使用人のことだから、ちゃんと大地にも水分補給をさせてくれるはずだ。あとは帽ぼう子しか何か貸してくれれば完かん璧ぺき。無かった場合、持って来て貰もらう予定のタオルを頭に巻かせよう。見た目は悪いけど直射日光を食らうよりはマシのはずだし。

　よし、いい仕事した──と秋あき晴はるは満足げに頷うなずいた。

　あとは、朋とも美みとセルニアの競争がどうなっているか。

　もうスタートしたんだろーかと、振り向くと──

「おお……もうあんなに」

　二人がいた辺りから、海にぽつんと浮かんでいるブイまでの中間辺りに、殆ほとんど並んだ状態でデッドヒートを繰り広げていた。

　その光景に、秋晴は素直に感心する。朋美のヤツ、言うだけのことはある。手足の長いセルニアの方が有利だろうに、無む駄だのないフォームで上う手まく泳いでいる。セルニアが少しだけリードしているのは、たぶん泳ぎ始めるまでのダッシュで出来た差なんだろうな。朋美も別に足が遅いわけじゃないけど、セルニアの奴やつはかなり速い方だから。

　つまり、泳ぐ速度はほぼ同じ。しかも二人とも速い。確かにこれならそこいらの男にも負けないはずだ。

　……にしても、往復で四百メートルあるっていうのに、二人ともクロールか。そりゃあ平泳ぎに比べれば断然速いけど、その分かなり疲れるのに。特に海だと呼吸のタイミングで波が被かぶさって海水を飲んでしまうことだってあるし、普通ならまず間違いなく平泳ぎを選択するだろうに。

　無む謀ぼうと取るべきか、自信の表れと取るべきか、二人とも負けず嫌ぎらいが過ぎると取るべきか。

　どうであれ、かなりの速度で進んでいくうちに、徐じよ々じよに二人の間に距離が出来始めた。

　やっぱり手足の長いセルニア有利は動かないらしい。それに体力もあるから、速度が落ちない。一方、朋美は少し泳ぎに陰りが見え始めた。

　折り返し地点のブイに、まずセルニアが到着。タッチしたかどうかまでは秋晴の場所からは離れすぎていて見えないけど、あのプライドの塊かたまりが不正を働くとは思えない。

　セルニアは朋美とすれ違う形で折り返して……………………？

　何な故ぜか、クロールを止めた。

　どうしたんだろうと見ていると、立ち泳ぎのままキョロキョロと辺りを見回している。どうにも焦あせった様子に感じられるのは気のせいだろーか？

　そして朋美がブイに触ふれて折り返し──そこでようやく、秋晴は気付いた。

　──無い。

　セルニアの、ビキニのトップ。それが、無くなっている。

　片腕うでで胸を隠かくすようにしていて海面から肩かたから上しか出ていないので、波の加減でちらっとしか見えないけど……あれは確実に、水着が消失している。

　紐ひもで結ぶタイプな上に激しくクロールなんてしていたからだろうけど、これは致命的だ。色んな意味で致命的だ。どうしてもっと陸に近い位置で脱ぬげなかったのか。それにどうして手元に望遠鏡が無いのか。こんな人生に一度あるか無いかのハプニングだっていうのに、なんて勿もつ体たいな────って、いかん。思考が波に流されておかしな所にいってしまってる。

「…………お、見つけたか……？」

　神様を呪のろいたくなるくらい悲嘆に暮れながらも見続けていたので、セルニアが横に泳いで手を伸ばす姿もちゃんと見て取れた。やっぱり距離がありすぎて詳しよう細さいは見えないけど、どうやら無事に水着を発見出来たらしい。

　しかしその間も朋とも美みは泳ぎ続けている。ペースはかなり落ちているけど、だいぶ差が出来た。パッと見で三十メートル以上。

　これは勝負が決したかなー、と秋あき晴はるはスタート地点へ向かって歩き──

　思わず、足を止めそうになった。

　水着の再装着に成功したらしいセルニアが、猛もう烈れつな速度で追い上げ始めた。

　──速い。間違いなくさっきまでより速い。寄せては返す波に上う手まく乗っているのかもしれないけど、それにしたって速すぎる。

　その証しよう拠こに、相当あった朋美との差がみるみる内に埋うまっていく。朋美は平泳ぎに変えて一定ペースを保っているけど、このままだとゴールする前に追いつかれるのは必ひつ至しだ。

　徐じよ々じよに近付いて来る二人の予想以上に熱いバトルに、秋晴は興奮気味に見入ってしまう。

　もう全行程の四分の三は消化している。後は気力の勝負だ。

　一体どっちが真の負けず嫌きらいなのか、勝者になるだけの運を持ち合わせているのかが、これで明らかに……




　──楽しく見ていられたのは、そこまでだった。




「ぁ…………？」

　視界に入った思わぬ光景に、秋晴はまず小さく疑問の声をあげた。

　あと数メートルで朋美に追いつくところまで接近していたセルニアの体が、突然沈んだように見えた。

　海中に潜ひそむ誰かに足を引っ張られたような光景で……しかし、すぐに浮上する。

　ただし、のんびり見ていられる状況じゃなかった。

　海面で両腕うでをばたつかせるセルニアの動きは間違いなく必死になって藻も掻がいている様子で、まともに顔を出しているのも辛つらそうに見えて、

　──溺おぼれている、と気付いた時には、秋晴はもう海に飛び込んでいた。

　朋美に声をかけるべきかもしれないけど、あいつも必死だ。聞こえない可能性が高い。

　それに溺れている、自分より背の高い人間を助けるなんて、体力をギリギリまで使い果たしそうになっているヤツに任せられることじゃない。あっという間に二次災害だ。

　だから秋あき晴はるは迷うことなくセルニアの元へと泳ぎ、途と中ちゆうで幼おさな馴な染じみの乱入に気付いて驚いた顔をしている朋とも美みも無視して限界まで速度を上げる。

　体感時間にするとやけに長く感じたけど、ゴールまで百メートルも残っていなかったから、たぶん一分強ぐらいしか掛かっていない。

　それでもようやくといった感じでセルニアの元へと辿たどり着いた時、既すでに海面から頭は出ていない状態だったので、潜もぐって下から抱だき上げるようにして浮上する。

　少し暴れられたけど、大したことじゃない。従育科の授業で水難時の人命救助は何度かやっているし、四し季き鏡かがみのでたらめな力で暴れられて死ぬ思いをしながら泳ぎ切ったこともあるから、この程度なら余よ裕ゆうだ。

　──ただし、これは授業じゃない。

　いざという時に頼りになる深み閑かんはいないし、その次に頼りになる大だい地ちもいない。

　だから自分が何とかする──やりきるしかない。

「やれない…………わけ、が、ないだろっ……！」

　気合いを入れて、秋晴はぐったりとしているセルニアの腕うでを無理矢理自分の首に回した。そしてこっちは脇わきの下から腕を通して体を持ち上げ、泳ぎ始める。

　両腕は塞ふさがっているから速度は出ない。それでも、下へ手たな奴やつの平泳ぎよりはマシ、くらいのスピードで陸へと向かう。

　横にあるセルニアの顔──その目は閉じられていて、呼びかけても返事が無い。気を失っていると知って、舌した打うちしたくなる。

　人命救助は迅じん速そくに──ただし焦あせりは禁物。二次災害が起きれば何もかもがパアになる。

　でも実際、これは焦る。本気で心臓の跳はね方がおかしいし、いくら泳いでも砂浜が近付かないような錯さつ覚かくまである。

　……けど、大丈夫。

　大丈夫のはずだ。

　授業の時は、洗濯機並みの奔ほん流りゆうの中で泳がされた。

　授業の時は、制服を着たまま頗すこぶる泳ぎづらい状態での訓練だった。

　それに比べれば波は穏おだやかなものだし、自分も相手も水着姿で無む駄だな重おもりも抵抗もない。

　だから、絶対に大丈夫……！

　秋晴はそう信じて、奥歯を噛かみ締めながら必死になって泳いで……

「──ねぇ、秋晴っ!?」

　切せつ羽ぱ詰まった朋美の声が聞こえた時、爪つま先さきに砂の感かん触しよくがあった。

「っし……！」

　待ち侘わびていた足場に、秋晴はセルニアの体を両腕で抱かかえたまま立ち上がる。もう水面は腰こしより少し高いくらいまでしか無かった。

　水面から上がったことで抱かかえているセルニアの体は重さを増すけど、関係ない。氷ひよう嚢のうを背負って完全に溶とけるまで走らされた時に比べれば、全然軽い。

　秋あき晴はるが流れる砂に足を取られないように注意しながら浜へ上がると、珍しく焦あせった表情の朋とも美みが近寄って来た。

　不安そうなこいつの顔を見ると、逆に落ち着く。自分が何とかしなければ、って覚かく悟ごが出来上がる。

「フレイムハートさんはっ──」

「大丈夫だから落ち着け。まずは寝かせて……」

　波が来ない位置まで運んで、慎しん重ちように寝かせる。そうしてから秋晴はセルニアの額ひたいと顎あごに手を当てて、上を向かせるようにして顎先を上げ頭を後ろへと反そらした。これで気道確保は完了……のはず。

　ええと次は、確か人工呼吸の前にするべきことが、

「…………ぅ、ん……」

「お──セルニアっ！　おいっ、大丈夫か?!」

　焦っていたところに小さく呻うめく声がして、秋晴は慌あわててセルニアへと声を掛けた。

　返事は無い……けど、意識がないだけで呼吸はちゃんとしているし、胸も上下している。溺おぼれていた時間もそう長くないし、水の飲み過ぎで死ぬこともないはずだ。

「大丈夫…………だな」

　呟つぶやいて、秋晴は尻しり餅もちをつくような感じで座り込んだ。

　やれやれだ、どうなることかと思った。まさか水難救助をする羽は目めになるなんて。あと、あの無む駄だにアクロバティックな授業が役に立つ日が来るなんて。

「秋晴っ……フレイムハートさんは……」

「おぅ、大丈夫だ。たぶんすぐに意識も戻るだろうし」

　慌あわてた風に近寄って来た朋美も、安あん堵どしたように表情を緩ゆるめた。勝負中に相手が事故ったんだから、やっぱこいつでも心穏おだやかじゃいられなかったらしい。

　ともあれ、これで一安心……

「──のんびりしている場合じゃないですよ、秋晴くん！」

「…………へ？」

　息を吐はこうとしていたところを、何な故ぜか窘たしなめられた。

　しかもどーいうわけか、優等生口調で。

　両手を胸に当てた朋美は、いかにも『わたし、凄すごく必死なんです！』と言わんばかりの様子で、どえらいことを口にした。

「何をしているんですか！　一刻も早く、フレイムハートさんに人工呼吸を！」

「な……え？　いやお前、そんな必要は……」

「溺おぼれて意識を失った人に人工呼吸をするのは常識ですよ！　だからほら、すぐにキス──じゃなくて、人工呼吸を」

「んな常識ねぇよ！　つーかお前、今わざと言い間違えなかったか!?」

「そんなわけありません。人命がかかっているんです、ふざける訳がないじゃないですか！　だからほら、早くフレイムハートさんに人工呼吸を！　それからその豊かに育った胸を揉もみしだくようにして心臓マッサージをしないとっ」

「揉っ……やらねぇよ馬鹿！　んなことしたら確実に訴えられて社会的に終わりを迎える羽は目めになるっつーの！」

　恥ずかしさを堪こらえながら秋あき晴はるが怒ど鳴なり返すと、朋とも美みはもう絶好調の活いき活いきとした笑顔で、

「今大事なのは人命です！　一刻も早く、唇くちびると唇を重ね合わせて吐と息いきを送り込まないといけないんですよ！　さっさとむちゅーっとやっちゃってください」

「だから必要ねぇんだよ！　つーか、んなこと言うならお前がやれよ!?」

「わたしは手て解ほどきを受けたことがないですから、経験者の方が安全です！　ほら早く、フレイムハートさんが起きる前に！」

「起きるんだったら解決してるじゃねぇか！」

　支し離り滅めつ裂れつに『とにかくやれ』と押し続ける朋美に、秋晴は煩ぼん悩のうを振り払いながらの徹底抗戦。

　なんかもう頭の悪すぎるやり取りは、結局大だい地ちが戻って来るのとほぼ同タイミングでセルニアが目を覚ますまで続いてしまった。
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　どたばたとした一日を過ごしても、夜も深まれば自然と空気は穏おだやかになる。

　それは夏でも冬でも、白はく麗れい陵りようでもセルニアの家でも変わらない。

　日付が変わってリセットが起こる訳じゃないけど、一日の終わりが近付くと、何な故ぜかは分からないけど少しだけ安心する──

「……むう。まずいな」

　二階のテラスで夜風に当たっていた秋晴は、ぽつりと呟つぶやいて首筋を掻かいた。

　こんなことを考えていたらまた朋美のヤツにからかわれそうだ。いかんいかんと、感傷に浸るのを中断する。柄がらじゃないし、冷静になって思い返すと恥ずかしくなるし。

　それにしても──今日は色々とあった。

　朋美達は来るし、砂浜に埋うめられるし、セルニアは溺おぼれて危あぶないところだった。その後も、家に戻ってビリヤード対決をしたりポーカーに興じたり楽しく過ごせたし、罰ばつゲームでは散さん々ざんな目に遭あった。一番酷ひどかったのはあれだ、一人でゆっくり風ふ呂ろに入っていたところを朋美達に覗のぞかれた時は泣きそうになった。……というか皆が消えてから湯気の中でこっそり泣いた。もう少しで色んなところを見られてしまうところだったし。

　泊まっていくことになった朋とも美みと大だい地ちを交えての夕食の席も、挑発あり口論あり耐久タバスコぶっかけ祭りありで盛り上がったし。何な故ぜかアンナが酒を薦すすめてきて、それをセルニアが青くなったり赤くなったりしながらそれを止めたりしたけど……あれは何だったのか。飲む気は全く無かったけど、かなりおかしな一幕だった。

　まあ、でも、何はともあれ。

　こうして一日が過ぎてみると……やっぱり、悪くない一日だったと思える。

　本当は日々平へい穏おんが一番なんだけど、刺激がある上に最終的には誰も傷つかずに事が済むのなら、それはそれでいいことなのかもしれない。

「──いくら夏でも、風か邪ぜを引きますわよ」

「気き遣づかいは有り難いが、まあ大丈夫だろ。白はく麗れい陵りように入って鍛きたえられたからな」

　唐とう突とつに聞こえて来た背後からの声に、秋あき晴はるは振り向かないまま応こたえた。誰か、なんて見なくても分かる。

　夜よ闇やみに溶とけることのないハッキリとした声はいつもより若じやつ干かん静かな色で聞こえて来たけど、だからって間違える訳がない。

「それで、何か用か？　流石さすがに疲れたし、そろそろ寝るつもりだけど」

「……すぐに済みますわ。でも、そうですわね……あと三分だけでいいですわ。そのままでいなさい」

「……あいよ、了解」

　素直に承しよう諾だくして、秋晴はくるりと体を反転させて手て摺すりに背中を預けた。

　いつもなら命令口調に反発しているところだけど、今日は疲れたし、何よりもう時間が遅い。寝ているヤツもいるだろうから、うるさくするのは良くない。

　月光と、廊ろう下かに灯ともっている小さな洋燈ランプの明かりに照らされたセルニアは、薄うす手でのガウンを羽は織おっていた。その下に何を着ているのか、ちょっと気になる。

　とりあえず疾やましいことは考えないよう心を無にしようと努力しながら、秋晴はセルニアの出方を待つ。

　どうやら自分のタイミングを測っているセルニアは、十数秒の沈黙の後で真まっ直すぐに秋晴を見て、口を開いた。

「まだ、ちゃんとお礼を言ってませんでしたわね」

「ん……いや、別に礼なんていらないけどな。お前らしくもないし」

　わざわざ改まってそんなことを言われるとこっちが照れるので茶ちや化かすように言うと、セルニアは目を細め、

「それは貴方あなたの認識が間違っているだけですわ」

　いつものようにテンションを上げて怒おこるのではなくて、静かに、けれどハッキリと断定する口調でそう言った。

　秋あき晴はるはそれに軽口を叩たたいて返すことも出来ない。

　やけに真剣な目をされてしまい、ただどぎまぎしながらセルニアの言葉に耳を傾ける。

「前も言いましてよ──私はセルニア＝伊い織おり＝フレイムハート。『紅あかき羽は根ねの水鳥』の紋もん章しようを冠かんむりに頂く名門貴族の血筋にして、伯はく爵しやくである当主の孫まご娘むすめですわ。貴族というものはその出しゆつ自じに胡座あぐらを掻かくのではなく、然しかるべき振る舞いや責務を全まつとうしてこその貴族なのですわよ。私は『高貴なる義務』を果たせず、ただ見み栄えを張るだけの下げ賤せんな者に成り下がった覚えはありませんわ」

「……そう、か」

　頷うなずいて、秋晴は編入したばかりの頃のことを思い出した。

　確か食堂で対立した時、似たようなことを言っていた。

　そしてその時もちらっと思ったけど──毅き然ぜんとしているセルニアは、ヤバイくらいに魅み力りよく的てきに見える。

　いや元から綺き麗れいな顔立ちしているし、空回りしているドリルもいいんだけど……それとは別で、見ているだけでこっちの体温が上がるというか、目が離せなくなるというか……ぶっちゃけると、軽く尊敬してしまうくらい輝いているように感じる。

　いっつも偉えらそうでどうしようもなく好戦的で我わが儘ままなヤツだけど、自分が何者か、これから先どうやって生きていくのかをハッキリ理解して動いているのは、正直凄すごい。従育科に入ったとはいえまだまだ将来が不確定で不安も多い自分とは段違いだ。

　だからこそ、貴族の在り方を語る時のセルニアに見み惚とれてしまう。んなこと口が裂さけても本人に言うつもりは無いけど。

　軽い金かな縛しばりにあっているように、体の動かし方を忘れてしまったみたいに秋晴は突っ立ったままの状態で、セルニアの一いつ挙きよ一いち動どうに注視する。

　ふわりと、夜風に長い金きん髪ぱつが揺れた。それをセルニアは左手で軽く抑おさえ、

「ですから、仮にも命に関わる事故から助けられておいて、謝礼の一つもしないなどということは有り得ませんわ。お父とう様さまやお祖じ父い様が知ったら絶ぜつ縁えんものですわよ」

「絶縁て」

「冗じよう談だんでも誇張でもありませんわ。ですから、」

　言葉を途と中ちゆうで止めると、セルニアは──

　腰こしを折るようにして、頭を下げた。舞台でも見られないような、優ゆう雅がな仕種しぐさで。

「溺おぼれていた私を助けて頂いて、ありがとうございました。この恩はフレイムハートの名において、必ず返しますわ。後で、などと言いません。今すぐにですわ」

「……お、おお」

「──とはいえ、どうしたものか困りものですわね。うちの使用人ならば賞与を与え、そうでなければ謝礼の品を贈ぞう呈ていするところなのですけど」

　幾分か雰ふん囲い気きは和やわらいだものの、セルニアは本当に悩んでいるようで僅わずかにだけど眉み間けんに皺しわが寄っていた。

　しかし秋あき晴はるとしても、下へ手たな物を贈られても困る。そりゃもう困る。でかい仏像とか条約に触ふれそうなペットとか寄越された日にはたぶん寮から追い出されるし。宝石とか価値ある骨こつ董とう品ひんとか貰もらっても全然嬉うれしいとは思えないし。売っていいなら別だけど……いや、貰い物を売るなんて出来ないな、これも却きやつ下か。

　とはいえ、現金を貰うっていうのは違うし…………確かにこれは悩むな。

　秋晴も腕うで組ぐみをして小さく唸うなって、

「俺おれは別に謝礼なんて要いらないけど……それだとお前は納得出来ないんだよな？」

「当然ですわよ。一方的なのは好きではありませんもの」

「ん、となると……後に残る物は極力遠えん慮りよしたい。出来ればサクッと、手軽に済ませられるようなことでいいんだけど」

　そう言いながら秋晴は頭の中で、『三十分肩かたを揉もめ』とか『その立派なドリルを使って一発芸を』とか、後あと腐くされが無くて微び妙みように笑えそうな提案を考え、

「──分かりましたわ」

「…………へ？」

　決意したような声に、秋晴は落ちていた視線を上げて──

　すぐ目の前に迫っていたセルニアの華か麗れいな容姿に息を呑のみ、

　左の頬ほおに掌てのひらが触ふれて、




　──碧みどり色いろの瞳ひとみと仄ほのかに紅あかくなった白い頬に気を取られている内に、それは終わった。
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　そっと頬に触れて離れた柔やわらかな感かん触しよくは、目を閉じていればなんだろうと迷うところだけど……バッチリ目を開けていたので、何が起きたかは分かっている。

　不意を突くようなタイミングで近付いて来たセルニアが、軽く頬に──

「……その、勘かん違ちがいしないで貰いたいものですわ！　昔から栄誉ある騎き士しは女王陛へい下かからキスを賜たまわるという、伝統があるんですのよっ。それに則のつとっただけですわよ！」

「………………え、と……その……」

　いきなりやられた挙げ句に逆ギレ気味に捲まくし立てられて、秋晴は混乱しそうになる。普通に考えればキレ返してもいいよーな気もするけど、そんなことより自分の身に起きたことが現実なのかと疑わしくて、まだ微かすかに感触が残っている頬に指を這はわせた。

　その瞬しゆん間かん、自分がしたことを思い出したのか、セルニアが一気に顔を赤らめて、

「とにかくっ、礼は済みましたわよ！　私はもう寝ますから！」

　喧けん嘩か腰ごしに近い雰ふん囲い気きのまま、セルニアはぷいと踵きびすを返して、テラスから去って行った。

　秋あき晴はるは呆ぼう然ぜんとそれを見届け……

　後ろ姿が見えなくなってからどれだけ経たったか分からないくらいの時間を置いて、呟つぶやいた。

「…………………………………………………………マジで？」

　今のは本気で現実なのかと、自分に問いかけてみる。

　手っ取り早くて古典的な頬ほおを抓つねるという手段を試みると──痛い。かなり痛い。

　つまり…………あれは、現実か。

　あのセルニアが、自分の頬ほおに、その、キ──

「…………うっわ………………ちょっ……これ、ヤバい…………」

　ばっくばっくと高鳴る心臓を抑おさえつけるようにしながら、その場にしゃがみ込む。

　ヤバイ。これは、本当にヤバイかもしれない。末期かもしれない。

　今までうっかり胸を触さわってしまったり、抱だき倒したりするようなことがあったけど、それでもここまで動揺はしなかった。

　だって、あれとかそれとかは全部事故か、やむを得ないのでそーいうことになってしまっただけであって……

　対して、今のは──謝礼だとはいえ、伝統らしいけれど、どうであろうとセルニアが自発的にやったことに変わりはなくて。

　──たぶん、セルニアのヤツは気付いていない。

　自分がどれくらいとんでもないことをしたのか、気付いていない。

　秋あき晴はるは気付いているからこそ、深く深く息を吐はいて、

「………………………………明日あした、どんな面つらして顔合わせりゃいいんだ……？」

　ここが白はく麗れい陵りようじゃなくて、今は試験中で逃げることが出来ないという状況に、頭を抱かかえた。

　……とりあえず。

　ただでさえ遠巻きにあった眠ねむ気けは、見事地平の彼方かなたに吹っ飛ばされている。

　これは、眠ねむらずに苦く悶もんする羽は目めになりそうだった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──帰りの車中。

　彩さい京きよう朋とも美みは揺れの少ないリムジンの中、外の景色に目を向けながら、意識は全く別の方へと傾けていた。

　二泊三日の試験はそれなりに楽しくて、スリリングでもあった。少しはしゃぎすぎたかもしれないけど、許容範囲内で納まったと思う。

　退屈凌しのぎとしては十分──のはずだったのに。

「…………ねえ、大だい地ちくん」

「何だ？」

　ため息を吐つきたいのを堪こらえて同行しているパートナーに声を掛けると、素そっ気けない応こたえがあった。これがいいという同級生はたくさんいるけど、朋美は賛同出来ない。色々と知っているせいもあるけど……いや、今はそんなことは問題じゃない。

　問題なのは──

「質問があるんですけど、ちょっと考えてみてくれますか？」

「……？　別に構わないが」

「あなたには仲のいい異性の友達がいます。恋愛感情は抱いだいてないけれど、好きと言える相手です」

「…………？」

　困こん惑わくしている気配が伝わってくるけど、朋美はそれを無視して言葉を続けた。

「あなたは、その友達が異性とキスをしている場面を目撃してしまいます。キスをしていた相手……つまり自分と同性の人物を、あなたは嫌きらいではありません」

「……………………ふむ」

「なのに、もやもやとした感情が胸に渦うず巻まいて離れません──大地くんは、これをどういうことだと思います？」

　言いながら、朋とも美みの脳裏に浮かぶのは──深夜の、テラス。

　寝ぼけ眼まなこで見た、煌きらめくような金きん髪ぱつの少女と、幼おさな馴な染じみの少年が接近して…………そしてキスをしていた。

　間違いない、と断言は出来ない。遠目だったし、慌あわてて逃げてしまったから。

　けど、翌朝の二人の様子──互いに意識し合って、ちょっとした会話でギクシャクしていた、あの雰ふん囲い気き……

「…………彩さい京きようの質問意図は分からないが……それは、たぶん嫉しつ妬とというやつなのだと思う。僕はその手のことに疎うといから、確信は無いが」

「そう……ですか」

　迷いながらも出された答えに、朋美はそれ以上のコメントを返せなかった。

　嫉妬……やっぱりこれは嫉妬なんだろうかと、自分の胸を見る。

　──そんなわけ、ないよねぇ？

　だって嫉妬するっていうことはつまり……相手が特別の人、っていうことで。

　ああでも友達に対する嫉妬もあるって聞くから、別に……そう、男女としての、恋愛感情からくる嫉妬とは限らないはず。

　秋あき晴はるはそれなりに仲の良い男友達だし、フレイムハートさんは──反そりは合わないけど、嫌きらいじゃない。あの真まっ直すぐなところは好ましいとさえ思う。頭を使って婉えん曲きよくに物事を進めようとすると空回りするところなんて、もうたまらない。二人揃そろえて手玉に取っている時なんて日頃の退屈を少しも感じなくなるくらい楽しくて仕方なくなる。

　けど…………二人が、付き合う……？

「…………ううん……」

　例え──そう、例えフレイムハートさんが秋晴に好意を抱いだいたのかもしれないとしても、別に告白したっていうわけじゃないのだろう。すぐにどうこうなる、っていう可能性は低いはず。二人の間には様々な障しよう害がいがあるわけだし。

　でも、もし──万が一。

　付き合う、付き合わないという結果は度外視するとして。

　二人が、互いに好意を抱いているとしたら──？

　その時、自分はどうしたいんだろう……？

「……………………」

　静かな車中、朋美は考えに考えを重ねて…………そして、諦あきらめた。

　どれだけ考えても、それが正しいのかは分からない。自分のことなのに情けないけど、気恥ずかしさが邪じや魔まをして、客観的に分析だなんて無理。

　ならどうするか──答えは簡単。

「……ちょっと、確かめてみようかな」

　自分がどんな感情を、どんな想いをあの少年に抱いだいているのか。

　少し怖いけど、知ってみるのもいいかもしれない。

　そう考えて、ゆっくりと瞳ひとみを閉じた。
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あとがき




　三巻なのでそろそろはじめましての方は少なくなったのかなー、と思いながらこれを書いています、上こう月づきです。引き続き買って下さった方々、本当にありがとうございます。

　でも初めての方も大歓迎ですよ！　既き刊かんも一緒に買ってくれれば尚なお良しだ！




　さて、そんな本音で冒ぼう頭とうの挨あい拶さつは終わるとして、『れでぃ×ばと！』三巻です。ようたく夏休み突入です。そしてまたキャラが増えました。どこまで増えるのかは分かりませんが、そろそろ出で揃そろって来たので予定ではあと数人で打ち止めになる…………はず……

　ともあれ、『れでぃ×ばと！』は明るく楽しくちょっぴりエッチなラブコメを目指していますので、これからもお付き合い下さると幸いです。担たん当とうさんから「『れでぃ×ばと！』はエロコメですよ！」とか言われていますが、僕も負けないように頑がん張ばります！　……ラブコメだよ！　エロコメじゃないよ！　ラブの部分がエロに置き換わったら、何か言い訳不能な不純な匂いがしてきて駄だ目めすぎるからっ！

　……えーと、そんな感じで徹底抗争しつつ、頑張ります。あくまでもラブコメですよ、ラブコメ。そりゃあ担当さんから「ここのシーン、もう少しエロくしてください！」って言われれば二つ返事で「分かりました！」と言いますけどね！

　……………………くぅ、なんか色々と無理が……でも頑張ろう…………




　さてと、ここから三巻解説みたいなものが始まりますので、あとがき読むってタイプの方はネタバレ注意。

　六話は新キャラのアーフラム教コンビが登場し、衝しよう撃げき的てきな出会いが原因で秋あき晴はるが大変な目に遭あってしまう話。まあ秋晴は基本的にいつも大変な目に遭っていますが、ガチで○されかけたのは初めてかもしれません（○の中には思い当たる好きな漢字一文字を入れよう）。

　アーフラム教はイスラム系の宗教という設定の架か空くう宗教団体ですが、昔に比べるとイスラム教圏けん内ないにも肌はだを晒さらす女性が増えてきたのだとか。時代の流れを感じます。

　ちなみにアイシェもヘディエもイスラム圏では割と一般的な名前です。興味がある方は調べてみると面白いかも。




　七話は四し季き鏡かがみ姉妹の話で、ｈｐ４５号に掲けい載さいされた短編に加筆修正をしたものです。ちなみに掲載時のサブタイトルは『とらぶる姉妹の大暴走?学期末すぺしゃる』という、どこか頭のおかしな作者が疲れた果てた状態でつけてしまったものでした。




　四し季き鏡かがみ姉・沙さ織おりさんは初登場ですが、実は一話で『四季鏡先せん輩ぱい』と話に出ていたのが彼女です。実は凄すごい家柄なのに、何もしなくても贅ぜい沢たくな生活が出来ていた為に代々無能と化していった四季鏡家のリーサルウェポン（でも役立たず）。

　どうして四季鏡姉が従育科にいるのかが判明する話でしたが……うん、明らかに姉のインパクトに食われてるなぁ。




　そして八話は、金きん髪ぱつドリルことセルニアがメインの話。夏休み話の第一弾でもあります。

　初登場キャラではセルニア父とハウスメイドのアンナがいますが、どちらも上こう月づきのお気に入りです。次の登場はいつになるか分かりませんが、何とか出したいところ。

　本筋はどうかというと、従育科試験で秋あき晴はるがセルニアの家に泊まりに行くという展開になってます。夏らしく『海だ水着だドキドキハプニングだ！』って感じで肌はだの露ろ出しゆつも多めです。

　この話が終わってようやく色々と動き始めたわけですが、次に出る四巻の夏休み話第二弾だん、第三弾でまた加速していく予定ですので、お楽しみに！




　あと、四月のイベントで発売された企画本に『れでぃ×ばと！』も載のっているのですが……よくあの内容で出せたなぁ…………電撃文庫は懐ふところの深いところですよ。ちなみに僕は「いや無理ですって!?　こんなの僕には無理ですって!!」と力強い抵抗をし、悶もん絶ぜつ苦悩の結果あの文章を紡つむぎ出せました。本ほん領りよう発はつ揮きとかじゃないです。絶対違います。

　無事にゲット出来た方は、そっと胸に秘めておいて下さい。あれは一夜の幻まぼろしみたいなものですから。







　それでは最後に、感謝の言葉を。三巻も担たん当とうさんやイラストのむにゅうさん、その他ほかにも色々な人の協力で無事に出せました。勿もち論ろん、本を買って下さった皆さんもです。ありがとうございます！　　次巻もよろしくお願いします！

　その四巻ですが、夏頃に出させて貰もらえる予定です。無事に季節がリンクするよう、頑がん張ばっていきたいと思います。

　次はいよいよ、あの腹黒が動きだしますよー。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム
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上月こうづき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。たまに料理もします。このハンバーグは激ウマで自分でもびっくり。ただし付け合わせは一切無し。サラダすら無し。ある意味男らしい……はず。
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むにゅう

『開店から閉店まで』が普通なぐらいお酒が大好きな私。最近は友人がいろいろなお酒を用意して待っていてくれます。家なら昼までのんびり呑めるかな？
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